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　日曜日の午後三時。俺が休憩している公園には、学生達たちの姿がちらほらと見える。

　仲のよさそうなカップルとか、スポーツやダンスパフォーマンスをする学生、そして、ベンチに座り携帯ゲームに興じる学生が多い。

　独立学園国家は巨大人工島の上に、一〇〇〇の学校と街を作った、文字通りの学園国家なので、大人の姿は少ない。

　そんな平和な光景を眺めながら、俺は最凶のテロ組そ織しきパンデモニウムのボス、サタンとベンチに並んで座っている。

　俺はあらためて、隣に座る白人男性を観かん察さつした。

　黒スーツを着こなす、金髪碧へき眼がんで美しい顔立ちの人だ。

　セレブの集まるパーティーにいても、自然と馴な染じむだろう。

　ニュースでは、サタンの年齢を三〇代と言っていたけど、まだ二〇代くらいに見える。

　温和な空気をまとい、涼しげな表ひよう情じようからは虫も殺せそうにない印象を受ける。

　社会から差別を受けた、魔王使いの召しよう喚かん術じゆつ師し達で構成されたパンデモニウム。

　そのボスが彼、サタンだ。

　けど、テロ組そ織しきのボスというイメージとは違い過ぎて、警けい戒かい心よりも疑念が強くなってしまう。でもニセモノではないだろう。俺はニュースで、第三召喚形態サードサモンのサタンを何度か見ている。今日は悪魔的な格好ではなくスーツ姿だが、確かに顔は同じだ。

　俺に取とり憑ついている霊体少女、百ゆ合りに意見を仰ぐ。

　──百合、どう思う？

　──ふむ。わしも、この者が嘘うそをついているようには感じぬの。

「アキト・サギサワ、いや、君は日本人だからサギサワ・アキト君か。さっき言った通り、私はパンデモニウムのリーダーだ。本名は捨てたから、持ち霊と同じくサタンと呼んでくれ。今日は、魔王使いであるセリアを守る君と憎み合わないように、挨あい拶さつをしに来たんだ」

「に、憎み合わないよう、挨拶？　なんだそりゃ？」

「君と友好的な敵対関係を築く為ためさ。その前にまず、私がサタンだと信じてくれるかい？」

　近所の優しいお兄さん、といった声音で語りかけてくるサタン。

　その声と表ひよう情じようからは、一切の敵意を感じない。

「まぁ、一応はな……」

　俺がやや曇った声で言うと、サタンはまばたきをしてからほほ笑んだ。

「こんな私で悪かったね。家族からもよく言われるよ『威厳が無い』って。でもねアキト君、悪の組織の総帥がみんな膝ひざの上でペットをなでながら、ワイングラスを回して美女に扇であおいでもらっているわけじゃあないんだよ」

「いや、そこまで安直なイメージはないけど」

　俺がツッコむと、サタンは小刻みに震えながら語る。

「これでも家じゃ、何人かの娘達たちに『私の下着をパパのパンツと一緒に洗わないで』って言われるぐらい庶民的なんだよ」

「解わかったから涙を拭ふけ！　ほらハンカチ！」

「まぁ『パパ一緒にお風ふ呂ろ入ろう』とか言ってくる娘もいるんだけどね」

　俺のハンカチで涙を拭ぬぐうサタンに、俺は舌打ちをした。

　そのハンカチを今すぐ噛かみちぎりたい。

「さて、雑談はこれぐらいにして」

　冗じよう談だんじゃなくて雑談なんだ。実話なんだ……

　俺はちょっと残念な気持ちになった。

　本来なら、スキを見て警察に通報するべきなんだろう。でも、サタンの親しみやすい態度に毒気を抜かれた俺は、いまいち通報する気分にならない。

「ところでアキト君は、私達の事をどれだけ知っているんだい？」

　サタンは優しい声音や表情はそのままに言った。

　俺は同情的な眼まな差ざしを一転させて、思案する。

「えーっと、目的が平等な世界を作る事で、方法が世界征服で、構成員が全員魔王を持ち霊に持つ召しよう喚かん術じゆつ師しの国際テロ組そ織しき……それでその……」

　俺が言いい淀よどむと、サタンは視線をやわらかくする。

「気にしなくてもいいよ。事実は事実だ。言ってくれよ」

　俺は息を呑のんでから、口を開いた。

「みんな、魔王を召しよう喚かんしたせいで、世間から差別されたん、だよな？」

　サタンは頷うなずく。

「そうだよ。世間は私達たちパンデモニウムがテロリストだから嫌っているように演じているけど違う。差別が、いや、弾だん圧あつが先だったんだ」

　言葉の途と中ちゆうで、サタンの目が俺の買い物袋に止まった。

「君もその漫まん画が雑誌を読むのかい？　いいね、うちの子供達も好きだよ、私も読んでいる」

「え？　読んでいるの？」

　またもやテロ組織のボスらしからぬ事実に、俺は唖あ然ぜんとしてしまう。

「保ほ護ごした子供たちに楽しい事をと思って、漫画やゲームは一通りそろえているんだ。親として、どんな内容なのか把握しようと思って私も読んでいるし、楽しませて貰もらっているよ。その雑誌はアメリカでも人気でね。私が子供の時は、クラスのみんなが読んでいた」

　サタンは昔をなつかしむように目を細めてから、否定するように頭を振る。

「話が脱線してしまったね。でもそうだ、あれは私が子供の頃の話だ」

　サタンは公園で遊ぶ子供達を眺めながら、少し哀愁の漂う横顔で語り始める。

「自分で言うのは恥ずかしいけれど、私は地元では有名人だった。幼い頃から人々の幸せを願い、奉仕に励み、叶かなう限りの人々や動植物を救い、それに喜びを感じていた。町の人達も、そんな私を愛してくれた。でも召しよう喚かん術じゆつが確立して、全すべてが変わってしまったんだ」

　サタンはゆっくりと目を閉じ、そしてそのまぶたを重く開いた。

「召喚術師になれば、もっと多くの人々を助けられると思って、持ち霊召喚の儀ぎ式しきを受けた。でも召喚されたのはキリスト教における最悪の大魔王サタンだった。町中の人が教会に行くのを日課にしていたぐらいだからね。サタンを召喚した時は、それは酷ひどかったよ」

　サタンの頬ほおが笑みを見せる。でも、その笑みは最初の時とは違い、氷像のように冷たくて、無む機き質しつな笑みだった。

「今まで何の見返りも求めず、無償で他人の為ために生きて来た私への羨せん望ぼうが、疑念に変わるのに時間はかからなかった。あまりに出来過ぎた、まるでマンガの完かん璧ぺきキャラのような私に人々は『きっと何か裏があったんだ』『自分達を騙だましていたんだ』『サタンを呼び出すような少年が善人のはずがない』と囁ささやき合い、私を責めたて、私の処遇を決めた」

　サタンの顔が、重々しく俺に向いた。

　一体どんな差別を受けたのかと俺が身構えると、サタンがにっこりとほほ笑む。

「私はね、町の人達たちに処刑されることになった」

　俺は息が詰まって、何も言えなかった。

「私は親に家を追い出され、町中の人間に数日間虐待された。そしてその後、警察も一緒になって町ぐるみでサタンの子を殺そうとお祭り騒ぎさ」

　そこまで言って、サタンは言葉を呑のみこむ。

「あまり一度に言っても迷惑だね。不幸の自じ慢まん大会はここまでにしよう。町から逃げ出した私はそれから色々あって、私以外にも魔王を召しよう喚かんしてしまった人達のもとを周まわり、一緒に旅をした。世間は私達にありもしない罪をなすりつけて、凶悪な魔王使いが逃亡中とふれ回った。逃亡生活の中で何度も追い回されて、その途と中ちゆうで仲間が殺されて、私はとある事件を思い出したんだ」

「事件？」

「ああ、私の通っていた小学校に手のつけられない悪童がいた。みんなその子に暴力や恐喝を受けていた。私は何度も彼を説得したが駄目だった。でもその子が交通事故で死んだ次の日、クラスには平和と笑顔が満ちていた。私はその時、いくら悪い子でも人が死んだのにみんな酷ひどいと思った。けれど違ったんだ。私は気付いたんだ」

　サタンは語気を強める。

「悪は滅ほろびればいい。悪と解わかり合おうと放置すれば、罪もない人々への犠ぎ牲せいが出続ける。でも悪を滅ぼせば、速やかに確実な平和が訪れる。そして悪は誰か、私達が悪か？　魔王を召喚しただけで存そん在ざいが罪となり自殺するのが正しいのか？　いや、正しいはずがない。そして私は決めたんだ。この世の全すべての弾だん圧あつ者しやを殺そう。全ての弾圧者を殺せば、弾圧者達による同調圧力で弾圧させられていた人達の目も覚めるし、差別なんてしない真に心優しい人達が住みやすい世界になる。そうすれば、私達魔王使いも安心して暮らせる」

　サタンは立ち上がり、俺を見下ろす。

「パンデモニウムには数人の大人と何十人もの子供達がいる。全員持ち霊は悪神邪じや神しん破壊神や災害神といった魔王の使い手だ。私はファミリー代表。家長として父の務めを果たす。私はこれからも世界中の圧あつ政せい者しやや、広い意味での弾圧者達の巣そう窟くつを襲うし、数えきれない人達を殺すだろう。その中で君と戦う事になるかもしれない。本音を言えば、ルシファーの召喚者であるセリアを守る君とは敵対したくないが」

　サタンは凛りんとした眼まな差ざしで、力強く言い放つ。

「君の正義が私の正義と対立するならば仕方ない。私は私の正義に従い私の正義を成す！」

「え？　別に俺お前らのテロ行こう為いを止める気はないぞ？」

　沈黙が流れた。

「もう一回隣に座っていいかい？」

「いいぞ」

　サタンは腰を下ろすと、冷や汗を流しながら表ひよう情じようをひきつらせる。

「え？　なんで止めないの？　そっちの方が都合はいいけどさ。説得の必要なし？」

「テロを止めるのは警察と軍隊の仕事だろ？　俺、ただの中学生なんだけど？　逆になんで一介の中学生に過ぎない俺が命がけで悪と戦わないといけないんだよ？」

　俺は不思議そうに首を傾かしげた。

「君って世界で唯ゆい一いつの魔王殺し、ヤマトタケル使いだよね？」

「おう」

「報告によると、日ひ上がみと戦った時にパンテオンとパンデモニウムの両方を敵に回すって言ったんだよね？」

「おう」

「君ってヒーロー志望だよね？」

「おう、セリアのな」

「いや、セリアのヒーローだからって、他を見捨てるのとイコールには……」

「他の奴やつのことまで面倒看みられるかよ」

　俺は舌を出して言い捨てる。

「俺はセリアが大好きだから、大好きなセリアに手を出す奴はブン殴るっていうだけなんだよ。社会平和は軍隊と警察が守って、俺はセリアの平和を守る。パンテオンとパンデモニウムの両方と敵対するっていうのは、お前らを潰つぶす為ために戦うって意味じゃない。セリアを奪いに来たら来た回数分だけぶっ飛ばすって意味だ。だからお前らが世界のどこをどうしようが、少年漫まん画がの熱血主人公みたいに現地に出動なんてしねぇよ。そのかわり警察や軍隊がお前らの相手になるだろうな」

　俺の話を聞きながら、サタンは呆あつ気けにとられたように表情から力が無くなる。

「…………じゃあ、将来パンテオンや軍に入って、私達たちと戦ったりはしないのかい？」

「ないない。将来は楽で安全な仕事に就きたいぜ」

「私がどこかの国を襲ったら？」

　俺はキメ顔で言う。

「その国の警察と軍隊に任せとけばいいじゃん」

「私がこの学園国家を襲ったら？」

　俺はキメポーズで告げる。

「全すべてをパンテオンに任せて俺はセリアを連れて家か学園の地下シェルターに逃げる」

「私がセリアを連れて行こうと襲ってきたら？」

　握り拳こぶしを作って断だん言げんする。

「全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて相手になるぜ」

　サタンは目を丸くして固まる。でも、三秒後には噴き出して笑った。

「…………クッ、ハハハハハ。なるほどそうか、そういうことなんだね」

　サタンは幸せを噛かみしめるようにして笑う。

「それはとても素敵な事だねアキト君」

　目がしらにたまった涙を、指でぬぐうサタン。

「君も男じゃないか。世界最強の魔王殺しが、魔王を守るためだけに戦う。なら君は君の道を歩んでくれよ。私は子供達たちを守る為ために、君はセリアを守る為に。ただし私達がぶつかる事があったら、その時は全力でぶつかり合おう」

　サタンが右手を差し出してきて、俺は思わずその手を握ってしまう。

「魔王使いのセリアを守りたいと思う者同士。行き着く先が同じ海でも、川は何本もある」

　握手をほどくとサタンは立ち去ろうとして、その前に置き土産みやげのようにして言う。

「けれど忘れないでくれ。君一人ではセリアを守り切れないだろう。私や家族も、気持ちの上では、セリアは私達と一緒にいたほうが安全だと思っている」

「それは、俺じゃ力不足ってことか？」

「そうだ。ヤマトタケルは私のサタン同様、間違いなく最強の召しよう喚かん霊れいの一つに数えていい。でもそれを扱う君は素人だ。君が昨日戦った日ひ上がみを見れば分かるだろう？　真の強者は持ち霊と術者、両方が一流なんだ。タケルの基礎性能に頼る君では、すぐに限界がくる」

　サタンの言葉が、俺の胸に突き刺さる。

　日上にも言われた事だけど、俺のタケルと、日上のオオクニヌシは同格の召喚霊だ。加えてタケルは神殺しの剣を持つのだから、相性的には俺が有利なはずだった。

　なのに俺は、日上に勝てなかった。

　理由は当とう然ぜん、俺が術者として、日上に大きく劣るからだ。

「俺はまだ契けい約やくして一カ月の素人だからな。でも、それを言い訳にするつもりはないよ」

　俺の心臓が熱意を帯びる。セリアのヒーローになると言ったのは、決して嘘うそじゃない。

「見ていろよサタン、俺は兄貴よりも強くなる。その為ならどんな無む茶ちやや無謀もやってやるよ。弟の俺が兄貴を越えられないはずがねぇ。俺はセリアを守る、そう決めたんだ！」

　一いつ瞬しゆん、サタンの目が大きく開いた。こいつなら、前のルシファー使いの女の子が、兄貴と心中した事を知っていても不思議じゃない。温かい表ひよう情じようでこんな事を言った。

「見たかったよ……リーズと君の兄春はる樹きが……魔王と魔王殺しが結ばれる光景を……」

　リーズ。それが前のルシファー使いで、兄貴の恋人の名前なのか。

　愛する家族を失って、サタンも辛つらかったんだろう。優しい顔は、悲しみを誤ご魔ま化かそうとしているようにも見えた。

「話を戻そうか。君の気持ちは解わかったけど、その熱意が私の家族に伝わるかは別だよ。それに、パンデモニウムは一枚岩じゃない」

　サタンの顔が、申し訳なさそうに曇った。

「パンデモニウムは家族であって軍隊じゃない。みんなは私の弟や妹、子供達たちではあっても部下じゃない。私は彼らの意志を最大限尊重するし強制はできない。だから今後、うちの子達がセリアを奪いに行くかもしれない。特にアカ・マナフには気を付けてくれ」

「アカ・マナフって、確か昨日、衛星基地を落とした」

「彼とは中東で出会い私の弟にした。だが私の言う事を聞かず、いつも勝手に動いている」

　貴重な情報だけど、逆に悪い報しらせでもあるな。つまりパンデモニウムはピラミッド型ではなく並列型、蜘く蛛もの巣型の組そ織しきなんだろう。

　一番厄介なパターンだ。頭を潰つぶしても、手足は独立して動き続ける。

「ボスのお前を説得しても、パンデモニウムはセリアを狙ねらい続けるって事だよな？」

「ああ。さっき言ったように私自身も、セリアは私達で守ったほうが安全だと思っているから、場合によってはセリアを奪おうとするかもしれない。それでも私は家族に、セリアが望まないなら無理はするな、と言っているのに、賛同してくれる子は僅わずかだ」

「ドゥルジから聞いている。みんなお前のところに行って幸せになったんだ。魔王使いはパンデモニウムに入るべきって信じているんだろ？」

「嬉うれしいけど、複雑な心境だよ。中でもアカ・マナフは特に独立性が高い。いつ部屋に行ってもいないし、出掛ける時はどこに行くか言わないし、何も言わずに朝帰りするし、子供たちの誕生パーティーにはいつも二時間遅刻するし、クリスマスはすっぽかすし、晩御飯は自分の部屋に持ちこんで食べるし……本当に物もの凄すごく独立性が高いんだ」

「ごめん、後半の話で緊張感が無くなった」

「まぁとにかく。これからは友好的な敵対関係を築いていきたいな。じゃあね」

　どんな敵対関係だよ……

　俺が呆あきれていると、サタンは俺に背を向けてから、不意に立ち止まる。

「それと今、君が言ったドゥルジなんだけど……」

　サタンの背中から、異様な重圧を感じる。

　あれ？　なんだろうこの感じ？

「ドゥルジが家に帰って来てから君の話ばかりするんだ、とても嬉しそうに」

「？　ふーん」

　サタンの背中から放たれる殺さつ意いで、空気が揺れる。

「もしもドゥルジを泣かせるようなことがあったら、私には君に地獄の苦しみを味わわせながら一年がかりで殺す準備があると思え！」

　叫んで、サタンは足早にその場から立ち去った。

　──おい百ゆ合り、今のはどういう意味なんだ？

　──お主には千年経たっても解わからんじゃろうな…………

　俺の中で、百合が重たい溜ため息いきをついた。








第一章　幼馴染おかわり




　サタンと出会った次の日。月曜日の朝。俺はテレビのニュースをＢＧＭに、朝ご飯を食べるべく、セリア、美み夏なつ姉さん、美み冬ふゆと一緒に食卓に着いた。

　ブラコンなのがたまにきずだが、綺き麗れいな濡ぬれ羽ば色いろの青髪かつ美人で家事万能な姉さんが用意してくれた朝ご飯は、今朝も実においしそうだ。

　湯ゆ気げの立ったお米に、しじみやネギ、豆腐、しめじなどの具材が豊富なお味み噌そ汁しる。そして極めつけは、キャベツと一緒にお皿をドーンと飾るトンカツだ。

　トンカツの分厚さに、俺の妹である美冬は圧倒されながら唾つばを呑のみこむ。

「姉さん、なんで朝からトンカツなんですか？」

　敬けい語ごで喋しやべるのが大人っぽいと勘かん違ちがいしている妹の問いに、姉さんは無邪気な笑みを返す。

「美冬、今日は持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきでしょ。だから緊張に勝てるようにね」

　姉さんの発言に、俺の隣に座るセリアが反応する。

　白いヘッドホンを被かぶる、銀髪紅こう瞳どうの少女セリアは、対面に座る美冬へ視線を投げた。

「そうなのですかミフユさん？」

「は、はい。だから姉さんの言う通り少し緊張しています。なんだかんだでうちって兄さんはタケルで姉さんは火の鳥で、アベレージ高いですし……」

　美冬は視線を落として言いい淀よどむ。

　きっと美冬は、貧弱な召しよう喚かん霊れいを召喚してしまったら、と考えているのだろう。

　召しよう喚かん術じゆつ師しの強さは持ち霊に依存する。

　なのに持ち霊は一生変えられない為ため、持ち霊の壁に挫折する人は多い。

　セリアは無む表ひよう情じよう無感動に口を開いた。

「大丈夫ですよミフユさん。たとえ魔王を召喚してもアキトさんが守ってくれますから」

「いや、流石さすがにそのレベルの心配はしていませんよ……」

　美冬は口角をひきつらせながら、顔の前で手を振った。

　大召喚術時代である現代は、『持ち霊の性質』＝『召喚者の人間性』という風潮がある。

　そのせいで三年前、魔王ルシファーを召喚したセリアはいわれのない差別に遭い、さらには隔かく離りされてしまった。そして差別の日々は、隔離施し設せつの中でも続いた。

　けど独立学園国家上層部の政争過程でセリアは退園。さらにセリアを狙ねらう国際テロ組織パンデモニウムと国連軍パンテオンは俺が追い返す事に成功。俺はセリアのヒーローになると誓った。

　以来、最初は無む口くち無む表ひよう情じよう無感動な、クール銀髪紅瞳爆乳美少女のセリアは、俺にデレデレのキュンキュンで未来のお嫁さんになる事が決定している。

　──おい、後半からの捏ねつ造ぞうが酷ひど過ぎるぞ秋あき人と！

　死んだ父さんの元持ち霊で、俺に取とり憑ついている霊体少女の百ゆ合りが、心の中でツッコんでくる。でも俺は、そんなものはどこ吹く風だ。

「そういえば姉さんの時は、兄貴がトンカツを用意していたな」

　俺がすすった味み噌そ汁しるを食卓に置きながら言うと、美み夏なつ姉さんは大きな胸を張る。

「そうそう。私が緊張しないようにって、お兄ちゃんが用意してくれたの。全すべては妹に対するお兄ちゃんの愛の証あかしよね♪」

「ミナツさんを妹と言うと違和感がありますね」

　セリアの率直な感想に、俺は軽く笑った。

「でも姉さんは兄貴の妹で俺の姉さんだからな。俺だって姉さんの弟で美み冬ふゆの兄貴だし」

「貴方あなた誰ですか？　私の兄さんは四年前に死にましたよ。不謹慎な事を言わないで下さい」

「美冬ぅううううう！」

　俺は哀愁のあまり、妹の名を叫ぶのだった。

「ふふ、弟ちゃんたらぁ。それよりセリアちゃん。前にも言ったけど、私の事はお姉ちゃんて呼んでいいんだよ？」

　姉さんは包容力のある、お姉ちゃんオーラを出しながら笑顔を見せる。

　対するセリアは、照れた表ひよう情じようで唇くちびるを引き結んでしまう。

　その瞬間、俺は閃ひらめいて、紳士的に姉さんを援護する。

「そうだぞセリア。美夏姉さんの事は義ね姉えさんと呼んでいいんだぞ。そのうち本当に──」

　俺が言い切る前に、美冬がセリアへと向かって身を乗り出す。

「セリアさんが呼びにくいなら美夏さんでいいじゃないですか！　はい決定です！」

「なんだよ美冬、強引だな」

　妙に熱の入った主張に、俺は違和感を覚える。

「はっ、もしかして美冬お前、セリアに姉さんを取られると思ったんじゃ!?」

　美冬の肩がドキッと跳ねて、体を硬かたくする。

「え？　そ、そうです！　姉さんを取られると思ったんです！　すいません！」

「まったく美冬は子供だなぁ。はっはっはっ」

　美冬は凍りついたまま顔を伏せて、ぷるぷると小刻みに震えてから、声を張り上げる。

「ロリコン爆乳好きのシスコンすけべ髪フェチ変態兄さんは黙りなさい！　ふんだっ！」

　美冬は顔を真っ赤にすると、お茶ちや碗わんを持ったまま、俺らに背中を向けてしまう。

　セリアは、美冬の小さな背中をしばらく見守ってから、姉さんに声をかける。

「ミナツさん、ソースを取っていただけますか？」

「お姉ちゃんって呼んでいいのに……」

　姉さんは残念そうに箸はしをくわえた。

「そういえばアキトさん、今朝のメールは見ましたか？」

「メール？」

　唐突な問いに、俺はセリアの真紅の瞳ひとみを見つめ返す。

「こちらです」

　セリアが携けい帯たい端たん末まつである自分のヘッドホンにタッチして、投とう影えい画が面めんを開いた。そこには。

《みなさんおはようございます。みなさんの担任のクロエ・クロエールです。

　今日はお知らせなんですけど、皆さんには五人で班を作ってもらう事になりました。

　期日は今日中なので早くお願いしますね。

　メールでお知らせした理由ですが、本当は先週の金曜に言わないといけなかったのを先生が忘れていて、それで慌てて一秒でも早く伝える為ためにメールをしたとかそういう事は絶対の絶対にありませんからね！　勘かん違ちがいしちゃダメですよ

　あと今日中に班名簿を提出しないと私の査定をガッツリ下げられるとかそういう事は聞いていませんが、そんなのとは関係なく、皆さんが期日を守れる大人に成長する為にも絶対の絶対に今日中に班を作ってくださいね。

　Ｐ．Ｓ．

　学校でシャワーを浴びると高確率で先生の下着がなくなるんですが誰か知りませんか？

　あと陰で先生のことを『クーちゃん』て呼ばないでください。お願いします》

「…………今日……クロエ先生に会ったら、優しくしてあげよう」

　俺は生まれてから、もっとも慈愛に満ちた声でそう言った。

「……はい……」

　セリアの声に同情の念がこもっている……。クロエ先生、あんた哀れの天才だよ。

「しかしアキトさん、私はどうすれば良いのでしょうか？」

「何がだ？」

　セリアは不安げな表ひよう情じようで、視線を僅わずかに落とす。

「私と班を組んでくれる人が、アキトさんとブリジットさん以外にいるとは思えません」

　俺はセリアの頭に優しく手を置いた。

「こらこら、ネガティブは禁止だぞ」

　俺を魅了してやまない銀髪頭をなでまわしながら、俺はセリアのキューティクルを堪たん能のうする。まったく、セリアは心配性だなぁ。

　俺は頼もしさを演出しようと、自分の胸に拳こぶしを当てる。

「心配しなくても、あとの二人は俺の友達に声をかければ大丈夫だって」

　セリアは無む表ひよう情じよう無感動のまま、瞳の中に疑問の色を映した。

「？　ブリジットさん以外のご友人がおられるのですか？」

「もちろんさ」

　俺らに背中を向けていた美み冬ふゆが、肩越しにジト目を送って来る。

「兄さん、脳内の友達はカウント出来ないんですよ」

「エア友達じゃねーし！」

　──わしという脳内嫁がいるだけに否定しにくいのぉ。

　──実在する脳内嫁はいても空想の友達はいないぞ！

「ていうか美冬も、チュリスとアイリーンの事は知っているよな!?」

「あーはいはい、いましたねそういえばそんな友達が、パソコンの中に」

「俺にだって友達ぐらい、いるんだよぉおおおおおお！」

　魂たましいの叫びが、平和な食事タイムに響き渡った。

「とにかくご飯を食べたら女子寮に行くぞセリア！」

　美冬は俺に警けい戒かい的な視線を向けつつ、背中をのけぞらせた。

「そこだけ切り取ると凄すごい発言ですね。男子が朝から大声で『女子寮に行くぞ』って」

「引くな！」

「姉さん、テレビを見てください」

「あ、学園序じよ列れつ情報ね」

　そして無視……我が妹の精神攻撃コンボは胸に響くぜ……

　当とう然ぜんながら、テレビは落ち込む俺を無視してニュースを届けてくる。

　テレビによると、この独立学園国家の生徒序列が大きく変動しているらしい。

　序列、というのは大学生以外の生徒、四〇〇万人の強さランキングだ。

　一〇〇〇〇位までしかなく、他の生徒は全すべて序列外。

　序列入りは、それだけで強豪召しよう喚かん術じゆつ師しの証あかしでもある。

　ちなみにセリアは一〇〇〇〇位で、俺は九九九九位だ。

　この序列が、どう大きく変動しているかと言うと、ここ最近、序列外だった生徒がどんどん序列入りをしているとのことだ。

「四月なのに珍しいわね」

　姉さんの感想に、セリアがまばたきをする。

「アキトさん、何がそんなに珍しいのですか？」

「ん？　ああ。毎年、年度が替わると高こう等とう部ぶの三年生が全員卒業するからな。年度替わりには多くの繰り上げが起こるんだよ。でももう四月だろ？　なぁ姉さん？」

　姉さんが俺から引き継いで、セリアに説明をする。

「序列外の中で優ゆう秀しゆうな子は、もう全員繰り上がりで序列入りしたはずなのに、なんでまた大幅な繰り上がりが起こっているのか、不思議だと思わない？」

　説明を受けたセリアは、無む口くち無む表ひよう情じよう無感動ながら、僅わずかに思案する空気を見せる。

「…………一人二人なら、一歩遅れて急成長した生徒だと思いますが、大勢は不自然です。しかしそれなら、最低ランクの私はすぐに序じよ列れつ外になるのでしょうか？」

「二人以上入ったなら、最下位二人の俺とセリアはまた序列外に落ちるはずだな……」

　俺は腕時計型携けい帯たい端たん末まつに触れて投とう影えい画が面めんを展開。ネットから現在の学園序列を表示する。

「うーん、どうやら九九九八位の奴やつが序列外になっているみたいだぞ」

　画面を操そう作さして、俺は今日と昨日の序列を並べてセリアに見せた。

「どういうことでしょうか？」

　顔を上げるセリアに、俺は息を漏らす。

「序列を決めているお偉いさん方の真意は解わからないけど、ヤマトタケル使いとルシファー使いを序列入りさせておきたい理由でもあるんじゃないのか？」

　そう言って、俺はまた朝ご飯を食べ始めた。


　　　◆



　朝ご飯を食べ終えた俺とセリアは、出掛ける準備を整えると学校ではなく、まずは女子寮へと向かった。ここにはブリジットともう一人、俺の友達が住んでいるのだ。

　俺とセリアが女子寮の玄げん関かん前に着くと、ちょうど入口の自動ドアが開くところだった。

「あれ？　アキトじゃない。どうしたの？」

　姿を現したのは、俺の幼おさな馴な染じみであるブリジットだ。

　今日も、俺の大好きな赤髪を左側にまとめたサイドテールを風になびかせ、その燃えるような赤髪が似合う快活な表ひよう情じようで、小走りに駆け寄って来る。

　ブリジットの瞳ひとみは、赤の補色である緑色、いや、エメラルドグリーンだ。その瞳とのコントラストがまた、ブリジットの赤髪を魅み力りよく的に演出している。

　ブリジットの赤髪を見るとテンションが上がるなぁ。

　さっき美み冬ふゆに『髪フェチ変態兄さん』と言われたが、俺の髪フェチ魂だましいを覚かく醒せいさせたのはブリジットだと思う。

「おう、おはようブリジット、朝のメールで班の事は知っているか？」

「あー…………」

　ブリジットの目に、聖せい母ぼのような慈愛が浮かぶ。

「アキト、せめてあたしらだけでもクロエ先生に優しくしてあげましょう」

　俺の目からも慈愛が滲にじみだす。

「そうだな、優しくしてあげようぜ」

　俺が賛同すると、セリアもミリ単位で頷うなずいた。

「私も、優しくしたいと感じています」

　ブリジットが目をしばたたかせる。

「あれ？　なんでセリアまだヘッドホン被かぶっているのよ？　確か日ひ上がみと戦っている時に『もう耳を背けない』って言っていたじゃない。携帯端末として使うなら首にかければ？」

「いえ、もう耳を背ける気は無いのですが……」

　セリアは、獣けもの耳みみ風ふうの可愛かわいらしいヘッドホンを首にかけると、頭の上で虚こ空くうをつかんだ。

　無む表ひよう情じような顔に、わずかな哀愁の色が浮かぶ。

「ヘッドホンがないと、頭が寂しいです……」

「なによそれ……？」

　ブリジットは、への字口を作った。

　実はそうなのだ。日ひ上がみと戦って、俺がセリアのヒーローになると誓った後、セリアは口数が増えたし、表ひよう情じようもわずかだが豊かになったように思える。

　自分と世界を遮断するための耳栓であるヘッドホンも用無しなはず。なのだが、長年つけっぱなしの生活をしていたせいで、頭が軽いと落ち着かなくなってしまったらしい。

「まぁまぁ、似合っているんだからいいじゃないか」

　可愛いモノ好きのセリアが選んだこのヘッドホンは、可愛いセリアのファッションアイテムとしてベストマッチしている。

「それで話を戻すけど、さっき班を組むのにチュリスとアイリーンにメールをしたんだよ。あいつら入れたら五人だろ？」

　ブリジットは眉まゆ根ねを寄せる。

「チュリス達たちって帰って来ているの？」

「返信は来たぞ。チュリスとは一緒に登校することになったから迎えに来たんだよ」

「アキトさん」

　振り返ると、セリアが少し不安そうな瞳ひとみで俺を見つめていた。

「そのチュリスさんという方は、魔王使いでも気にせず班を組んでくれるのでしょうか？」

　俺とブリジットが同時に、アンニュイな顔になった。

「いや、あいつは気にせずっていうか……なぁブリジット？」

「ええ、チュリスは持ち霊差別以前に……ねぇアキト？」

　俺とブリジットのアンニュイな視線が交わった。だって、チュリスは、あいつは……

「みんなチャッホーイ♪」

　明るい声が聞こえ、女子寮を見上げて俺らは驚く。五階回廊の塀の上に、ピンク色のカーディガンを着る細身の少女が仁王立ちしていた。長い茶髪をうなじの上でしばったツインテールは遠目にも解わかる。彼女こそが俺の友達、チュリスだ。

「チュリスあんた、そんなところにいたの!?」

「全然気付かなかったぞ……」

「えへへー、今そっち行くね。とぉっ♪」

　チュリスが笑顔で、五階回廊の塀から飛び下りた。

　制服のスカートが真上を向いて、オレンジ色のスキャンティーという、極端に丈が短いショーツが丸見えになる。白くて健康的なふとももがまぶしい。

　朝からテンションの上がるラッキースケベに遭遇して、俺は幸せを噛かみしめた。

「プチクイック♪」

　チュリスは地上三メートルで、足の裏から程良く霊力を放出。推進力を得て、位置エネルギーを相殺してやわらかく着地……するはずが下は植え込みだった。

「わー、目測をあやまったぁ～」

　メキメキと枝を折りながら、下半身を植え込みに突っ込むチュリス。

「まったく、ドジだなぁ。ほらつかまれ。足は霊力装甲アーマーで守っているんだろうな？」

　俺がチュリスを正面から抱きかかえると、チュリスも俺の体に腕を回した。服が枝で破れないよう、ゆっくりと引き抜いてあげる。チュリスはスレンダーだけどやっぱり女の子で、やわらかくて抱き心地がいい。地面に立たせると、チュリスはその場で一回転する。

「えへへー、ありがとアッキー♪」

　お礼を言うと、賑にぎやかな笑顔と一緒にウィンクをプレゼントしてくれる。

「というわけで、チャッホイ♪　アッキー♪　ボクがいない間も元気していましたか？」

「元気も元気。俺は三六五日いつでも発情期だからな」

　と、俺もノリノリで返す。逆に、ブリジットは顔を髪同様、真っ赤にして抗議をする。

「それよりチュリス！　あんた何また変なパンツはいているのよ！」












　チュリスは頬ほおに指を当てて首を傾かしげる。

「ほえ？　ボクがスキャンティとＴフロント、オンリーなのは知っているじゃないですか」

　ブリジットは赤面したまま、チラチラと俺に目配せをする。

「そうだけど、二年生にもなって……これからはアキトだって一緒だし」

　俺が一緒だと何か関係あるのだろうか？

　神経を使うブリジットと違い、チュリスは能天気な笑顔で舌を出す。

「初しよ等とう部ぶの頃はＴバックも合わせて三種しゆ類るいだったけど、アレをはくと風が吹く度にアッキーがディフェンスに忙しくなっちゃうんですよねぇ♪」

「Ｔバックはダメに決まっているでしょ！」

　俺は力強い声で目を光らせる。

「チュリスのお尻しりはそこらのゴミ共に見せていいものじゃないからな」

「やん♥　アッキーてばぁ♪」

　──あの時のお主の俊敏さには目を見張るものがあったぞ。

　俺の本音を聞いて、百ゆ合りが俺の中でうんうんと頷うなずく。

　じゃあそろそろ、セリアにチュリスを紹介するか。

「あーセリア、こいつがブリジットと同じ初等部からの付き合いで幼おさな馴な染じみの──」

「バンビィイイイイノォオオオオオオッッ♫♫」

　チュリスは俺の言葉を遮り、両目をハートにしてセリアに歩み寄る。

「セリアちゃん、君を見ていると胸のドキドキが止まらないんだ。病院の場所を教えてくれませんか？」

　肩を抱きよせられて、セリアは一いつ瞬しゆん、体を硬かたくする。

「え？　あ、あの……」

　すげぇ、あのセリアが動揺しまくっている。でもチュリスの本領はこんなもんじゃない。

　チュリスは両目をハートにしたまま、僅わずかに息を荒くする。

「セリアちゃん、君からはとっても優雅な香りがするよ、出身はどこですか？」

　おそらくは人生初であろう猛アタックに、セリアはたじたじだ。

「じ、自己紹介が遅れました。私は先週編入しました、フランス出身のセリア・セルベールです。持ち霊は魔王ルシファーで……」

　自身の持ち霊を言った途と端たん、セリアは口を閉ざした。きっと、チュリスの態度が豹ひよう変へんすると思ったのだろう。でもチュリスは、頬を上気させて舌を転がす。

「確かに君のセクシーなボディからは魔性の魅み力りよくを感じるよ。ボクをこんなにも惹ひきつけてやまないんだから。じゃあ魔王様、今夜のベッドメイクはこのチュリスにお任せを」

「チュリス！」

「ひゃっ！」

　ブリジットに怒ど鳴なられて、チュリスはちっちゃく悲ひ鳴めいを上げた。

「あんたって奴やつはもう……」

「おやおや嫉しつ妬とですか？　心配しなくてもブリジットのエメラルド色の瞳ひとみはボクを惹ひきつけて離しませんよ」

　ブリジットは眉み間けんを押さえながら頭を悩ませる。

「セリアの次はあたし？　まったく、あんたは昔から見境がないんだから……」

「もうブリジットってばー♪　人間の腕がなんで二本あるのか知らないんですか？」

　チュリスは両手を軽く上げて、指を滑らかに、誘う様に動かした。左手はブリジットの肩に、右手はセリアの肩に回して、ひとなつっこい笑みの後に一言。

「両手に女の子を抱く為ためですよ♪」

「なるほど！」

「なるほどじゃないわよアキトのバカ！」

　手を叩たたいて得心する俺に、ブリジットは激しくツッコミを入れる。

「だが残念だったなチュリス！　ブリジットの赤髪は俺のものだ！」

「え!?」

　ブリジットが赤面して硬直。逆にセリアは俺の袖そで口ぐちを握って自分の存そん在ざいをアピールする。

「ア、アキトさん、この前は私と一緒にいたいって……」

　俺は力いっぱい宣言する。

「ブリジットもセリアも俺のものぉ！」

「あんたは何堂々とハーレム宣言しているのよ!?」

「だってセリアもブリジットも可愛かわいいんだからしょうがないじゃないか！　そうだ、可愛いブリジットが悪いんだ！」

「ッッ……」

　ブリジットは唇くちびるを硬かたくしながら耳まで赤くして、俺に詰め寄る。

「た、確かに可愛くて魅み力りよく的でスレンダーで綺き麗れいな赤髪のあたしにも五割、いや、六割ぐらいは責任があるわ。でもだからって……か、鞄かばんを学校まで運ぶくらいの事をしないと、ゆゆ、許してあげないんだから！」

「はい持った」

　俺が鞄を取り上げると、ブリジットは唇をとがらせながら視線を逸そらす。

「まぁ、今回は大目に見てあげるわよ……」

　ブリジットが沈静化したのを確認。ようやく俺は本来の目的を果たせそうだ。

「と、いうわけでセリア。あらためて紹介するよ。こいつが初しよ等とう部ぶからの付き合いで、俺の幼おさな馴な染じみ、イタリア人のチュリス・チュペリだ」

「チャーオー♪　イタリア出身チュリス・チュペリですよー♪　持ち霊は天使で序じよ列れつ外。契けい約やく金は三〇〇万円。ＡエイＦエフは二丁拳けん銃じゆう♪　心におっ立つ三本柱は『幼女』『少女』『成女』でアッキーのソウルメイトなのでぇ……よろしくです♪」

　一拍置いてから、チュリスはセリアに抱きついた。いや、挨あい拶さつのハグかな？

「ハァハァ、セリアちゃん。ハァハァ」

　挨拶のはずもなかった。不自然に体を絡ませてくるチュリスに、セリアは戸惑う。

「あの、チュリスさん？」

　二人はさらに密着して、チュリスの形の良い胸が、セリアの豊かな胸を押し潰つぶす。

「一人だけずるいぞチュリス！　俺だってセリアのふかふかボディを抱きしめたい！」

「バカ言ってんじゃないわよ！」

　ブリジットに背後からはがいじめにされて、俺はずるずると後ろへひきずられる。

「うわぁ～、セリアが遠ざかる～。背中にブリジットのアバラが当たって痛い～！」

「ぬぁんですってぇえええええ！」

「ぎゃああああ！　口がすべったぁあああああ！」

　ブリジットが万力のように、ぎりぎりと俺を締め上げる。その分だけブリジットの控えめな胸が俺の背中に押し当てられて、ささやかながらも確かな感かん触しよくに幸せを感じる。

　こうして俺らは、ツインテール少女チュリスを仲間に加えて、学園へと向かった。
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　学校へ行く道すがら、俺らはチュリスに、何な故ぜ今まで学校を休んでいたのかを聞かされた。毎年のことなので、チュリスが休んでいる理由を、俺とブリジットは知っている。

　けれどその理由は、常識人からすれば相変わらず非常識なものだった。

「じゃあ何、チュリス。あんた今年もまた入学式巡りしていて休んでいたの？」

「もちろんですよー♪」

　俺らが通う第三〇四学園の正門をくぐり、玄げん関かんへ向かいながらチュリスはドヤ顔になる。

「ボクにはこの独立学園国家中の女子中女子高と美少女率五〇パーセント以上の学園全すべての入学式で、新入生を撮影するという使命がありますからね」

　鼻息を荒くして、チュリスは誇らしげに形の良い胸を張った。彼女は学園中の美少女を網羅した写真フォルダを作るのが夢らしい。ちなみにバストの大きさランキングはセリア←越えられない壁←チュリス←ブリジットの順だ。

「アキト、あんた今あたしに対して失礼なことを考えなかった？」

「ソンナコトハナイデアリマス！」

「何で声が裏返ってんのよ！」

　俺がブリジットに攻め立てられている隙すきに、チュリスがセリアの手を取った。

「セリアちゃん、今日のランチはボクと親しん睦ぼくを深めましょうね」

「は、はい」

　セリアはまだチュリスの態度に慣れない様子で、少し動揺気味だ。

「ふふ、緊張しているんですか？　セリアちゃんは可愛かわいいですねぇ」

　チュリスはほくほく顔でセリアの頬ほおをつつく。セリアは無言のまま、頬を赤く染めた。

　解わかってはいたけど、チュリスはセリアと仲良くやれそうで良かった。

　世間で信じられている『持ち霊の性質』＝『召しよう喚かん者の人間性』という根も葉もない噂うわさに、俺の周まわりの人達たちは不思議と毒されていない。嬉うれしいけどなんでだろう？

　──いや、それは当とう然ぜんだと思うのじゃが。

　──？　なんで当然なんだよ？

　──うむぅ、わしの口から説明してよいものか……

　俺の中で百ゆ合りが言いい淀よどむと、不意にセリアが声をかけてきた。

「アキトさん。我々はこれで四人ですが、もう一人は教室にいるのでしょうか？」

「おー、心配しなくても最後の一人はそろそろ──」

　俺の言葉を遮るように、巨大な影が俺らに落とされる。

　急な雨かと思い見上げれば、頭上には最新のＶトール航空機が制止している。

　銀色の腹を見上げていると、側面のドアが開き、一人の金髪少女が姿を現した。

「あれは……」

　セリアの視線の先で、金髪の少女はまるでそこに地面があるように、空中へと踏み出す。

　当然のことわりとして少女は落下する。だがそれは落ちると言うよりも、舞い降りると言ったほうが正しいだろう。

　金髪の少女はチュリスとは違い、風魔術の応用で優雅に地上へ舞い降りてくる。

　元々スカートの中は黒タイツでガードしているが、膝ひざを曲げ、さらに学校指定のスカートはめくれることなくふとももにはりついて慎みを維い持じする。そして、ヒールの高いロングブーツのつま先から、地面にやわらかく着地した。

　少女は金髪の縦ロールを揺らしながら顔を上げて、俺に視線を合わせる。

　同時に、彼女のサファイアのように青い瞳ひとみが輝かがやいた。

「お久しぶりですわねアキト。家の仕事で顔を見せてあげられませんでしたが、もう寂しくありませんわよ」

「おう、久しぶりだな」

　高貴な印象を受ける白手袋に包つつまれた両手のうち、右手で俺を指し、左手を自身の胸に当て、全身からエリートオーラを放つ少女の名前は、アイリーン・アルフォード。

　俺の幼おさな馴な染じみで、今年一四歳さいとは思えない美び貌ぼうを持つ、金髪碧へき眼がんの美少女である。

　長い金髪を縦ロールにしたドリルヘアーで、これがまた冗じよう談だんみたいに似合っている。ただし、アイリーンには一つだけ欠点がある。

「ニュースは拝見致しましたわ。まさかあの世界唯ゆい一いつの魔王殺し、ヤマトタケルを召喚するとは、流石さすがはアキト。将来はワタクシの専属召しよう喚かん術じゆつ師しとして雇ってあげてもよくてよ」

　アイリーンは自信に満ちた上から目線のまま、モデル歩きで迫ってくる。

「ふふ、アキト、またワタクシと教室を共にできて、嬉うれしいですわよね？」

「ああ、美少女と一緒のクラスで嬉しいぞ」

　俺が笑いかけると、アイリーンの目に流れ星が映った。

「いやですわアキトそんな『君の美しさに敵かなう者はいないよ』だなんて、まぁ本当の事ですけれど。え？　『席は隣がいい』ですって？　本当にアキトは欲しがりですわね。でもいいですわ、庶民の願いを聞くのもエリートの務めですもの♪」

　アイリーンは両手を頬ほおに当てて、身をくねらせる。

　その様子に、チュリスでさえも呆あきれ気ぎ味みだ。

「いつもながら、アイリーンは想像力豊かですねぇ……」

　確認するが、アイリーンは凄すごい美少女だ。それはもう本当に凄い美少女だ。

　ぱっちりした青い瞳ひとみは大きくて吸い込まれそうだし、金色の髪は太陽の光を反はん射しやして輝かがやいているし、お金持ちでエステに行っているだけあり髪や肌の艶つやは一流モデルのソレだし、スタイルだって中学生にしてはなかなかのもので将来性抜群だ。

　しかし、だがしかし、この少女は罪深い程に性格が残念なのだ。

　そして、俺にとっては初しよ等とう部ぶ時代から慣れ親しんだ展開が始まった。












　ブリジットが瞳ひとみを挑発的に光らせて、アイリーンへと歩み寄る。

「あーら久しぶりねアイリーン。仕事で二学期まで休みかと思っていたわよ」

「あーらこれはブリジット。居ましたの？　背景に溶け込んで見えませんでしたわ」

　ブリジットとアイリーンとの間に、熱い火花がバチッと飛んだ、ような気がする。

　見て分かる通り、この二人は仲が悪い。

　う～ん、一体何が原因なんだろう。

　俺の中で、百ゆ合りが渋い顔をする。

　──…………秋あき人と。お主一回豆腐の角に頭をぶつけてみんか？

　──？

　──いつもお主を取り合って喧けん嘩かしているのにまだわからんのか？

　──あー、こいつら俺以外に男友達いないからな。

　百合は溜ため息いきを吐ついた。

　──うわぁ～、本当にお主は……

　意識を二人に戻すと、ブリジットとアイリーンはまだ睨にらみ合あっている。それどころか互いの両手を合わせて、リング中央のプロレスラーのように組み合っていた。

　ちなみに、チュリスは二人の喧嘩に興味が無いようで、登校中の女子を眺めていた。

　まったく、手のかかる連中だぜ。

　俺は心の中で、やれやれと息をついた。

「はいはい喧嘩はそこまで。とにかくこれで五人揃そろったな」

　俺の言葉にアイリーンが、不思議そうにキョトンとする。

「五人？　四人の間違いではありませんの？」

「いや、五人だ。紹介するよアイリーン」

　俺は横にずれて、後ろにいるセリアを手で指した。

「魔王ルシファーの召しよう喚かん者、セリア・セルベール。俺達たちの新しい仲間だ」

「なな、なんですってぇ!?」

　セリアを見るなり、アイリーンは悲ひ鳴めいをあげた。

　セリアの視線がミリ単位で落ちる。悲鳴を上げられて表ひよう情じようを暗くするセリア……に、アイリーンがずんずん近寄り横髪をつかむ。

「くっ、このキューティクル……それに……」

　アイリーンの視線が、セリアの銀髪、美び貌ぼう、爆乳、すっきりウエスト、豊かな腰、セクシーなふとももを順に射ぬく。

「ぐぬぬぅ～」

　アイリーンは悔しそうに、泣きそうな顔で背後によろめく。右手で顔を覆おおうと、ぶつぶつと何かを唱え始めた。

「私はエリート、私はエリート、私はエリート、私はエリート、よし落ち着きましたわ」

　アイリーンはダウンから立ちあがったボクサーのような佇たたずまいでセリアに尋たずねる。

「まま、まぁワタクシの足下と言わず、膝ひざ下したぐらいまでの魅み力りよくはあるのではなくて？　それにしても素敵な銀髪ですわね。シャンプーは何を使っていますの？」

　セリアは無感動に答える。

「私のシャンプーはアキトさんと同じものを使用しております。アキトさん、あれは何と言うシャンプーですか？」

　セリアは視線を、俺に投げた。

「え？　うちは姉さんのシャンプーをみんなで使っているからなぁ」

「どど、どうして同じものを!?」

　狼ろう狽ばいするアイリーンに、セリアは無む表ひよう情じようで返す。

「私はアキトさんと同居しておりますので」

「なぐぁっ…………」

　アイリーンがＫＯ寸前のボクサーのようによろめき、石化する。

　その様子を前に、セリアは不思議なものを見るような目をしている。

「詳しくは後で話すよアイリーン。とりあえず教室に行こうぜ」

　俺は固まって動かないアイリーンの手を取り歩きだす。途と端たん。

「ハイ♪」

　と、アイリーンが満開の笑みになった。
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　教室では、俺の席を中心にセリア達たちが集まった。そこで俺はセリアに頼まれて、アイリーンとチュリスにこれまでの事を話した。

　ルシファーを召しよう喚かんしたセリアは退園した後、俺の家に住んでいる事。

　セリアを守るべく、パンデモニウムのドゥルジや、パンテオンの日ひ上がみと戦った事。

　そして、俺がセリアのヒーローになろうと決めた事をだ。

　すると、アイリーンが悲ひ鳴めいをあげる。

「パ、パンデモニウムとパンテオンの両方と戦ったですって!?」

「声がでけーよ」

　アイリーンのせいで、周まわりの生徒達が俺らに注目する。

　俺はなんでもありませんよー、とばかりに愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

　セリアはやや伏し目がちになる。

「申し訳ありません。私のせいでご友人であるアキトさんの平へい穏おんな日々を……」

「そんな事はどうでもよろしいんですのっ」

　セリアは無表情のまま、まばたきをしてしまう。

「どうしてワタクシのいない時にそんな大事なことが起こりますのぉ!?」

　アイリーンはちょっと涙目だった。

「まぁまぁ、それよりもさアイリーン。セリアって転校してきたばっかで友達が俺とブリジットとチュリスの三人しかいないんだよ。セリアと友達になってやってくんね？」

「ＯＴＯＭＯＤＡＣＨＩ？」

　アイリーンの目から、涙が引っ込んだ。

「お友達！」

　アイリーンの頬ほおが緩み、目が輝かがやく。

「ＭＹ♫　ＦＲＩＥＮＤ♫」

　アイリーンの肌が艶つやを増し、全身から幸せな感情が伝わって来る。

「フフン。セリアさん、ではワタクシが特別に、貴女あなたとフレンドになって差し上げますわ。さぁ、アドレスを交換致しましょう！」

　セリアはアイリーンの迫力に圧倒されて、言われるがままにヘッドホン型携けい帯たい端たん末まつに触れる。投とう影えい画が面めんを展開。操そう作さして、アイリーンが開いた画面と通信。互いのメールアドレスと電話番号が交換された。

　初しよ等とう部ぶ時代から俺ら三人以上のアドレスを登録した事が無いアイリーンは、俺らに背を向け、自身の電話帳画面を眺めて笑う。

「ウフフフフフ、ついに、ついにプライベート番号の一ページ目が埋まりましたわ。画面いっぱいに他人の名前が、ウフフフフフフフフフ」

　たった四人で画面がいっぱいになるはずは無い。画面設定で、番号の表示サイズを最大にしているのだろう。

「セリアちゃん、ボクともアドレスを交換しましょう♪　パンデモニウムやパンテオンが相手でもセリアちゃんのピンチには、いつでも駆けつけますよ♪」

「は、はい……」

　セリアはチュリスともアドレスを交換しながら、俺に耳打ちをする。

「アキトさん、アイリーンさんは何をしているのですか？」

「気にしないであげてくれ。それよりアイリーンの奴やつと仲良くしてやってくれないか？　あいつ友達少ないんだよ」

「……ですが、それを言うなら私も」

　声のトーンが僅わずかに下がるセリア。俺は慈愛に満ちた顔でセリアの肩をつかむ。

「セリア、友達が作れないのとできないのとでは天地ほどの差があるんだぞ」

　アイリーンと違い、世論のせいで友達のいなかったセリアは、俺の言葉を理解できないらしい。無む表ひよう情じようのまま、頭上に疑問符を浮かべている。

「ではセリアさん♪　これからは親友であるこのワタクシとたくさん遊び──」

「ダメよアイリーン。あたし達たち三人は、もう気楽な学生じゃないんだから」

　有頂天なアイリーンの言葉を遮って、ブリジットは得とく意いげに語り出す。

「あたしらはルシファーの召しよう喚かん者、セリアを反魔王派の連中や、同じ魔王使いのパンデモニウムから守る戦いに身を投じないといけないの。あんたと遊んでいるヒマなんかないわ」

「え？　ブリジットは俺に付き合わなくても──」

　ブリジットは手で俺の口を塞ぐと、自じ慢まんげに胸を張る。

「というわけだから、アイリーンは遠慮してくれる？」

　対して、アイリーンもまた、自慢げに胸を張って腰に手を当てた。

「あら？　そういう事でしたら、むしろワタクシの力が必要なのでは無くて？　何せワタクシは、この第三〇四学園中等部のエースなのですから」

　セリアの瞳ひとみにアイリーンが映る。

「エース？」

「そうですわ。自己紹介が遅れましたわねセリア・セルベールさん」

　アイリーンは、まるでスポットライトの当たるステージにいるような空気をまとう。

「ワタクシこそはアメリカ合衆国名門アルフォード家三女にしてクトゥルフ神話最強の風神ハスターの担い手！　序じよ列れつ七〇位！　契けい約やく金は三億円！　アイリーン・アルフォードですわ！　オーホッホッホッ」

　アイリーンは手の甲をあごに当ててのけぞった。

　でもそんなあからさますぎるポーズでさえ似合っているから驚きだ。

　これが生まれ付いてのエリート様って奴やつかな？

　自慢げに高笑うアイリーンへ、ブリジットが一言。

「だからさぁ、アルフォード家のお嬢様がパンテオンと対立したら問題じゃない？」

「ホッ──」

　アイリーンが凍りつく。

「悪いけど、家柄のいいアイリーンじゃあねぇ……」

「ッ、ブリジットさん。そういう事情なら、戦力外の貴女あなたこそお呼びじゃありませんわ」

　アイリーンの言葉に、ブリジットはカチンと来た顔で反論をする。

「あたしのどこが戦力外なのよ！　あたしはこの第三〇四学園中等部のナンバーツーよ！　去年から三年生にだって負け知らずなのは知っているでしょ！」

「でもブリジットさん、確かセカンドサモンまでしか使えませんわよね？」

「うっ」

　とブリジットが言葉を詰まらせる。

　個人差はあるけど、だいたい初しよ等とう部ぶ生は第一召喚形態フアーストサモン、中等部生は第二召喚形態セカンドサモン、高こう等とう部ぶ生や大人の召しよう喚かん術じゆつ師しは第三召喚形態サードサモンまで使える。

　そして一部の秀才が、一世代上の召しよう喚かん術じゆつを使える。

　実際、ブリジットは初しよ等とう部ぶ五年生の時に第二召喚形態セカンドサモンを使えた。

　でも天才アイリーンは、二世代上の召喚術が使えた。

「このワタクシは、初等部六年の時点でサードサモンを発現。以来、無敗記録を重ねています。むしろ、セリアさんを守る為ために、ワタクシだけがアキトと組むべきでは？」

　パンデモニウムのドゥルジ、パンテオンの日ひ上がみ、そのどちらとの戦いでも瞬殺されたブリジットは顔を真っ赤にして震えるも、言い返せない様子だ。チュリスは指をくわえてうらやましがる。

「才さい能のうあっていいなぁアイリーン。ボクなんてセカンドサモンすら最近ようやくだよ」

「フッ、凡民の貴女あなたとワタクシとでは、出来が違いますもの。それに知っての通り、ワタクシの持ち霊、風神ハスターは神霊よ神霊。精霊や天使や怪物、歴史英えい霊れいなんかを使役するそこらの凡民とワタクシとでは天地ほどの差がありますわ！」

「うえ～、それは酷ひどいですよ～」

　天使使いのチュリスが、冗じよう談だん交じりにくちびるを尖とがらせる。

「うるさいですわよ凡民。さぁアキト、一緒に親友のセリアさんを守りましょう！」

　アイリーンはずいっと俺に近寄り手を握って来る。

「俺的にはみんなを巻き込みたくないんだけどなぁ」

　セリアのヒーローになるっていうのは、俺の勝手な夢だ。みんなにはセリアと仲良くして欲しいけど、俺みたく命をかけて戦って欲しいとは思わない。

　でも、アイリーンとブリジット、それにチュリスは真剣な眼まな差ざしで語気を強める。

「何を言っていますの？　親友を守るのは当とう然ぜんの務めですわ！」

「あたしはもう巻き込まれ済みだし。二人きりでなんて戦わせないわ！」

「美少女の命は地球よりも重いんですよアッキー♪」

　なんて友情に厚い連中だ！　感動で涙が出てくるぜ！

　──いや、全員ちょっとずつ下心がある気がするのじゃが……

　──百ゆ合り、お前はもっと人を信じる事を覚えたほうがいいぞ。

　──え～!?　なんでわしが責められるのじゃ!?

　ちなみにセリアは、パッと見は無む口くち無む表ひよう情じよう無感動だが、俺の鋭い観かん察さつ眼は、彼女の戸惑いをしっかりと捉とらえる。セリアの人生を考えれば当然だ。自分を守ると言ってくれる人が次々現れたら、戸惑いも覚えるだろう。

「まぁ、第三召喚形態サードサモンを使えるのが俺一人っていうのも問題だしな。アイリーンがセリアを守るのを協力してくれるなら助かるよ」

　アイリーンとチュリスが固まった。三秒後、アイリーンが悲ひ鳴めいを上げる。

「サードサモン!?　アアアア、アキトが持ち霊と契けい約やくしたのは確か先月では……」

「ああ、でも二日前から使えるようになった」

　ブリジットがボソリと告げる。

「アイリーン、あんたサードサモンに覚かく醒せいしたのって確か契けい約やくしてから一年半よね？」

「ッ」

　ブリジットの意地悪な言葉に、アイリーンが頬ほおを引きつらせた。

　チュリスが涙を流しながら俺に抱きついてくる。

「アッキ～！　初しよ等とう部ぶ時代おちこぼれ同士、一緒に一生底辺をはいずりまわろうと誓いあったあの日の約束はなんだったんですかぁ～！」

「んな約束してねーよ！」

「うえぇえええん！　序じよ列れつ外はボクとアッキーだけなのに、それじゃすぐ序列入りしちゃうじゃあないですかぁ～！」

「もう俺九九九九位なったぞ？」

「裏切りものぉー！」

　チュリスが俺の胸元で涙を拭ぬぐうと、ブリジットが声を荒立てる。

「ちょっとチュリス、あんた何アキトにくっついてんのよ！」

「お詫わびとしてセリアちゃんをボクの家にください！」

「やらねーよ！」

　俺は断るが、チュリスの要よう求きゆうにアイリーンがハッとする。

「いいえ、ワタクシは肯定ですわチュリス。アキト、男女同室なんてハレンチです！　セリアさんはチュリスと同じ部屋になるべきです！」

「お前らいい加減にしろー！」

　そこへセリアが一いち撃げき。

「アキトさん、これで御友人は全員でしょうか？」

「え？　そうだぞ？」

「何な故ぜ女子しかいないのですか？」

　騒動から一転、全員ぴたりと止まる。

　アイリーン達たちも『そういえば』と俺に訝いぶかしむ視線を向けてくる。

「ま、前はいたけど全員いなくなったんだよ」

「いなくなった？」

「おう、男子みんなで女体の神秘を求めるＤＴ団を結成したんだけどよ。俺に女子友がいるって分かった途と端たん、みんなで肩を組んで俺に妬ねたみ嫉そねみ罵ば詈り雑ぞう言ごんの限りを尽くして辛しん辣らつな言葉を吐き捨て散々毒づいてから男の友情賛歌を歌いながら姿を消したな。それから携けい帯たい端たん末まつは着信拒否でフェイスブックとミクシィとスカイプでも連絡不能で毎日一〇〇件の迷惑メールとチェーンメールが届くようになってネット上に俺がエロ本を読んでいる写真がバラ撒まかれた」

　ブリジット、アイリーン、チュリスが同時に青ざめる。

「「「男子って………………」」」


　　　◆



　解わかってはいたけど、チュリスもアイリーンも、すんなりとセリアを受け入れてくれた。

　それにひきかえ、クラスの連中は今でもセリアを警けい戒かいしている。

　でも、エリートお嬢様で優等生のアイリーンがセリアと仲良くしている姿を見る事で、クラスメイト達たちの意識が良い方向に変わってくれたらいいな、と俺は期待した。

　授業が終わるごとに俺らは軽く雑談して、その輪にセリアも混ざる。

　そんな関係になってから五時間目を迎えた。

　座学の授業で、教育実習生のクロエ・クロエール先生一七歳さいが、巨大投とう影えい画が面めんに色々なタイプのＡＦアーテイフアクトの画像を展開させている。

　ちなみに席順だが、窓際に座る俺に対して、セリアは右隣、ブリジットは前、アイリーンは後ろで、チュリスはアイリーンの右隣に座っている。最初はアイリーンが俺の右隣に座りたがったけど、今日は親友のセリアに譲る、と言って折れた。

「というわけで、アーティファクト、通称ＡエイＦエフは現代の科学兵器に召しよう喚かん霊れいの力を宿したものです。なので効率的に運用するには、召しよう喚かん術じゆつなど魔法的な知ち識しきだけではなく、科学的な知識も必要となるわけです」

　クロエ先生が長い金髪を揺らしながら、笑顔で俺らを見回す。

「この中にはヴァイブロブレードをただ切れ味のいい剣とか、荷電粒りゆう子し砲をただのビーム砲としか認識していない人はいませんか？　それではだめですよ。では先生からの問題です。今日初出席のチュリス・チュペリさん」

「うぇ!?」

　チュリスは背すじをピーンと伸ばして、頬ほおを引きつらせた。

「ＡＦにはプラズマソードやプラズマヴァイブロブレード、プラズマライフルなど、多くのプラズマ兵器が存そん在ざいしますが、そもそもプラズマとはなんですか？」

「えーっとぉ……えーっとぉ……」

　チュリスは目を泳がせながら、両手を右往左往させる。

「いやほらあれですよ、分かっていますよ、ちゃんと分かっているんですけど、う～ん、よし！　外部記憶装そう置ち！　アイリーン発動！」

　両手を上げて、チュリス得とく意いの最終奥義を使った。ようするに、他人に丸投げだ。

「やれやれですわ」

　アイリーンは呆あきれたように頭を振って、立ち上がる。

「プラズマを電気と勘かん違ちがいしている人もいますが、プラズマは質量を持った物質ですわ。固体、液体、気体に続く四番目の状態で、気体をさらに加熱すると得られます。磁力の影響を受けて自由に形を変えられるため、長く伸ばせば剣としても使えます。高温のプラズマは、さながら形を持った炎です」

　スラスラと説明をするアイリーンに、一部の生徒は驚いた表ひよう情じようになる。

　クロエ先生も、嬉うれしそうにメガネの位置を直した。

「よくできました。では、荷電粒りゆう子し砲とはなんですか？」

「ウォーターカッターの金属粒子版ですわね。ウォーターカッターは水を高速で噴射して対象を切りますが、荷電粒子砲は金属粒子を超高速で噴射して対象を破壊します。レーザーなどの光学兵器と勘かん違ちがいしている人が多いですが、実際は荷電した金属の粒子を加速器で放つ兵器です。しかしながら、放たれた金属粒子は空気中との摩擦熱で半プラズマ化するほどの高熱を帯びます。その為ため、衝突と加熱、二種しゆ類るいの破壊力を持っております」

「パーフェクトですよ、アイリーンさん。じゃあその前の席のアキト君。プラズマソード、ヴァイブロブレード、プラズマヴァイブロブレードの違いを言って下さい」

「ん、はい」

　俺が席を立つと、ななめ後ろに座るチュリスが小声を立てる。

「アッキー、ここはアイリーンに頼るべきですよ」

「ありがとうなチュリス、でも、心配ないよ」

「え？」

　意外そうな顔のチュリスを尻しり目めに、俺は自分でも扱う科学剣の解説をする。

「高周波剣ヴアイブロ・ブレードは名前の通り、高周波で超高速振動させた刃やいばで対象を切断する剣です。電離分子剣プラズマ・ソードはプラズマを剣の形にしたものですね。高周波剣は剣術で威い力りよくが上がりますが、刃の部分にしか攻撃力がありません。対して電離分子剣は加熱兵器なので、三六〇度どこでも触れるだけで焼き切れる代わりに威力が出力頼みで、剣術で威力を上げられません」

　俺の持つＡエイＦエフ、天武雲剣アマノタケグモノツルギは片刃の高周波刀ヴアイブロ・ブレードで、杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギは両刃の高周波鋸剣ヴアイブロ・ブレードだ。セリアのヒーローになると決めた以上、自分の武器の特性ぐらいは知っている。

　必殺技の東とう西ざい無む双そうは巨大な電離分子剣状態で、草クサ薙ナギノ剣ツルギは片刃の電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードだ。

「最後に電離分子高周波剣はプラズマをまとった高周波剣で、今説明した二つの利点を持つ剣です。刀身がプラズマをまとっているので三六〇度どこでも触れるだけで対象を加熱するし、刃の部分に当てれば、対象を加熱して脆もろくしてから高周波の刃で斬きる為、最高の攻撃力を持ちます。ただし……」

　俺が言葉に詰まると、百ゆ合りが助け船を出してくれた。

　──適正が高い召しよう喚かん霊れいはごく一部じゃ。

「そう、電離分子高周波剣との適正が高い召喚霊はごく一部なので、使い手は限られます」

　ＡＦ選びは、持ち霊との相性で決まる。

　炎の精霊イフリート使いが、ウォーターカッター型のＡエイＦエフを使っても大した威い力りよくは出ない。同じように、剣を使う英えい霊れい持ちだからと言って、適正の低い電でん離り分子高周波剣を使っても、大きな威力は得られない。

　電離分子高周波剣への適正があるのは、剣神かつ神剣草クサ薙ナギノ剣ツルギを持つ俺のヤマトタケルとか、剣神や伝説級の宝剣を持つ召しよう喚かん霊れいだけらしい。

「ありがとうございますねアキトくん。それでは次のページに移ります」

　俺は席に座ると、チュリスがぼーっとした顔でこちらを眺めているのに気付く。

「？　どうしたチュリス？」

　チュリスはハッとして、誤ご魔ま化かすように愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

「べ、別になんでもないよアッキー、うん、はは」

「そうか？」

　俺は視線をクロエ先生に戻して、授業を受けた。


　　　◆



　放ほう課か後ご、俺ら五人は学生寮区への帰路について、大きな道路脇わきの歩道を歩いていた。

　帰宅途と中ちゆうの学生をターゲットにした、様々な店の前を通り過ぎながら、チュリスは笑う。

「いやー、今日は助かったよアイリーン。これからもよろしくお願いしますね♪」

　アイリーンは軽く額に手を当てて、わざとらしく溜ため息いきを吐きだす。

「まったくチュリス、貴女あなたは初しよ等とう部ぶの頃から変わりませんのね」

「そんなに褒ほめられたら照れちゃいますよ♪」

「褒めていません！　それに比べて、アキトは普通科でしたのに偉いですわよ、流石さすがは私の愛犬」

　アイリーンが目を細めて笑うと、セリアが無む表ひよう情じようのまま俺に尋たずねる。

「愛犬？」

　セリアの問いには、俺ではなくアイリーンが答えた。

「肯定ですわセリアさん。だってほら」

　アイリーンは俺に背を見せると、肩越しにほほ笑みながら、後ろ髪を揺らしてみせる。

「ほうらアキト、貴方あなたのだーい好きな金髪ですわよぉ」

「わんわん」

　愛犬と言われた俺は、犬の鳴き真ま似ねをしながらアイリーンにすり寄った。

　他の金髪女子よりも、とりわけ綺き麗れいな金髪につい興こう奮ふんしてしまう。

「アキト、学生寮区までワタクシの鞄かばんを運んでくださる？」

「わんっ」

「アキト！」

　俺がアイリーンの手から鞄を受け取ろうとすると、すかさずブリジットが横よこ槍やりを入れてくる。

「ほらほら赤髪赤髪」

「ばうわう」

　自じ慢まんの長いサイドテールを、手でゆらゆらと揺らすブリジットに、俺は尻尾しつぽをふらずにはいられない。

　芸のチンチンをする犬みたいに、俺は両手を前に垂らしてブリジットにすり寄った。

「ムッッ。アキト、金髪金髪」

「アキト、赤髪赤髪」

　神々しく輝かがやく金髪と、燃えるように輝く赤髪が一歩、また一歩と近づいてきて、俺はドキドキが止まらない。

　金髪と赤髪のコンボがステキ過ぎる。

　俺はアイリーンとブリジットへ交互に尻尾を振って、どうしたらいいか困ってしまう。

　そこへセリアの、無感動じゃない声が俺を呼び戻す。

「アキトさん……」

　見れば、俺を見つめる真紅の瞳ひとみには、薄い恐怖を映している。

　儚はかなげな表ひよう情じようで、セリアは両手で自分の銀髪をつまみ、俺の目の前に差し出してくれた。

「好きって言ってくれました……私の、銀髪を……好きだと……綺き麗れいだと……」












　こいねがうような切ない声と、神しん秘ぴ的てきに輝かがやく白はく銀ぎんの髪に、俺は心臓を撃ち抜かれる。

「わんわんばうわう！」

　俺は、差し出されたセリアの銀髪に頬ほおずりをした。

　頬に伝わる艶つややかさに、俺は感動で胸がいっぱいになる。

　絹すら粗悪品に感じる奇跡の肌触り。この髪に包つつまれたら、どれだけきもちいんだろう。

　でも次の瞬間、興こう奮ふんして銀髪以外に何も考えられない俺の視界を、金と赤が覆おおった。

「アキト、金髪金髪」

「赤髪赤髪っ」

「ぎ、銀髪ですよ」

「ふぉおおおおおおお！」

　──ふぉおおおおおおおお！

　俺と百ゆ合りの気持ちがシンクロする。

　神々しく輝く、高貴で煌きらびやかな金色。

　燃えるように輝く、魂たましいを震わせる赤色。

　玲れい瓏ろうに輝く、清らかで気品溢あふれる銀色。

　三種しゆ類るいの魅み力りよくに囲まれて、至れり尽くせりの極楽浄土気分だ。

　でも、一生このままでいたいと思う欲よく望ぼうまみれの俺は気付いた。

　元気の無いチュリスが一人、手に乗せた自分の茶髪に視線を落としている。

　茶髪は、西洋ではもっともありふれた髪の色で人気が低く、金髪の女性がもてはやされる傾向が強いらしい。日本人の俺には、理解できない価値観だ。

「みんな、ちょっと」

　俺は極楽浄土から抜け出すと、チュリスのつまむ髪に左手で触れた。

「アキト犬は温かくて親しみやすい茶髪が大好きだわんわん」

　俺は空いている右手の指をまるめて、犬ならぬ招き猫みたいに手首を動かす。

　チュリスの顔が、うれしそうにはにかむ。目にはいつもの明るさが戻った。

「アッキー…………」

　その時、背後から二つの唸うなり声ごえが聞こえて来て、俺は振り返る。

　予想通り、ブリジットとアイリーンがご機嫌斜めな顔でふくれている。

　でもセリアだけは、安心したような顔だった。

「アキトさんは、本当に優しい方なのですね」

　ブリジットがそっぽを向く。

「そりゃ、優しいのがアキトのいいところだから、文句はないけどさ！」

　アイリーンが眉まゆ根ねを寄せて、恨めしげに俺を睨にらむ。

「優しさをバラまく博愛主義は好きではありませんわ」

「おいおい、俺は博愛主義者じゃないぞ？　むしろ博愛主義とは対極に位置する人間だな」

　自信を持って断だん言げんする。

「だって俺、好きな子にしか優しくしないもん」

　途と端たんに、アイリーンがコロリと表ひよう情じようを変える。

「フフ、ですわよね。流石さすがはワタクシの愛犬」

「流石はあたしの忠犬」

「流石はボクの飼犬」

　ブリジット、チュリスに続いて、みんなと仲良くなる為ためだろう、セリアが空気を読んだ。

「さ……流石は私のヒーロー犬です」

「え？　何？　みんなの中で俺のイメージって、犬で固定しちゃったの？」

　俺はなんとも形容しがたい気分で、無む口くち無む表ひよう情じよう無感動になってしまう。

　──自分でもわんわん言うてたじゃろ？　そして流石はわしの子犬じゃ。

　──お前まで出て来るな！

　なんてバカなことをしながら歩いていると、やがて学生寮区へ到着。

　別れ道で、俺とセリア以外は手を振りながら離れて行く。

「ではアキト、セリアさんともども、また同じクラスで御世話をしてさしあげますわね」

「じゃーねーアキトー、セリアー」

「アッキー♪　セリアちゃーん♪　バイバイですよー♪」

　アイリーンはお金持ち用の特等寮へ、ブリジットとチュリスは女子寮への道へ進んだ。

「っ、あの！」

　けれど、三人の背中をセリアの声が呼びとめた。

　三人が振り返る。

　セリアは、やや口をもごつかせてからぽつりと呟つぶやく。

「みなさんは、どうして私が怖くないのですか？」

　いつもの無感動な声からは、僅わずかな戸惑いがにじみ出ていた。

「このような事を言って申し訳ありません。ですが、私はルシファーを召しよう喚かんする前、幼い頃から赤い目で差別の対象でした。ルシファーを召喚してからはさらに差別されました。なので、優しくされるのは嬉うれしいのですが、不思議に感じてしまいます」

　──不幸が続き過ぎて、幸せを理解できんとは、不ふ憫びんな娘じゃの……

　俺の中で、百ゆ合りが慈しむような表情になる。不幸が続き過ぎて、幸せを理解できない。それは、きっと百合が一番理解できるだろう。だって、百合は……

「みなさんの御ご好こう意いを素直に受け取れず、申し訳なく思います」

　と言ってセリアが頭を下げた一秒後、アイリーンがセリアに駆け寄り手を握る。

「何を言っていますの!?　セリアさんを怖がらないなんて当とう然ぜんですわ！」

　アイリーンは目を輝かがやかせる。

「だってワタクシとセリアさんは親友なのですから！」

　声を弾ませながら。

「切っても切れない心の友なのですから！」

　セリアの手を胸元に引き寄せてから。

「ワタクシ達たちのダイヤモンドの友情を断ち切ることはルシファーにもできませんわ！」

　流石さすがはプライベートな『あけおメール』を俺ら三人以外に出した事がないアイリーン。友達への執着が半端ないぜ。

「アイリーンさん、貴女あなたはそこまで私の事を……」

　無む表ひよう情じようながら、その声には僅わずかな感動を感じる。

　──なんだろう、騙だましていないのにセリアが騙されている気がする……

　──わしも、下心が無いのにアイリーンから下心を感じるぞ……

　続いてチュリスがイケメンな表情で喋しやべる。

「ボクなんて怖がるどころか、パンテオンやパンデモニウムからセリアちゃんを守るべく、おはようからおやすみのベッドの中まで命をかける所存ですよ」

「チュリスさん……」

　騙されるなぁあああああああ！　チュリスには下心しかないぞ！

「騙されちゃダメよセリア！　チュリスには下心しかないわ！」

「ブリジット！　お前いつから俺の心の声が聞こえるようになった!?」

「アキトも同じこと考えていたの？」

　──むしろお主がテレパシーを使えるようになったのではないか？

　──そうか！　よし！

「じゃあ届け俺のテレパシー。ブリジット、今日のパンツの色を教えてくれ」

「あんたは急に何言ってんのよ!?」

「ぐあぁ！　念じるつもりがつい口に！　正しよう直じき過ぎる自分が憎い！」

「いや……アッキーはいつも欲よく望ぼうだだもれですよ」

「そうなの!?　やだ恥ずかしい！」

　俺は両手で顔を隠しながら、指の隙すき間まからみんなの様子をうかがった。ブリジットは顔を赤くして、可愛かわいく俺を睨にらんでいる。

「今さら恥ずかしがっても遅いわよ！　まったく、本当にエッチなんだから……」

　俺は、セリアに喫茶店で『エッチさん』と言われた事を思い出す。

「おう、俺はセリア公認の『エッチさん』だからなっ」

　ブリジットは呆あきれた顔をしながらも、くすりと笑った。

「セリアに変な事したらただじゃおかないんだから。じゃあまた明日ね」

「また明日ですよー♪」

　アイリーンも、名残惜しそうにセリアから手を離して、再度別れの言葉をくれる。

「ではセリアさんまた明日、困った事があれば何でもワタクシに相談して下さいね」

「はい……皆さん、また明日も、よろしくお願いします」

「ああ、これからまた頼むよみんな」

　そうやって、三人の姿が遠ざかって行く。

　俺はセリアと並んで家族寮へと向かう途と中ちゆう、セリアに優しく尋たずねた。

「みんなとは仲良くなれそうか？」

　セリアは無口な唇くちびるをもごつかせてから、不器用な言葉で願う。

「アキトさん。私は、チュリスさんやアイリーンさんと、お友達になりたいです」

　珍しくセリアの方からの希望。俺は、できるだけそれを叶かなえてやりたいと思う。

　セリアは赤い瞳ひとみのせいで、幼い頃からずっといじめられてきた。

　魔王ルシファーを召しよう喚かんしたらさらに酷ひどくなって、ついには隔かく離りされてしまった。

　自分には、友達を作ることは許されない。

　日ひ上がみと戦う前、喫茶店でそう告白してくれた時よりも、ずいぶんと成長したと思う。

「心配しなくても友達になれるし、もうなっているよ。だってチュリスとアイリーンは、セリアの事が大好きだからな」

　セリアは無む表ひよう情じようのまま、ほんのりと頬ほおを染めた。

　その姿が可愛かわいくって、俺はますますセリアの為ために何かしたくなってしまう。俺は可愛過ぎるセリアの頭をなでようとして、上げかけた右手を下ろす。同い歳どしの子の頭をあまりなでると、なんか子供扱いしているみたいで失礼かもしれない。と思い直したからだ。

　でも、セリアは不意に立ち止まって、俺を見上げる。

「アキトさん……頭は、なでてもらえないのですか？」

　紅潮した頬のまま、真紅の瞳には幼い期待が満ちていた。

　俺は、奥歯が砕けそうなほど幸せを噛かみしめる。

　──セリア！　お前はどんだけ可愛くなれば気が済むんだ!?

　──秋あき人と！　もう我が慢まんできん！　わしは今すぐ正体をさらしてセリアの頭をなでるぞ！

　──馬ば鹿か野郎！　その権利は俺のものだ！　感覚は共有しているんだから百ゆ合りは引っ込んでいろぉ！

「……アキトさん？」

　百合との精神的闘争で無言になってしまう俺の顔を、セリアは不思議そうに首を傾かしげて覗のぞき込こむ。その姿がまた可愛くて、俺は心臓が高鳴りっぱなしだ。

「いや、ちょっと俺の中の邪じや悪あくな暗黒龍りゆうを封じ込めるためにね。セリア、この調子でどんどんみんなと仲良くなろうな」

　俺が頭をなでると、セリアは幸せそうに目を細めて、両手で俺の上着の裾すそをつまんできた。朝も俺の袖そでを握って来たけど、これがセリアなりの自己主張であり、甘えなんだろう。

　セリアは、女子にしては背が高めだし、おっぱいもびっくりするくらい大きくて、とても大人びたプロポーションをしている。なのに、仕草がいちいち幼くって可愛かわいらしい。

　きっと、幼い頃から誰にも甘えられなかった環境のせいだと思う。

　そう思えば、ますますセリアの甘えには応こたえてあげたくなる。

　俺はセリアの手を握ると、家族寮の玄げん関かんへと手を引いた。

　手から伝わるセリアの体温が心地よい。

「でもセリア。今よりもっと仲良くなるなら、セリアの方からも積極的に話しかけてみようぜ！」

「はい」

　セリアは、素直に頷うなずいた。

「そういえばアキトさん。ブリジットさんだけではなく、チュリスさんやアイリーンさんも幼おさな馴な染じみなのですか？」

「まぁな。俺ら四人は初しよ等とう部ぶの頃からずっと一緒だったんだよ」

　俺の説明を聞いて、セリアは無む表ひよう情じようながら、少し思案するような雰囲気になる。

「アイリーンさんとは、どのようにして仲良くなられたのですか？」

「アイリーンか？　特別なことなんてしていないぞ。すっげぇ綺き麗れいな金髪の子がいたから毎日それを褒ほめてー。あいつ勉強できるから毎日勉強教えてもらってー。お礼に家に呼んで一緒に遊んでー。ブリジットやチュリスを紹介して四人で一緒に遊ぶようになってー。まぁそんな感じだな。あはは」

「チュリスさんもそうなのですか？」

「そうそう。チュリスともそんな感じだぞ」

　二人だけでなく、ブリジットの時も同じだ。俺ら四人は、本当にただ自然と知り合って、自然と遊ぶようになっただけだ。漫まん画がやアニメみたいなドラマチックな出会いなんてない。


　　　◆



　その日の夜。とあるバーで、軍服を着た中年男性が女を侍はべらせ、偉そうに自じ慢まん話をしていた。

　自分は召しよう喚かん術じゆつ歴二二年のベテランで、召喚術時代の基礎を築いた世代だと。やれ今の若者は自分達たちが築き上げた土台の上にただ座っているだけだとか、やれ自分達がひいたレールの上を走っているだけだとか嘯うそぶいている。

　その頭に、突然シャンパンがかけられた。

「ぐおっ、なな、なんだ貴様は！」

　振り返れば、背が高く、黒いスーツを着た男性が立っている。

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、中年男性を見下ろしていた。

「貴様、この俺様が誰だか分かっているのか？　ふふん、これは正当防衛だ。このパンテオン第一四小隊隊長の力をみせてくれるわ！」

　黒スーツの男は、中年男性が召しよう喚かん術じゆつを発動したのを見届けてから、その胴を刎はねた。

　どうやって刎ねたのか、それを目で捉とらえることが出来た人はいないだろう。

　体を上下に切断された中年男性の死体が、血と臓ぞう腑ふの海に沈む。

　店内が混こん乱らんする中、黒スーツの男、アカ・マナフは悠々と店から出て行った。

「やれやれ、二二年ものの美酒が飲めると思ったのだが、保存状態が悪かったか」

　冷めきった顔で、アカ・マナフは夜の闇やみに溶け込んだ。

「腐っていたな」

　マナフは戦士ではない。彼が欲したのは召喚術歴二二年の強さを堪たん能のうする事では無い。二二年間積み上がったプライドを引き裂かれた時の顔だ。

　しかし中年男性が弱すぎて、絶望の顔を見る前に死んでしまった。

　つまらない夜だと、賑にぎやかな本道から外れて暗い路地裏を歩く。喧けん騒そうに気付いたのは、それからすぐだ。

　シャッターの閉じた店先の灯あかりの下。気弱そうな青年が、いかつい青年達たちに暴力を振るわれている。

　まるでドラマのワンシーン。あまりにベタな展開に、マナフは舌打ちをした。

「…………汚物め」

　マナフは無言のままに現場へ歩み寄ると、無挙動に力を使う。

　いかつい青年達がマナフに気付いたのと同時に、青年達は自分のＡエイＦエフを召しよう喚かん。人形のような動きで、ある者は自身の頭を撃ち抜き、ある者は首を斬きり裂いた。

　唯ゆい一いつ生き残った気弱そうな青年は、全身に血を浴びながら悲ひ鳴めいを上げて腰を抜かした。

　マナフは青年に無関心だった。アスファルトに転がる死体を、嫌悪に歪ゆがんだ瞳ひとみで見下す。

「まがい物のＳが……手を下さずとも、既に惨めな者で遊んで何がおもしろい？」

　気弱な青年は、まだ腰を抜かしたままで、ついには恐怖で呻うめき声まで上げる。

「……フム。資源は有効に使うべきかもしれんな」

　マナフは気弱な青年に興味を示した。

「哀れな子羊よ、力は欲しくないか？」

「え？」

　マナフの両目が、人の世界に在らざる妖あやしい光を湛たたえた。

「私がどうすれば強くなり、いじめられなくなるかを占ってやろう」

　ゾロアスター教、七大魔王が一人アカ・マナフ。

　大魔王アンラ・マンユの右腕にして────『悪の思し考こう』を司つかさどる魔王である。








第二章　人類唯一のドＳ




　チュリスは、昔の夢を見ていた。

「おいみんな、こいつ女なのに女が好きなんだぞ」

「女の子が女の子を好きなんて変だよ」

「すいませんドクター。つまりウチの娘は頭の中が男だと？」

「そうではありません。彼女は自分を女子と認識していますし男装が好きなわけでもない。ですが恋愛対象は女子。彼女はおそらく、男性に性的な興味を持つことはないでしょう」

　チュリスは、幼い頃から変な子と言われた。二十一世紀でもまだ、世間は同性愛者に冷たかった。友達なんて、いなかった。

　学園国家の入学式、担任は若い女の先生だった。チュリスはテンションが凄すごく上がった。

　ミニスカートを履はいた先生が落としたペンを取ろうとかがんだ時、チュリスは席に座ったまま、反はん射しや的に体を左に倒した。同時に何かが頭にぶつかり意識を失った。

　ベッドで目を覚ました時、隣のベッドに日本人の男の子が横になっていて、先生のパンツを見る事ができたか真剣に聞いてきた。

　その男の子は、女の子が大好きだった。チュリスはその男の子、鷺さぎ澤さわ秋あき人ととすぐに仲良くなった。生まれて初めての友達だった。そしていつだって……

「チュリスー、俺の姉ちゃんと妹の美み冬ふゆだ。可愛かわいいだろ？」

「チュリスー、ブリジットって奴やつと遊ぶんだけどお前も来いよー♪　凄い赤髪美少女だぞ」

「チュリスー、アイリーンと仲良くなったんだけどお前もあいつとメルアド交換してやってくれよ。あいつ友達少ないんだよ」

　ヨーロッパだと、茶髪は珍しくない凡庸な髪だが……秋人は凡庸なんて思わなかった。

「チュリスの茶髪、綺き麗れいだな」

「いやいやアイリーンは可愛いけどさ、チュリスも可愛いじゃん」

「よっしゃチュリス、どっちが先に彼女作れるか勝負だな」

「チュリスー♪」


　「チュリスー♪」




　　「チュリスー♪」



「はいアッキー♪　今日もよろしくですよ♪」

　チュリスが、初めて真剣に好きになったのは女の子ではなかった。

　そして愛と恋の違いを教えてくれた男の子は、離れて行った。

　普通科へ行ってしまった秋人。

　自分とは違う道を歩む彼に、だがチュリスは明るく答えた。

「やれやれ、今の時代、召しよう喚かん術じゆつ師しは高給取りなのにもったいないですねぇ。まっ、アッキーが職に困ったらボクが養ってあげますよ♪」

「はは、笑えねぇなおい。まぁそんときゃ俺はお前の主夫だな」

　笑い合った数年後、テレビが言った。普通科の生徒がヤマトタケルを召しよう喚かんしたと。

　その少年の顔写真を見て、チュリスは動けなかった。

「うそ…………」

　みんな……みんな高いところへと飛んで行く。

　アイリーンも、ブリジットも、みんな高位召しよう喚かん霊れいで名を馳はせて、いつだってチュリスはおまけだった。もう、誰もチュリスと同じ目線には立っていなかった。


　　　◆



「アッ……キー……」

　火曜日の朝、チュリス・チュペリは自室のベッドで目を覚ました。白い天てん井じようを見上げたまま、秋あき人との名を口にする。

　英えい霊れいヤマトタケルを使う秋人。魔王ルシファーを使うセリア。高位精霊デュラハンを使うブリジット。風神ハスターを使うアイリーン。そしてただの天使を使う、自分。

　秋人は優しいから、きっとセリアを守る戦いになったら、自分の事も守ろうとしてくれるだろう。そのうち『チュリスは危険だから来ない方がいい』と言うだろう。

　胸が苦しい。寝る時、チュリスは裸なので、あらわになった胸の上に手を置いた。

　秋人のそばにいたい。チュリスはそう願いながら、涙をこぼさぬように目を閉じた。


　　　◆



　火曜日のおそらく朝、百ゆ合りが作りだした夢の世界にて。

　ビル群、そのスクランブル交差点の中。俺は裂れつ帛ぱくの気合と共に、上段から草クサ薙ナギノ剣ツルギを振り下ろして……それを百合につかみ取られた。

　衝しよう撃げきで、百合の両足がアスファルトを砕きめり込む。

　だが白く細い幼女の手は、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードの刀身をわしづかんで離さない。刀身を覆おおうプラズマを一いつ顧こだにせず、百合は高周波の刃やいばを握り、火花を散らしながらニヤリと笑う。

「ぬるいわボケぇ！」

　百合のハイキックで、俺の頭は体ごとカッ飛んでビルの四階の壁を貫通。

　家具が何も無い、空っぽの四階の床にバウンドして、反対側の壁に叩たたきつけられる。

　部屋が空っぽなのは、百合がそこまで作りこんでいないからだ。

　百合は召喚霊としての能力で、取とり憑ついている人間の精神や霊力、魂たましいに干渉できる。今はその力を使って俺の夢に干渉し、戦闘訓練をしてくれている。夢の中だからどんなにケガをしても死なない。でも戦闘経けい験けんは脳に蓄積されて、俺の戦闘技ぎ術じゆつはちゃんと成長する。

「げほっ、げほっ。ったく、これロリっ娘この戦せん闘とう力りよくじゃねぇだろ」

　アバラの鈍どん痛つうにせき込みながら、俺は武器を構えて周しゆう囲いを警けい戒かいする。

　俺は第三召喚形態サードサモン。武器はプラズマをまとう高周波刀ヴアイブロ・ブレード、電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードの草クサ薙ナギノ剣ツルギ一本。

　対する百ゆ合りは、ふわっふわの可愛かわいらしい幼よう女じよ形けい態たいだ。

　幼女に蹂じゆう躙りんされる男子中学生、凄すごい図だ。その時、ビルが揺れた。

「まさか!?」

　百合がビルの一階部分を破壊したに違いない。突然ビル全体が崩ほう落らく。

　俺は自分が入って来た穴から外に飛び出して、崩くずれ落ちるビルから走って逃げた。

「行くぞ秋あき人と！」

　声に振り返ると、百合が投げ飛ばしたのだろう。トラックが二台、弓なりに飛んでくる。

　俺は霊力加速クイツクを使い、一いつ瞬しゆんで数百メートル移動。トラックは二つとも背後に落ちた。

「遅いぞアキト」

　目の前に百合が現れ、俺は絶句。いつ回り込まれたのか解わからない。

　俺はバックステップで後退しながら、左手で英えい雄ゆう殺しの剣、天武雲剣アマノタケグモノツルギを引き抜いた。

　すかさず百合が、俺に両手を伸ばして襲い掛かかってくる。

　俺は両手の得物に霊力を流しこんで一気に炸さく裂れつさせた。すると元からプラズマの光をまとう草薙剣だけでなく、高周波刀である天武雲剣の刀身も、極厚のプラズマの光に覆おおわれる。草薙剣の刀身を覆うプラズマも大きく成長して、両手に大た刀ちを握った二刀流になる。

「東とう西ざい無む双そう！」

　光の大刀二本を、百合の両手に一本ずつ叩たたきつけた。

　灼しや熱くねつの衝しよう撃げき波はでアスファルトが溶けながらはがされて、クレーターが穿うがたれる。

　爆心地の中央で、俺と……彼女が立っていた。

「ふむ、合格ラインかの」

　腰まで伸びた長い黒髪。大きな黒真しん珠じゆのような瞳ひとみ。筋の通った鼻。上品な唇くちびる。そしてすらりと長い手足に、着き物ものを大きく押し上げるバストとヒップ。

　俺の目の前では、十代半ばぐらいまで成長した百合が、俺の二刀流を素す手でで受け止めていた。それでもなお、その白魚のような手には、かすり傷一つない。

「流石さすがにこれは幼女の肉体では防ぎ切れん。今日のところはこれで、しまいとしよう」

　言われた通り、俺は得物を納めて息をついた。

「それがヤマトタケルのもっとも基本的な技『英雄殺しの型』じゃ」

　幼女から少女へと成長した百合は、いかにも師匠然とした雰囲気で俺にレクチャーする。

「高密度のプラズマを刃やいばにまとわせ敵を斬きる。プラズマには切断魔法が付加されており、攻撃範囲は小さいが、切断力は強力じゃ。それに『英雄殺しの型』という名前の通り、人間サイズの敵を倒すのに適した技じゃ。タケルが西方遠征で使った剣、天武雲剣で行うのを『西さい国ごく無む双そう』。東方遠征で使った草薙剣で行うのを『東とう国ごく無む双そう』と言い、同時に行うのを『東とう西ざい無む双そう』と呼ぶ。現代は人間同士の戦闘が基本じゃから、一番重宝するじゃろうな」

　百ゆ合りは腰に手を当てた。

「お主はサタンに、兄春はる樹きを超えると言った。その為ために必要なのは最終召喚形態ラストサモン、霊力、経けい験けん値、そして奥義じゃ。奥義とは東西無双を含め、怪物殺しの型『九く頭ず龍りゆう落おとし』、軍勢殺しの型『万まん軍ぐん万ばん殺さつ』、災害殺しの型『草くさ薙なぎの大たい波は』などで、春樹はほとんど使えたぞ」

「そういや人工衛星を落とすのに使った『草薙の大波』だけど、あれ以来使えないぞ？」

「あの時に使えたのは火事場の馬ば鹿か力のようなもので、本来はもっと修行せんと使えん。何せ巨大なプラズマの津波で視界に映る全すべてを呑のみこむ超大おお技わざじゃ。最大の攻撃範囲を誇り、それこそ土砂崩くずれや津波など、災害級の事象を地形ごと消しよう滅めつさせる必殺技じゃぞ」

「ちぇー、あれカッコイイのに」

　俺が唇くちびるを尖とがらせると、百合はくすりと可愛かわいく笑った。

「むくれるでないわ。だからこうしてしっぽりと熱い夜を過ごしてやっておるのじゃろ？」

　百合は一歩近づいてきて、右手を俺の左ひだり頬ほおに優しく添えた。

「霊力と経験値はわしに任せよ。お主は同級生に比べて三年分の遅れがある。じゃがわしとの一晩は凡庸な授業の模も擬ぎ戦せん闘とう一〇〇日分の経験を得られる。わしとの戦いで魂たましいが刺激されれば霊力も上がろう。まぁ、霊力は三日前の臨死体験で三段飛ばしに成長したが、春樹にはまだ及ばん」

　世界中のオカルト話には、臨死体験で不思議な能力を身につける人の話がある。あれは、臨死体験がきっかけで魂が強くなり、霊力量が増えるかららしい。

　しばらく普通科にいた俺だが、百合曰いわく、霊力量は並の高こう等とう部ぶ生よりも高いとのことだ。

「にしても日ひ上がみ戦ではよくやったぞ、流石さすがはわしの秋あき人と。自じ慢まんの童わらしじゃ」

　俺の頬にそえられた百合の手が、耳たぶをいじり始める。

　恥ずかしいからやめなさい。

　今の百合は絶世の美少女で、スキンシップを取られると、色々と意識してしまう。

「百聞は一見にしかず、百試合は一死線にしかず、というわけじゃな。見ているがいい。わしはお主の経験値を一週間で同級生並に、一ヶか月げつで序じよ列れつ一桁ナンバー並にしてみせるぞ」

「おう、頼んだぞ百合師匠。とにかく、さっさと兄貴よりも強くならないとな」

　俺が歯を見せて笑うと、百合は邪じや悪あくな笑顔を浮かべる。

「なれるぞ、体の主しゆ導どう権けんをわしに渡せば、今すぐにでもの」

「犯罪の匂においしかしないぞソレ……ったく、それによ」

　俺は苦笑いを引っ込めて、セリアの笑顔を思い出す。

「俺がセリアを守りたいんだよ。他人の力じゃなくて、俺自身の力でさ」

「春樹の意志を継ぐためか？」

「兄貴は関係ないよ。俺はセリアの事が好きだから、セリアを守るセリアのヒーローになりたいんだ。それは誰のものでも無い俺の夢だ。だから俺は強くなりたいんだよ、セリアを幸せにできるぐらいにさ」

　百ゆ合りは満足げに笑った。

「そうか、じゃがそうなると、最終召喚形態ラストサモンの会え得とくは必須じゃぞ。持ち霊から力の一部を借りるのではなく、持ち霊と完全な融合を果たす最終召喚形態は特別でな。第三召喚形態サードサモンと違い、わしが霊力を操そう作さして使えるものではない。こればかりはお主の努力次第じゃな」

　召しよう喚かん術じゆつの究極絶技、最終召喚形態ラストサモン。その使い手は世界でも数える程しかいない。でも兄貴はソレを一五才で会得していた。兄貴を超えるなら、俺も最終召喚形態の会得は必須だ。

「ふむ、ではそろそろ、起きるとするかの」

「ちょっ、その前にせっかくだからそのお胸様を堪たん能のうさせてくれ！」

　俺が百合の巨乳に手を伸ばした瞬間、世界が暗転した。


　　　◆



「はっ!?」

　目を覚ますとそこはベッドの上で、俺は天てん井じように向かって両手を突き上げていた。

　俺は両手で空気をもみもみする。

　お腹なかから胸板にかけて、心地よい重みを感じる。掛け布団を剥はがすと百合が寝ていた。

　ぺたんこな胸。可愛かわいらしい小ぶりなお尻しり。やわらかそうなほっぺた。

　不完全燃焼状態の俺は、眉まゆ根ねを寄せてもだえてしまう。

「まぁ、これはこれで可愛いからいっか」

　俺は可愛らしい寝顔の百合を抱きしめて、小さな頭に頬ほおずりをした。


　　　◆



『いただきます』

　百合との特訓を終えた俺は、いつものように食卓に着いた。

　そうして俺らが朝ご飯を食べ始めると、美み冬ふゆが安あん堵どの息をもらす。

「それにしても本当に良かったですよ。一時はどうなる事かと思いましたが、まさか狛こま犬いぬが私の持ち霊になるなんて」

　喜ぶ美冬に、姉さんも嬉うれしそうに笑った。

「それも最高位のね。偉い偉い♪」

「美冬さん、おめでとうございます」

「えへへー♪」

　美冬はまた、俺には見せてくれない弛たるんだ顔を姉さんとセリアに向ける。

　それには不満だけど、美冬の持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきが成功したことは素直に喜ぼうと思う。

　狛犬は一見強そうには感じない。でも神社に置かれている狛犬は、れっきとした神を守る守しゆ護ご聖せい獣じゆうである。しかも美冬が召喚したのはその中でも最高位の狛犬だ。主神の守護を担えるほどの強さで、聖せい獣じゆうどころか龍りゆうと同じ、神獣のレベルらしい。

　不死鳥火の鳥を召しよう喚かんした姉さんといい、二人ともすごいなぁ。

　実の姉妹ながら感心してしまう。

　召しよう喚かん術じゆつ戦は、持ち霊が同格なら術師の技量が勝敗を決めるから、努力は無駄じゃない。

　でも実力の半分以上が持ち霊で決まるのも事実だ。召しよう喚かん術じゆつ師しには軍や警察以外に、バトル系スポーツ選手としての道もある。美み冬ふゆなら、努力次第でスター選手も夢じゃない。

　それは俺やアイリーンも同じだし、ブリジットもプロ選手としてやっていけるだろう。

　そう考えると、どうしてもチュリスの事を思い出してしまう。

　チュリスの持ち霊は、中級天使の能天使だ。

　チュリスがどれほど頑張っても、軍や警察の中間管理職がせいぜいだろう。

『持ち霊の性質』＝『召喚者の人間性』というのは俗説だが『持ち霊の格』＝『召喚者の才さい能のう』というのは本当だと思う。

　俺は初しよ等とう部ぶ時代の事を思い出す。

　アイリーンは、昔から霊力量は学年最高。霊力加速クイツクや霊力装甲アーマーといった基本技を、授業初日に成功させた。対するチュリスの霊力は低めで、基本技の習得も遅かった気がする。

　ＡエイＦエフだって二人とも同じ銃じゆう火器型なのに雲泥の差がある。去年見せてもらったけど、アイリーンは豊富な追つい加か武ぶ装そうを持っていて、チュリスには追加武装すらない。

　──なぁ百ゆ合り。もしもタケルが俺を選んでくれなくって、貧弱な召しよう喚かん霊れいを召喚していても、俺はセリアを守れたのかな？

　俺の真剣な問いに、百合は現実を見据えた、冷めた声で言う。

　──守れるぞ、わしで召喚術を使えばの。

　百合の言葉に俺は、夜風が胸を通り過ぎたような気分だった。

　その時、テレビのニュースが、また昨日と同じ内容を報道した。

『二日前に引き続き、昨日は新たに、一三人もの生徒が序じよ列れつ入りをしました』


　　　◆



　朝ご飯を食べ終えた俺とセリアは、女子寮と特等寮を周まわりみんなと合流。

　俺、セリア、ブリジット、チュリス、アイリーンの五人で仲良く通学路を歩いた。

　昨日と同じく、大きな道路と学生向けの店の並びに挟まれた広い歩道。そこを進む俺達たちは他た愛あいもない雑談をしていたが、公園に差し掛かると嫌でもその喧けん騒そうに耳を取られた。

「なんだぁ？」

　首を回すと、登校中であろう生徒達が公園で人垣を作っている。

「何かしら、行ってみましょうアキト」

「えっ、ちょっ」

「ボクもー♪」

　野や次じ馬うま根性たくましいブリジットに俺は手を引かれて、後にチュリス達たちも続いた。

　人垣が厚くて中の様子は解わからないが、中からは金属同士がぶつかり合う音がする。

　近接ＡエイＦエフ同士の戦いだろうか。

「見えないな。しょうがない、第二召喚形態セカンドサモン・ヤマトタケル」

　俺に合わせて、ブリジット達も第二召喚形態を使用。全員空に飛びあがった。

　召しよう喚かん術じゆつ師しだからと言って浮空術が使えるわけじゃないけど、持ち霊の特性を使えば別だ。

　死後は武神、日本神話の神様になった英えい霊れいヤマトタケルの力を借りられる俺は、空を歩ける。ブリジットは空を駆けるバイクコシュタパワーに跨またがり、俺の横に駐車。

　風神ハスター使いのアイリーンは風の力で空を飛んだし、天使使いのチュリスは背中から白い光の翼を生やし、セリアは黒い光の翼を生やして空を飛んだ。

　そうすると、人垣の中を俯ふ瞰かんして見ることが出来る。

　予想通り、生徒同士のバトルだった。

　一人は気弱そうな男子で、高周波槍ヴアイブロ・スピアを振り回している。対するのは背が高くて、いかにも強そうな男子だった。長い高周波剣を両手で握り、気弱な男子を攻めている。

　二人とも鎧よろい姿だから、西洋騎士の英霊使いなのだろう。

「あれ？　あっちの剣士って序じよ列れつ入りの生徒じゃなかったっけ？　ほらうちの高こう等とう部ぶの」

　ブリジットの言葉に、チュリスとアイリーンも気付く。

「ほんとだ。確か八〇〇〇番代だっけ？　でももう一人は誰だろ？」

「序列外でしょうか？　力の使い方も慣れていないように見えますし」

　──そうなのか百ゆ合り？

　俺の目には、二人が優れた槍そう術じゆつ家と剣術家に見える。英霊使いだから、きっと槍術や剣術の腕を上げるスキルでも使えるんだろう。

　──その通りじゃよ。流石さすがはアイリーン、霊力知覚能力に優れておるの。霊力の流れをよく把握しておる。あの気弱そうな男子、霊力は高いが、ＡＦへの伝え方が雑じゃな。

　──へぇ、やっぱり、アイリーンってすごいんだなぁ。

　そして決着はついた。気弱そうな男子の槍やりが、相手の剣を弾はじき飛とばした。そのまま穂先を相手の首元に突きつけると、相手は負けを認める。人垣から歓声が上がった。

『信じられない』『あいつ勝っちまったよ』といった声を聞く限り、どうやら弱小が強豪を打ち負かすジャイアントキリングが起こったらしい。

　やっぱり、あの槍使いの男子は序列外なんだろう。

「朝っぱらからよくやるなぁ」

　俺はみんなと一緒に地面に降りると、召しよう喚かん術じゆつを解除して学校へ向かう。

　公園から出ると、ブリジットが手を叩たたいた。

「あ、もしかしてあの男子ってブースター？」

「何だそれ？」

「ほら、最近、序じよ列れつ外だった生徒達たちが急に序列入りしているでしょ？」

　俺は、昨日や今朝のニュースを思い出す。

「あー、そんなのやっていたな、もうこんな時期だっていうのに妙だよな？」

「どうもあれって、年度が替わる前、先月からもうその傾向があったらしいわよ」

　四月になると、高こう等とう部ぶの三年生が卒業してしまう関係で、大量の繰り上がりが発生する。

　でも、三月のうちに大量の繰り上がりが起こるのはおかしいと思う。

「しかも無名だった生徒ばかりで、中堅以下の持ち霊の生徒が妙に多いらしいの」

「中堅以下？」

　強い持ち霊を持っていたけど、上が詰まっていて序列入りできない、という奴やつなら分かる。でも、中堅以下の持ち霊を持っている奴が多い、というのは不自然だ。

「まぁ、中堅程度の持ち霊でも、圧倒的な技量があれば序列入りはできるだろ」

　俺の言に、アイリーンは唇くちびるに指を添えて考え込む。

「不自然な話ですわね。一部ならともかく、中堅以下が妙に多いなんて」

　ずっと隔かく離り施し設せつにいて、学園国家の常識にうといセリアが、無む表ひよう情じようのまま尋たずねる。

「序列入りを目指して特訓する団体があるのでしょうか？」

　ナイスだぞセリア。

　俺の助言通り、自分からアイリーンに話しかけるセリアに、俺は心の中で親指を立てた。

「鍛えるだけで誰でも序列入りができるなら苦労はありませんわ。一部の規格外を除けば、一流の持ち霊を持つ人でもある程度の努力は必要です。中堅の持ち霊で序列入りできるのは、中堅の中でも比ひ較かく的てき強い持ち霊を持っているか、並々ならぬ修練を積んだ方だけです」

　ブリジットが補足する。

「それに序列入りする生徒達の通う学園はバラバラで、関連性があるとは思えないわ。今回の事件がネットで話題になっていたんだけど、最近ネットでこんな都市伝説があるのよ」

　事件扱いなのか。と俺はツッコミたかった。

「召しよう喚かん術じゆつ師しの実力は持ち霊で決まる事が多いけど、黒スーツを着たブースト屋っていう占い師に占ってもらうと急に強くなって、それこそブーストがかかるって。ブーストした人をブースターっていうらしいわ。だからさっきの男子もブースターなのかなって思って」

「それ本当ブリジット！　どこ！　そのブースト屋にはどこで会えるんですか!?」

　鼻息を荒くして抱きついてくるチュリスに、ブリジットはたじたじだ。

「しし、知らないわよ。あくまでも今回の事件から生まれた都市伝説だし。ブースト屋に会ったって言うネットの書き込みも、場所がまちまちなのよ！」

「なんだ……デマですか……」

　あからさまにしょんぼりするチュリス。

　チャームポイントのツインテールも、こころなしか、しおれて見える。

「ズルはいけませんわよチュリス。力とは正々堂々努力して手に入れるものですわ」

　アイリーンの言葉が、百ゆ合りに頼りまくっている俺の心を抉えぐった。

　対してチュリスは顔を伏せたまま、体をぴたりと硬直させる。

「それをアイリーンが……言うんじゃねぇーですよぉー！」

　チュリスがアイリーンに襲い掛かる。アイリーンは優雅に、ひらりとかわした。

「甘いですわよチュリス」

「にゃ～！」

　目標を失ったチュリスはすっころんで、公園の外側を囲う植え込みに頭からつっこんだ。

「チュリスはよく植え込みに突撃するなぁ。ほら、引っ張ってやるから待っていろ」

　俺は助けるべく、うしろからチュリスの腰を抱え込んだ。

「うぅ、アッキー早く助けてほしいのですよ～」

「ちょっ、こら暴れるなよ」

　体勢的に、チュリスのお尻しりが俺のお腹なかに当たっているので、動かれると幸せな刺激が味わえる。俺は内なる醜い欲よく望ぼうを抑えながら、チュリスの体をしっかりと抱きしめた。ピンク色のカーディガンが破れないよう、優しく引っ張ってチュリスを助け出す。

「よし、じゃあ早く学校に……みんな何をしているんだ？」

　ブリジット、アイリーン、セリアの三人は、前傾姿勢で植え込みを見つめていた。

「べ、別に！」

「なんでもありませんわ！」

「お二人に同じですっ」

　ブリジットとアイリーンはともかく、セリアには珍しい、語気を強めた声だった。

「ならいいけど。みんなも体がはまっちゃったら、他の人に見つかる前に俺を呼べよ。他人に見られるのは恥ずかしいけど、幼おさな馴な染じみの俺にならまだマシだろ？　なんてな」

　俺が歯を見せて笑うと、三人は視線をチュリスに投げてから赤面。無言で俺に頷うなずいた。

　女の子の赤面っていうのは、どうしてこう可愛かわいいのかねぇ。

「じゃあ学校に行くぞみんな。ほらチュリスも、頑張ればそのうち第三召喚形態サードサモンだって使えるんだから、まだ中二の春なのに慌て過ぎだぞ」

「むぅ～、アッキーだって天才じゃないですかぁ。この裏切りものぉ」

　ちょっと涙目のチュリスが、上目づかいに俺を見上げる。

　……本当は違うんだよなぁ。

　アイリーンの言葉を借りるなら、俺こそがズルだろう。

　持ち霊はタケルの方から俺を選んだし、霊力操そう作さは百合頼み、戦闘技ぎ術じゆつは八や劔つるぎ神がみスキル頼みだ。俺自身の力なんて何も無い。

　今でこそ、毎晩百ゆ合りに稽けい古こを付けてもらっているけど、現げん状じよう、俺は何もかもが借りモノのインチキヒーローと言わざるを得ない。

　まるで、嘘うそがバレる前に嘘を本当にしようとしているみたいで、俺は軽い罪悪感に囚とらわれる。みんなには俺が、契けい約やく一カ月で第三召喚形態サードサモンやスキルを使いこなす超天才に見えているんだろう。その正体が、ただのハリボテだと知ったらどう思うだろうか。

「俺がチュリスを裏切るわけないだろ。ほら行こうぜ」

　俺はチュリスの、大きめのカーディガンから顔を出す指に右手を絡ませて引いた。

　するとチュリスの顔つきがちょっと元気になる。昔から人懐っこいチュリスの、スキンシップですぐに機嫌を直してくれるところが俺は好きだった。

　みんなの、特にセリアの期待を裏切らない為ためにも、早く俺自身が強くならないとな。

　サタンにも言ったけど、兄貴みたいに自分の力だけでタケルを使いこなしたい。いや、兄貴以上にならないと駄目なんだ。

　霊力と経けい験けん値を鍛えて、奥義を全すべて会え得とくして、そして絶対、最終召喚形態ラストサモンに至るんだ。

　この時、俺の気持ちはもう、今夜の百合との修行へと向いていた。


　　　◆



　秋あき人と達たちが公園から離れて行く様子を、道路を挟んだ向かい側の喫茶店から眺める男がいた。パンデモニウムのメンバーの一人、アカ・マナフだ。

　黒いスーツに身を包つつみ、紫色のシャツに赤いネクタイを締めた、中東風の男だった。

　肌の色は褐かつ色しよくで、夜色の艶つややかな髪は、肩に深くかかるほどの長さがある。

　美しい男だった。それも、すがすがしいほどに暴力的な……

　マフィアのボス、もしくは……『悪のカリスマ』そんな言葉が似合いそうだ。

　有無を言わさず他人を従わせてしまうような威厳と重圧を着こなしたまま、マナフは自分の席でコーヒーを見下ろした。

　右手のスプーンでミルクを混ぜ、純白が茶色く濁ってゆく様を静かに眺める。

　公園で勝利を収めた気弱な男子。マナフは昨晩、彼の悩みを解決してあげた。そして、新しい子羊を見つけてほくそ笑む。

「チュリス……君の悩みを解決すれば見られそうだよ」

　持ち上げたマドラーから滴る雫しずくが、コーヒーの表面に波紋を作る。

「タケル使いの……極上の顔がね」

　マナフは、世界中の悪意を煮詰めてもなお足りない邪じや悪あくな笑みを作った。

　全身から湧わきあがる殺さつ意いは、人間の致死量をはるかに超えている。

　この喫茶店に、一人でも正常な精神を持っている人間がいれば、発狂したかもしれない。

　ただし、幸か不幸か、この喫茶店にいるのはモノ言わぬ人形だけだった。

　悪の思し考こうを司つかさどる魔王は、己のキングダムで一人、優雅にコーヒーを味わった。








第三章　天才少女と凡才少女




　その日の四時間目、模も擬ぎ戦せんの授業。

　クラスのみんなはグラウンドに集まって、クロエ先生の指示の下、対戦相手を決める。

　俺、セリア、ブリジット、チュリス、アイリーンの五人で班を組んだおかげで、セリアと組まされないよう慌てる奴やつはいない。

　班同士で勝手に散らばり始める。

　でもその途と中ちゆう、やっぱりというか、俺らは人目を引いた。

「あの五人で班を組んだんだ」

「あんなの出来レースじゃない」

　一部の生徒達たちが、緊張した面持ちで呟つぶやく。

「序じよ列れつ七〇位。神霊ハスター使いアイリーン・アルフォード」

「序列一〇〇〇番代目前、序列二〇〇四位。デュラハン使いブリジット・ブランデル」

「序列九九九九位。日本神話最強英えい霊れいの魔王殺し、ヤマトタケル使い鷺さぎ澤さわ秋あき人と」

「序列一〇〇〇〇位。七大魔王の一人、ルシファー使いのセリア・セルベール」

「学園中の女子から恐れられるエロ百ゆ合りリスト、チュリス・チュペリ」

　チュリスが俺にもたれかかってくる。

「アッキー、なんだかボクの評価だけおかしくありませんか？」

「いや、事実だろ？　でもチュリスだって契けい約やくオファーは来ているじゃないか」

「実力に関係無く天使使いの子には宗教系の団体から必ずオファーが来るんですよ～」

　けだるそうにチュリスがそう漏らした時。

「でもさぁ、ちょっとブリジットは見劣りするよねぇ」

「二〇〇四位ってかなり凄すごいはずなんだけどねぇ」

「七〇位のアイリーンとタケル使いのアキトやルシファー使いのセリアがいるしぃ」

「ていうかブリジットってサードサモン使えないんでしょ？」

　周しゆう囲いの囁ささやきを聞いて、俺はチラリと、ガンブレードをいじるブリジットを見た。

　中等部でも、序列入り生徒の多くは第三召喚形態サードサモンを使える。

　たぶん、第二召喚形態セカンドサモンまでしか使えないのに序列二〇〇〇番代になったのは、後にも先にもブリジットだけじゃないだろうか？

　──それだけ技ぎ術じゆつと戦闘センス、経けい験けん値が豊富なのじゃろう。召しよう喚かん術じゆつはファースト、セカンド、サードの順に全戦闘ステータスが上がる。じゃが、野球やサッカーも身体能力だけで勝敗が決まるわけではあるまい？

　──じゃあ第二召喚形態でも他の第三召喚形態の連中に勝って今の順位にいるならよ、もしもブリジットが第三召喚形態サードサモン使えるようになったら爆発的に強くなるんじゃないか？

　例えるなら、ブリジットは自転車競技で周まわりがロードバイクに乗る中、一人だけママチャリでレースをしているようなものだ。

　性能差を埋める程の圧倒的な技量と戦闘センス。そこに第三召喚形態の性能が加われば鬼に金棒だろう。

「よし、この人数ならタッグバトルできるな。じゃあ二人ペアになって一人は審判に──」

「ワタクシと組みましょうアキト」

　俺が言い切る前に、アイリーンが進み出る。

「アキトのタケルは近接特化型ですわよね？　射撃特化型のワタクシとの相性は最──」

　言い切る前に、ブリジットがアイリーンを肩で突き飛ばす。

「いーや、ライダーのあたしと組みましょうアキト。あたしが運転に集中してアキトは近づく敵を切り倒す。そうすればあたしの弱点である防御力も補えるし最強タッグに──」

　今度はアイリーンが言葉を遮る。

「でしゃばらないでいただけますかブリジット！」

「あんたこそしゃしゃりでてきてんじゃないわよ！」

　二人は額を押しつけ合って睨にらみ合あう。

　うわぁ、平和だなぁ……

　近接特化型の俺は、どちらの弱点もカバーできる。今後、タッグバトルをする機会があった時の為ために、俺との連携を高めたいと思うのは自然な事だろう。

「じゃあアッキー、ボクとカップルになりませんか？」

　チュリスが俺の両肩をつかんで、背中にじゃれてきた。

　ブリジットとアイリーンが同時に怒ど鳴なる。

「空気を読みなさいよチュリス！」

「空気を読んでくださいましチュリス！」

　そんな二人に、俺は提案する。

「別にいいじゃないか。ていうか二人で組んだらどうだ？」

「「は？」」

　ブリジットとアイリーンの額に、青筋が浮かんだ。

　チュリスは上機嫌に喋しやべる。

「じゃあボクとアッキーの紳士ペアと、ブリジットとアイリーンのヒステリーペアの完成ですね♪　セリアちゃんはボクらの戦いを観みていて下さい♪」

　ブリジットとアイリーンから、ただならぬ闘とう志しを感じる。

「おっ、やる気満々だな。じゃあセリア、この試合が終わったら次は俺と組もうな？」

「分かりました。皆さん頑張って下さい」

　セリアはたっぷり一センチも頷うなずいた。

　巻き込まれないよう、セリアが離れて行く間に、俺らは準備を始める。

「というわけで♪　ファーストサモン・権天使♪」

　俺の隣で、チュリスが二つの召しよう喚かん陣から黒い拳けん銃じゆうをそれぞれ取りだす。

　チュリスのＡエイＦエフは最初から二つ、二丁拳銃スタイルが彼女の流儀だ。召喚陣はそのままチュリスの手から腕を通り脇わきへと抜けてから消しよう滅めつ。ショルダーホルスターを装備させる。

　──わしはサポートに回る。必要なら言うが良い。

　──ああ、頼むぜ。

「じゃあ俺も、第二召喚形態セカンドサモン・ヤマトタケル！」

　召喚陣から取り出した高周波刀ヴアイブロ・ブレード型ＡＦに、王剣・天武雲剣アマノタケグモノツルギの力が宿り形状が進化。さらに右の腰に光の粒りゆう子しが集まり、高周波鋸剣ヴアイブロ・ブレードを構築。破邪剣・杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギだ。

「セカンドサモン・デュラハン！」

「サードサモン・ハスター！」

　ブリジットは基本ＡＦであるガンブレードを触しよく媒ばいに、デュラハンの愛馬コシュタパワーの力が宿ったバイクを召喚。召喚陣をくぐると、服も制服からバイクスーツへと替わる。

　アイリーンは基本ＡＦであるマシンガンを取り出すと、全身に驚異的な変へん貌ぼうを見せる。

　アイリーンの制服が黄色いドレスに変わり、マシンガンも変形。全身に次々光の粒子が集まって、新武ぶ装そうを構築していく。

「おー、それがアッキーのＡＦですか♪　二刀流だなんて二丁拳銃のボクとおそろいですね♪　じゃあアッキー♪　二丁拳銃で射撃特化型のボクが後方支援をしますよ♪」

　アイリーンの両手に榴りゆう弾だん砲が握られ、両手の甲にはガトリング砲、両肩にはミサイルランチャー、両肩甲骨からは、巨大な衝しよう撃げき砲が真上に突き出る。

　チュリスの顔から血の気が引いた。

「なんの！　同じ射撃特化型同士負けませんよ！　権天使スキル発動！　天の啓示を得てちょっと先の未来が見える！　見えた！　アイリーンに蜂の巣にされる！」

　ゼロ秒後。アイリーンの弾幕に呑のみこまれるチュリス。

　俺がカットに入るヒマもなく、チュリスは悲ひ鳴めいを上げて逃げ回る。

「ギャー！　イタタタタタタタタタ！　痛い！　霊力装甲アーマー越しでもガトリング砲で撃たれると物もの凄すごく痛いです！　え～いセカンドサモン・能天使！」

　チュリスの二丁拳銃が白はく銀ぎん色に変わり、天使の羽根を模したマークが浮かぶ。銃じゆう口こうの下にナイフが構築されて、接近戦もこなせるオールラウンダーへと転身する。

　弾幕がやんだ。チュリスはアイリーンへ向かって、顔の前でスリーピースを作る。

「キラリーン♪　セカンドサモンを使うボクは、能天使スキルで技ぎ術じゆつ面や戦術眼を含めた全戦闘能力を高める事ができるのです♪」

　アイリーンの放ったミサイルの雨と、榴りゆう弾だんの突風がチュリスに襲い掛かる。

「ぎゃわー！　にぎゃー！　ひょえー！　ちょっ、まっ、せめて一発くらい撃たせ──」

　ちゅどーん！　ちゅどーん！　と爆発の中、宙を舞い悲ひ鳴めいを上げるチュリス。

　爆煙が晴れると、ぴくぴく痙けい攣れんし、地面に横たわるチュリスの姿が……

　チュリス、お前の死は無駄にしないぞ。

　俺は青空に、チュリスの顔を思い浮かべてから右手で敬礼をする。

「これで二対一、いくわよアキト！　潰つぶせコシュタパワー！」

　ブリジットがいつものように、バイクの側面からカートリッジを排はい莢きよう。バイクを猛たけらせ霊力爆砕で突貫してくる。そのまま交通事故のようにはね飛ばすつもりなんだろうけど、そうはさせない。

　ドゥルジにできたなら、俺にも……

　迫る殺人バイクのヘッド部分を、俺は右手で受け止めた。

「どりゃあああああああ！」

「嘘うそ!?」

　バイクが停止。俺の右腕一本の力で、完全に運動エネルギーが相殺されている。

「このっ」

　いくらブリジットがアクセルを回しても、車輪は地面を削り滑るばかりだ。

　俺はバイクのボディに指を喰くい込ませると、バイクごとブリジットを背後へ投げ飛ばす。

「うわわっ！」

　後方の地面に落ちるブリジット。

　バイクから投げ出されて、地面に倒れている。

「すごい腕力ですわね」

　感嘆の声を漏らすアイリーンに、俺は得とく意いげな笑みを見せる。

「魔王殺しばかり目立っているけど、タケルの身体能力は全召しよう喚かん霊れい中最強の一つだ」

　俺はアイリーンに、天武雲剣アマノタケグモノツルギを突きつける。

「これで一対一だなアイリーン！　第三召喚形態サードサモン・ヤマトタケル！」

　俺の全身が真紅の甲かつ冑ちゆうに覆おおわれ、腰に三本の剣が構築される。

　俺は天武雲剣を左手に持つと、右手で神殺しの剣である草クサ薙ナギノ剣ツルギを引き抜いた。

　クトゥルフ神話の旧支配者、黄衣の王と呼ばれる風神ハスター……日ひ上がみには勝てなかったけど、お前で神殺しの練習をさせてもらうぜ！

　アイリーンは両手を広げて、高飛車に言い放つ。

「アキト、今日はワタクシが貴方あなたに、召しよう喚かん術じゆつの使い方を教授して差し上げますわ！」

「ああ。派手に頼むぜアイリーン。みんなに俺の強さを解わからせた方が、一緒にいるセリアのイメージも良くなるからな。八や劔つるぎ神がみスキル発動！」

　人間という生き物は権威に弱い。目立つのは好きじゃないけど、俺がビッグになりながらセリアとイチャイチャすれば、セリアの評判も良くなるだろう。

　──お主、欲よく望ぼうが隠し切れておらんぞ。

　──隠す気がないからな！　というわけでいくぜ百ゆ合り！

　俺が戦闘態たい勢せいに入ると、アイリーンも目付きを変える。

「そうですか、なら喰くらいなさい！」

　両肩のミサイルランチャーが吼ほえる。

　計一六発のミサイルが飛ひ来らい。

　ロケットと違い、ミサイルは追尾機能がついている。足あし捌さばきでただかわすのは無駄だ。

　風神ハスターとの契けい約やく者であるアイリーンのミサイルは火を噴かず、直ちよく接せつ風をまとい、一切の空気抵てい抗こうを受けることなく飛んできた。

「破ァッ！」

　俺は剣術の足捌きと体たい捌さばきで一六発のミサイル全すべてをかいくぐりながら、通り過ぎざまにミサイルの尾翼を切断。追尾能力を失ったミサイルが、俺の遥はるか後方で爆発した。

「イヤァアアアアアアアアアアアア！」

　巨大な轟ごう音おんと爆炎、そして衝しよう撃げき波はをまき散らして周しゆう囲いが煙に覆おおわれる。

　風神ハスターと爆発物との相性は最高だ。

　爆発とは、空気が音おん速そくを越えて膨張し衝撃波を生む現象だ。

　火薬は超高熱で空気を超音速で熱膨張させる事で爆発を起こす。爆発の炎、熱はきっかけに過ぎない。爆発による破壊力の真しん骨こつ頂ちようは熱ではなく衝撃波、そして衝撃波は空気の高速膨張によるもの、そこは風神ハスターの領域だ。

　搭載された火薬以上の衝撃波をまき散らして爆発するミサイル。その威い力りよくは学年でもトップクラスだ。そして……

　──百合、今ブリジットの悲ひ鳴めいが聞こえなかったか？

　──お主が後ろに投げ飛ばしたからの。倒れていたブリジットに当たったのじゃろう。

　爆煙が晴れると、車輪が空回りするバイクの横で、ブリジットがマンガみたいに倒れて痙けい攣れんしている。

「け……計算通りだ！　よし行くぞアイリーン！」

　──お主最低じゃな！

「ミサイルが効かない……フッ、ではこの弾幕はどうかしら？」

　両手の甲に装備されたガトリング砲が火を噴いた。

　毎分一万二千発を自称するアイリーンの鋼の嵐あらし。

　俺は召しよう喚かん術じゆつの発動で身体能力だけではなく、反はん射しや神経や動体視力も強化されている。

　八や劔つるぎ神がみスキルに身をゆだねて、俺は弾だん道どうを全て見切る。走って逃げながら避け切れない弾だん丸がんを両手の得物で弾はじいていった。

「ったく、バカスカ撃ちやがって、こっちは刀しかないんだぞ」

「いくら逃げ回ってもワタクシの銃じゆうに熱暴ぼう走そうはありませんわよ」

「いくら撃っても焼けない銃身とか卑ひ怯きようだろ」

　銃とは薬室内で火薬を爆発させ、その衝しよう撃げきで弾頭を吐きだす。だから火薬の燃焼熱と弾頭との摩擦熱で銃身が焼けつき、連射継続時間には限度がある。

　しかしそこは風神ハスター使いのアイリーン。彼女のマシンガンの弾は弾頭だけで火薬がない。銃の薬室内で圧縮空気を作り、それを解かい放ほうすることで直ちよく接せつ弾頭を飛ばすらしい。

　火薬の燃焼熱が無い分、銃身が焼けつくには当分かかる。

「アキト、そろそろ空中戦といきましょう」

　アイリーンの周しゆう囲いに土煙が舞う。風神ハスター使いのアイリーンは弾幕を維い持じしたまま風の力でロケットのように飛ひ翔しようする。

　彼女を追って、俺は一息に空を駆けあがった。

　そのままアイリーンに向かって突貫する。

　ガトリング砲二門から繰り出される弾幕をかわし、かわしきれない弾は刀で弾く。

　俺はかわすべき弾、はじくべき弾を取捨選択しながらアイリーンとの距離をみるみる詰めていく。

　連射されるマシンガンの弾一発一発を目で見て判はん断だんを下せる動体視力、反はん射しや神経、そしてスピードは本物だ。

「ッッ、ガトリングも効かないとは……」

　流石さすがのアイリーンの顔にも、焦燥感が浮かんでくる。

「ならこれで！」

　アイリーンの両肩に装備された、天を仰ぎ見る衝撃砲が九〇度倒れて俺を睨にらみつける。

　砲口の奥に霊力の高まりを感じた。

　──行くぜ百ゆ合り！　真っ向勝負だ！

　──うむ、ゆけ！

　俺は王殺しの剣・天武雲剣アマノタケグモノツルギと、神殺しの剣・草クサ薙ナギノ剣ツルギをクロスさせて突っ込む。

「衝撃砲！　発射！」

　二つの砲口から、空間が歪ゆがむほどの衝撃波が放たれる。

　それを両手の剣で真っ向から受け止めて、肘ひじと肩に重圧がのしかかる。

「っ、行っけぇええええええええ！」

　空を踏みしめ突き進む。

　王殺しの剣と神殺しの剣が、黄衣の王風神ハスターの力を斬きり裂き断つ。

　霊力加速クイツク！

　俺の背中と足の裏から霊力が噴出。

　俺は一気に推進力を得て、衝しよう撃げきの本流を貫いた。

「なっ!?」

　絶句して固まるアイリーンに迫った俺は……彼女の背後から首筋に刀を当てた。

「…………どうしてだ？」

　そう言って驚きよう愕がくしたのは……俺だった。

　俺の刀がアイリーンの首筋に添えられる一方で、アイリーンの榴りゆう弾だん砲もまた、俺の腹に向けられていた。

　俺がアイリーンの背後に回り込む瞬間。アイリーンは右手の榴弾砲を西部劇のガンマンのように回転させて逆手に持ち、脇わきの下から銃じゆう口こうを俺に伸ばしているのだ。

　でも問題は、八や劔つるぎ神がみスキルを発動させた俺の動きを、どうして読めたのかだ。

「……貴方あなたを信じていたからですわ」

　さっきまでの慌てぶりが嘘うそのように、アイリーンの声は落ち着いていた。

「衝撃砲をかいくぐっても、ワタクシの正面には榴弾砲もミサイルランチャーもあります。ですから、何かしらの方法で背後へ回り込むと信じたのです」

　空の上で、背景が青空だからだろう。そう言って俺にほほ笑むアイリーンは、妙な気品があって、とても綺き麗れいだった。

「ご名答。俺の足は空中や水上を地面と同じに捉とらえることができる。だから足あし捌さばきがそのまま使える。八劔神状態の俺の回り込みは、すり抜けるのと見分けられないぜ」

　アイリーンの顔が紅潮して、満ち足りた顔で俺と向き合う。

「流石さすがはアキト、合格ですわ。これならいずれ、ワタクシと互角に戦える日もそう遠くはありませんことよ」

「え？　今まさに互角に戦っていなかったか？」

　アイリーンは、ちょっとムキになった口調で反論する。

「否定ですわっ。ワタクシがＡエイＦエフ戦闘歴一週間のアキトに本気を出すはずがありません。ワタクシは実力の半分も出していなくってよ」

　言ってから、ぷいっと、すねたように顔を背けた。

　──たくましい娘じゃのぉ……

「で、す、の、で、ワタクシのパートナーになれるよう、みっちり鍛えてあげます」

「え？　パートナー？」

　アイリーンは空中に立ったまま、ススッとさらに近寄り、俺に顔を近づける。

「だってアキトは近接型の召しよう喚かん術じゆつ師しですもの。マシンガン、榴弾砲、ライフル、ガトリング、ミサイルから衝撃砲までありとあらゆる銃火器武ぶ装そうを誇る一人軍隊ワンマン・アーミーこと、このアイリーン・アルフォードと組めば独立学園国家の歴史に名を残す名タッグとして──」

「避けてアッキー！　くらえアイリーン！」

　意識を取り戻したチュリスが、アイリーンへ二種しゆ類るいの弾だん丸がんを放った。

　放たれた水と炎の弾丸が、地上からアイリーンに接近。自分の演説に夢中のアイリーンは気付いていない。

「避けろアイリーン！」

「え？」

　俺はアイリーンを抱きよせるが、チュリスの弾丸はアイリーンのすぐ背後で水蒸気爆発を起こした。

　衝しよう撃げき波はで、俺は空中でバランスを崩くずす。

「おわっ」

　──ばかもの！　集中力を乱すでない！　空から落ちるぞ！

　俺は足を空から踏み外して、アイリーンと共にまっさかさまに落ちて行った。

「アッキー！　サンドバレット！」

　腹が底冷えする浮遊感の後に、背中から肺に衝撃が抜けた。

　アイリーンを抱いたまま、俺はチュリスが作りだした砂場に背中から激げき突とつ。それから、一度閉じてしまった目を開ける。

「うぅ、アイリーン、怪け我がはないか？」

　第三召喚形態サードサモンの人間がこの程度で怪我をするはずもないが、そこは気持ちの問題だ。仰あお向むけに倒れる俺に覆おおいかぶさるようにして、砂まみれのアイリーンは俺と体を重ねている。

「は、はい、大丈夫ですわ！」

　妙に赤い顔で、頬ほおを上気させるアイリーン。

「アキトこそ大丈夫ですの？」

　なんて聞きながら、俺の顔を覗のぞき込こんで来る。

「ああ、俺は大丈夫だよ。タケルの肉体耐久度なら今の三倍の高さから落ちても平気だぞ」

　アイリーンはホッと息をついた。

　うーん、やっぱりアイリーンって美人だよなぁ。アイリーンの美び貌ぼうは、砂をかぶってもなお陰ることはない。

　こうして近くにいると、アイリーン自身と香水の香りでドキドキしてくる。

　色白で銀髪紅眼のセリアも美人だけど、金髪碧へき眼がんのアイリーンも凄すごい魅み力りよくだ。

　将来アイリーンと結婚する男は幸せだなぁ。

「何にせよアイリーンに怪我がなくてよかったよ。じゃあ試合は引き分けってことで」

「ァはぁぁん……！」

　突然アイリーンが変な声を出して硬直。俺にぐいぐいと顔を近づけて来る。

「そんな『アイリーンにもしものことがあったら俺は生きていけない』なんて大げさですわアキト。え？『念のために今日は家まで送って行く』ですって？　悪いですわ。いえでもせっかくのお誘いですからお受け致しますわ！」

「ちょっ、アイリーンさん！　アイリーンさぁあああん！」

　──乙女フィルターバリバリじゃのぉ。

　──あー、うん、本当に将来アイリーンと結婚する男は幸せだと思うよ、おおむね。

　俺は心の中で苦笑いをした。

　アイリーンは、俺と目の鼻の先まで顔を近づけてくる。

「ところでアキト、今日の四時、ワタクシの寮に来ていただけます？　アキトの召しよう喚かん術じゆつ科か復帰祝いを致しますわ」

　復帰祝い？　別にめでたくもないけど、まぁ好意には甘えておくか。

「おう、じゃあ放ほう課か後ごにな」

「アイリーンあんたぁあああああああ！」

　俺が足を向けている先を見る。意識を取り戻したブリジットが、バイクを起こしたポーズで、顔を真っ赤にしてわなわなと震えている。

「何アキトとキスしてんのよぉおおおおおおおおお！」

「え？　キス？」

　そっか、ブリジットの角度からだとそう見えるのか。

「おいおい何を勘かん違ちがいして──」

　アイリーンが手で俺の口を塞ぎ、無言のままにブリジットへ勝ち誇った顔をする。

「あ、あ、あ、あんたねぇ～！」

　ブリジットがバイクにまたがった次の瞬間、信じられないような事が起こる。

「フ、ザ、ケ、てんじゃ、ないわよぉおおおおおおおおおおおおお！」

　バイク型ＡエイＦエフコシュタパワーが激しくスパーク。前面部分に二門の機銃じゆうが構築。

　ブリジットの格好も大きく変わる。青いバイクスーツ姿の上から、足や右腕、左肩に西洋甲かつ冑ちゆうのような装甲が現れ、右腕の甲には巨大な盾まで構築される。

　顔を隠す半透明のバイザーは、西洋兜かぶとを模した形だ。

　そんな、中世騎士と現代ライダーの特徴を見事に共存させた出いで立たちのブリジットは、自分の様子に気づいていないようだ。

　死の精霊デュラハンの愛馬だけあり、禍まが々まがしい雰囲気を放つモンスターマシーン、コシュタパワーはエンジンのいななきを上げ、ヘッド部分が俺らを睨にらむ。

「ちょっ、ブリジットお前それ、まさか第三召喚形態サードサモン」

「潰つぶせコシュタパワー！」

　俺とアイリーンは、仲良くまとめてはねとばされた。


　　　◆














　──わしのサポート無しに戦いきるとは、お主も成長してきたの。

　──百ゆ合りが何度も俺の霊力の操そう作さをしてくれているのを体感しているからな。覚えたよ。

　昼休み。ブリジットの誤解を解き、俺らは食堂に集まった。

　姉さんが弁当を用意してくれる俺とセリアは、先に窓際で丸テーブルの席を取っておく。それから、まずはピザを片手にチュリスが登場。丸テーブルの椅い子すは六つ。俺の右隣にセリアが座っているのを確認すると、俺の左隣に座ってきた。

「チュリスは今日もピザか。飽きないな」

「ええそうですよピザですよ。今日は特にブリジットまでサードサモンなんて使って、裏切られたボクはピザのヤケ食いをするのですっ」

　チュリスはご機嫌斜めで、ふくれっつらになる。

「よくそれで太らないな」

「地中海生まれのラテン系ですからねっ」

　べーっと、舌を出して、チュリスはみんなを待たず食べ始めてしまう。その様子に、俺はくすりと笑った。

「関係あるのかよ」

　ブリジットとアイリーンの声が同時に聞こえたのは、その時だった。

「「あー！」」

　二人はトレーに注文した料理を持って、俺らを見て固まっている。

　どうしたんだ？　料理に驚く要素なんて無い。席も、今俺はセリアとチュリスに挟まれている状態なんだけど、これも問題ないだろう。

　ブリジットがちょっと目め尻じりを上げて、チュリスへ向けて声を荒らげる。

「チュリス、何であんたがそこに座ってんのよっ」

　続いてアイリーンも、厳しい顔で追求する。

「そうですわ、早く退のきなさいっ」

　心の毛羽立った二人に、チュリスは堕天使のような笑顔で答える。

「ボクはあらかじめ争いの種を摘み取ったのさ。これもお二人への愛ですよ。その為ために焼き上がるのが早い薄生地のピッツァを頼んだんですからね。ウシシ」

　ブリジットとアイリーンの額に、青筋が浮かんだ。

「なんだ？　二人ともこっちの席が良かったのか？　じゃあほら、どっちか座れよ」

　俺は席を立つと、反対側の三席のうち、真ん中の席に座った。

　と、同時にブリジットとアイリーンが、俺の左右に座って来た。

「あれ？　二人ともあっちの席が良かったんじゃないのか？」

「気が変わったのよ」

「気が変わりましたわ」

「ふーん……」

　俺の中で、百ゆ合りが息をついた。

　──お主もじゃが、この二人も変わらないのぉ。

　──まぁな。ところで俺の何が変わらないんだ？

　──……スケベなところじゃよ。

　──なるほど、否定できん。それよりもだ。

「さっきはごめんなセリア。ブリジットのせいで試合ができなくて」

「うっ」

　ブリジットが気まずそうに体を硬かたくして、恥ずかしそうにする。

　結局、あれからブリジットが俺を追いかけまわしてグラウンド中を爆走。授業は大混こん乱らんになって、セリアはちゃんとタッグバトルをできなかった。

「それでセリア、さっきの試合見てどうだった？　誰か組みやすそうな奴やつがいたなら、次はそいつと組んでみたらどうだ？」

　俺はセリアとみんなが仲良くなれるよう、みんなを巻き込んだ形の質問を投げかけた。

　すると、セリアは少し考えるような仕草を見せてから、チュリスへと視線を向ける。

「組みやすそうな人は解わかりませんが……チュリスさん、聞いてもよろしいでしょうか？」

「なんだいセリアちゃん？　君の質問ならボクの性的好みまで全部教えてあげますよ」

　チュリスはキラン、とキメ顔を作った。

「先程の模も擬ぎ戦せんで、チュリスさんは権天使を召しよう喚かんされましたが、セカンドサモンからは能天使に変わりました。あれは何な故ぜですか？」

　途と端たんにチュリスの顔が曇る。

「あー……よく解わからないんだけど、なんかボクの持ち霊って召喚段階上げると天使の階級も上がっちゃうみたいなんですよ」

「それは凄すごいですね」

　チュリスは頭をかきながら、渋い顔をする。

「……凄くなんてないよ……だって権天使は天使の九階級中、上から七番目の下級天使。能天使は上から六番目の中級天使。まだ使えないけど、サードサモンで上から五番目の力天使になったとしても結局、中の中、二流の天使ですよ……ボクもアッキーみたいに序じよ列れつ入りしたいなぁ……」

　チュリスらしくない、落ち込んだ声だった。

　でも、前に言って否定されたけど、俺もチュリスは凄い奴やつだと思う。

　チュリスは俺との模擬戦で、拳けん銃じゆうから炎の弾だん丸がんと水の弾丸を放った。あれは召しよう喚かん術じゆつではなく、通常の攻こう撃げき魔ま術じゆつだ。

　人間自身の力で行う攻撃魔術よりも、召しよう喚かん霊れいの力を借りた召喚術のほうが強いだけで、人は訓練次第で、召喚霊と契けい約やくしなくても魔法攻撃ができる。

　チュリスは独学で攻撃魔術の勉強をして、ＡエイＦエフの拳銃からあらゆる属性の弾丸を撃てるようになった。

　俺の知るチュリスは、自分の弱点を受け止めた上で、それを補おうとする頑張り屋だ。ただし、天使の力で底上げしているにも拘かかわらず、弾丸の威い力りよくは決して高くない。

「そういえばアキトは序列入りしていますわね。どうでしょうか。このままワタクシのように上位ランカーを目指しては？」

　アイリーンは笑顔で俺の顔を覗のぞき込こんで来る。長い金色のまつ毛に縁取られたサファイア色の瞳ひとみが間近に迫って、俺は心臓が高鳴った。

「え、遠慮しておくよ。あまり社会的な名声には興味ないんだ」

「もったいないですわねアキト。せっかくヤマトタケルを召喚しましたのに」

　眉まゆ根ねを寄せるアイリーンに、俺は笑って返す。

「俺はセリアを守るセリアのヒーローになるって決めたんだ。社会なんて眼中になし」

「それは、そうですが……」

　アイリーンが残念そうに言こと葉ば尻じりを下げるのを聞いて、俺はキザな笑みを作った。

「そうかそうか、つまりアイリーンは俺のことが大好きだけど一庶民に過ぎない俺とアルフォード家の自分じゃ家族が交際を許してくれない。だけど俺が上位ランカーになって出世すれば大手を振って俺と付き合える。というわけだな、気付かなくてごめんよ」

「妄もう想そうも大概にしなさいこの髪フェチ犬！」

　アイリーンは人差し指で俺の額をつっつきながら、吐息がかかるほど顔を寄せて来る。

「ははは、悪かったよ。んー、でもなぁ。あらためて考えると名声も悪くないのかな？」

「え？」

　アイリーンの表ひよう情じようが、パッと明るくなりながら紅潮する。

「あの、アキト、それはつまり……」

　両目をキラキラと輝かがやかせるアイリーンに、俺は自分の想おもいを告げた。

「おう。俺が社会的地位を築いたらその権力でセリアを守れるんじゃないか？」

　アイリーンの表情が固まった。

「セリアが学校で苦労しないように、さっきはアイリーンと派手に戦って見せたけど、俺が社会的に目立てば社会全体からの印象が……って、どうしたアイリーン？」

　何な故ぜかアイリーンはしゅんとして、肩を落としている。

「どうしたんだよアイリーン、俺なんか変な事言ったか？」

「え!?　いやその、それはですね……」

　アイリーンは頬ほおを染めて、うつむきながらもチラチラと上目づかいに俺を見て来る。

　そして、意を決したように顔を上げた。

「ワ、ワタクシは別にアキトがワタクシの──」

「それよりアッキー。ボクもセリアちゃんを守る戦力になれるよう、サードサモンの秘ひ訣けつを教えて下さいよー」

「秘訣って言われてもなぁ……」

　俺じゃなくて百ゆ合りが使ってくれて、その時の霊力の流れを再現しただけだからな。

　みんなが長い練習でコツを掴つかむ中、俺は最初からコツを知っている状態だ。

「おいアイリーン、今何か言いかけなかったか？」

　アイリーンは意気消沈して、呟つぶやく。

「いえ……なんでもありませんわ」

　消え入りそうな声で、がっくりとまた肩を落とした。

「それよりアキト。妹の美み冬ふゆさんは昨日どうでしたの？」

　気を取り直すようにシャリアーピンステーキをナイフで切りながら、アイリーンは俺に尋たずねる。ていうか真昼間からステーキかよ……

「どうって、何がだ？」

「何って、立派な召しよう喚かん霊れいと契けい約やくできたかどうかに決まっていますわ。持ち霊は一生変えられません。召しよう喚かんの儀ぎ式しきは召しよう喚かん術じゆつ師しの一生を決める決戦の日なのに何を呑のん気きな」

　眉まゆ根ねを寄せて顔を近づけてくるアイリーン。性格はともかくとして、アイリーンは顔だけは凄すごい美少女なので、俺はちょっと嬉うれしい。

「そうか？　大事なのは召しよう喚かん術じゆつ師しの実力だろ？　実際、持ち霊が良くても強さは凡人なんて珍しくも無い」

　それでも凡人レベルで、劣等生はいない。やはり持ち霊は重じゆう要ようなんだと思う。

　けど、俺はチュリスを元気づける意味でも、あえてそう主張した。

「それはそうかもしれませんけど……しかし持ち霊の強さは潜在能力で決まる。これは常識ですわ。もしもスライムなんて呼び出したら、それこそ一生劣等生のレッテルを貼はられていい笑い物です。ワタクシが妹のアリスの事をどれほど心配したか……」

　アイリーンは握り拳こぶしを震わせて、グッと歯を食いしばる。

「うちの美み冬ふゆは狛こま犬いぬっていう神獣を召しよう喚かんしたけど、アリスちゃんに聞かなかったのか？」

　アイリーンには、美冬と同じクラスである妹のアリスがいる。美冬とは仲が良いので、アリスに聞けば美冬の持ち霊も分かるはずだ。

「昨日はアリスのお祝いに夢中で忘れていましたわ。何せアリスは、ワタクシの持ち霊ハスターの右腕とも言える神霊、超高位召しよう喚かん霊れいイタカを召喚したのですから♪」

「おー、それは凄いな」

　俺が軽く手を叩たたくと、上機嫌なアイリーンはますます気分を良くして喋しやべる。

「ええほんと、流石さすがはこのワタクシ、アイリーン・アルフォードの妹でありアルフォード家の四女ですわ♪　ああ、あの優ゆう秀しゆうさは誰に似たのかしら。勿もち論ろんワタクシにでしょうけど」

「でもそんなに心配だったなんて意外だな。アイリーンだったら『ワタクシの妹なら絶対一番に決まっていますわ』ぐらい言って心配しないと思っていたぜ」

　途と端たんに、アイリーンは言いい淀よどむ。

「え、あの、それは……でも万が一ということもありますし……」

「シスコン」

　俺のツッコミに、アイリーンの顔がリンゴのように赤くなる。

「シ、シスコンなんかではありませんわ！　それを言うなら、アキトのほうがよっぽとシスコンではありませんこと？」

「シスコンですが何か？」

　俺が凛り々りしい声で言うと、アイリーンはへの字口で黙ってしまった。

　そして、チュリスは絶望しきった顔で、

「神獣に、神霊……世の中は不公平だなぁ……」

　とか言って、アイリーンと同じく黙ってしまった。

　場の空気が沈むと、ブリジットが新しく話題を振ってくる。

「そういえばアキト、朝話したブーストの話だけどさ、もしも本当だったらアキトは利用したいって思う？」

「お前じゃあるまいし、そんな妖あやしげなもの利用しねぇよ」

「あたしはブーストなんかしていないわよ！　否定よ否定！」

　俺はチュリスを巻き込む。

「でも怪しいよなチュリス」

　チュリスの暗い顔が、若じやつ干かんやわらいだ。

「確かに……ボクと同じセカンドサモン止まりだったのに、急に変ですよねぇ」

　アイリーンも尻しり馬うまに乗る。

「いくらワタクシに勝てないからといってズルはいけませんわよブリジット」

「だから違うっつってんでしょうが！」

「じゃあなんで急に第三召喚形態サードサモンできるようになったんだよ？」

　俺が身を乗り出すと、ブリジットは僅わずかに赤面して、俺から視線を逸そらした。

「そ、それは……だからその、それだけ精神的極きよく限げん状態と感情の爆発が……」

「あー、俺とアイリーンがキスしていると勘かん違ちがいしたやつな、でもなんでそれで第三召喚形態が使えるんだよ」

「だから、それは……」

　俺は一度手を叩たたく。

「そうかそうか、つまりお前が愛してやまない俺が他の女子とキスをしていると思ってヤキモチが限界に達したと。お前の気持ちに気付かなくてごめんよマイハニー」

「そんなわけないでしょバカ！　いいからさっさと食べちゃいなさい！」

　両目を吊つり上あげたブリジットに怒られてしまった。

「はいはい、わかってますよ、と」

　俺がへらへら言いながらご飯を食べ始めると、何な故ぜかブリジットの表ひよう情じようがしゅんとしてしまう。俺の中で、百ゆ合りが涙を流す。

　──うぅ、秋あき人と。お主はなんて残念な男なんじゃ。

　──おいおい、それはどういう意味、ん？

　その時、俺はアイリーンが勝ち誇った顔でブリジットを眺めているのに気付いた。

　──どうしたんだアイリーンの奴やつ？　そういえば今日アイリーンの家で俺の復帰祝いだったな。ブリジット達たちも行くんだろうし、セリアも連れて行こう。これを機にセリアとアイリーンがもっと仲良くなってくれたらいいな。

　──うおおお秋人。わしは涙が止まらんぞ！

　──そうかそうか。百合も喜んでくれるか。

　──秋人ぉ。

　俺の中で、百合は涙を流し続けるのだった。


　　　◆



「完かん璧ぺきですわ！」

　放ほう課か後ご。アイリーンは自宅の特等寮のキッチンで、焼いたケーキに仕上げをほどこし、満面の笑みを浮かべていた。アメリカのアルフォード財閥の御ご令れい嬢じようである彼女は、ＶＩＰ用の超高級マンションの特等寮を借りている。

　そこに今日は、愛いとしの鷺さぎ澤さわ秋あき人とを招いている。妹のアリスは今、友達の家だ。

「あぁ、アキトは早く来ないかしら♪」

　頭上にハートを浮かべて、頭の中はお花畑だ。

「ふふ、アキトの召しよう喚かん術じゆつ科か復帰を祝って家に招待するなんて流石さすがワタクシ。これでブリジットよりも一歩、いえ三歩はリードしてみせますわ♪」

　それからは頬ほおを染め、一人で『好きだよアイリ』『そんないけませんわアキト』と妄もう想そうに浸る。乙女回路が暴ぼう走そうして妄想が止まらない。

　そのまま床に倒れ込みそうになった瞬間、インターホンが鳴る。

「ん、カギが開いているぞ。不用心だな」

「アキト♪」

　羽が生えたように軽い足取りで。キッチンから玄げん関かんへと羽ばたくアイリーン。今、彼女のアキト陥落計画のプロローグが始ま──

「アイリーンさんの寮は随ずい分ぶんと広いのですね」

「ああ、アイリーンが住んでいるのは特等寮なんだよ。金持ちは凄すごいよな」

　メロンのような胸を揺らしながら、セリアが秋人の後ろから入室してきた。

　アイリーンは、頭上から鐘で殴られた気分になった。エピローグの音が聞こえる。

「なな、なんでセリアさんがうちに……」

「え？　俺の復帰祝いってみんなでするんじゃないのか？　セリアは転校してきたばっかだし、アイリーンと仲良くなるいい機会だと思ったんだけど」

　秋人の背後から、やや元気のないチュリスが顔を出す。

「えっと、一応ボクもいますよ」

「さっきそこで会ってさ。お前チュリスにも言っていないみたいだけど。今日って俺だけ呼ぶつもりだったのか？」

「……そ、そんな」

　アイリーンの秋人陥落計画は、プロローグも始まらずにエンドロールを迎えた。

「どうしたんだよアイリーン、元気がないぞ？」

「い、いえ別に」

　セリアが、秋人の袖そでを引っ張った。

「アキトさん、おそらくアイリーンさんはアキトさんと二人きりになりたかったのでは？」

　アイリーンの頭から蒸気が噴き上がる。

「ななな、貴女あなたは何を言って」

「なんだよアイリーンそういう事かよ。さぁアイリーン俺の胸に飛びこんでおいで」

「凡民は黙りなさい！　まったく…………ワタクシ……紅茶を淹いれてきますわ……」

　肩を落とし、ふらふらと頼り無い足取りでキッチンへ戻るアイリーン。秋あき人とはその背中を見て、セリアに向き直った。

「セリア、アイリーンを手伝ってきてくれないか？」

「解わかりました。友達になれるよう頑張ってみます」

　セリアの姿も見えなくなると、秋人は模も擬ぎ戦せん以来おとなしいチュリスに笑顔を向ける。

「そうだチュリス。セリアとアイリーンの仲が深まるよう、間を取り持ちに行ってくれよ。こういうのはムードメーカーのチュリスが適任だろ？」

　チュリスらしくない、しおらしい表ひよう情じようが、七分咲き程度の笑顔になった。

「…………はい、アッキー」


　　　◆



　その頃、キッチンではアイリーンが紅茶のカップを握ったまま、溜ため息いきをついた。

「はぁ、どうして上手くいかないのかしら……」

「何がでしょうか？」

「だからアキトと、うわぁっ！　セセ、セリアさんそこにいましたの!?」

　秘めたる本音を聞かれ、アイリーンは高級ティーカップの取っ手をもぎとってしまった。

　セリアの頭の中で、秋人の言葉が蘇よみがえる。

『でもセリア。今よりもっと仲良くなるなら、セリアの方からも積極的に話しかけてみようぜ！』

　セリアは無む表ひよう情じようのままに尋たずねる。

「アイリーンさんはアキトさんの事が好きなのですか？」

「なな、何を言ってやがりますですかあなたはぁっっっ！」

　アイリーンの頭から蒸気が噴き出し、壊れたティーカップを振り回す。

　だが『違うのですか？』と聞かれると『うっ』と言葉に詰まってしまう。

「それは…………」

　冗じよう談だんみたいに赤面しながら、恥じいるように顔を伏せるアイリーン。手元は壊れたティーカップ同士がカチャカチャと音を立てる。本当は指を絡ませ気を紛まぎらわせたいのだ。

「その………………」

　セリアはあえて何も言わず、アイリーンの言葉を待つ。

「キライ………………じゃ、ありませんわ…………」

　顔は上げて、けれど視線だけは思い切り横に逸そらしながらの言葉だった。

　ずっと隔かく離りされていたがセリアも少女である。あれだけバレバレの態度を取れば、アイリーンが秋あき人とを好きな事ぐらいはすぐに解わかる。

「アイリーンさんは、恥ずかしがり屋なのですね」

　言われて、アイリーンは胸と虚勢を張る。

「このワタクシが恥ずかしがり屋？　このアメリカ名門アルフォード家三女。アイリーン・アルフォードのどこが」

「好きな人を好きと言えないところが、です……」

　エリートらしい、余裕の表ひよう情じようを浮かべたまま固まった。せっかく引いた赤みがまた徐々に戻ってくる。エリートスマイルをやめ、やや気まずそうにアイリーンは呟つぶやいた。

「あ、貴女あなた、魔王使いのわりには普通の人ですのね」

「イメージと違いますか？」

　無む表ひよう情じよう無感動な言動。だが、質問は明らかに他人に興味を持っている内容だ。

「ふんっ、持ち霊の性質は召しよう喚かん者の人間性で決まる？　そんな凡民の下げ賤せんな噂うわさに流されるほどワタクシは俗物ではありませんわ。このアルフォード家三女、アイリーン・アルフォードをバカにしないで頂きたいですわ。それに」

　と言って、アイリーンは少女の顔になる。

「アキトは、そういう事をしない人ですもの……」

「……何な故ぜ、アイリーンさんがそれを知っているのでしょうか？」

「あ、貴女には関係ありませんわ」

　慌てて手を振るアイリーン。セリアは質問の仕方を変えた。

「アキトさんとの馴なれ初そめは？」

　アイリーンの顔がパッと笑顔になる。

「アキトとワタクシの馴れ初めですの？　うーん、そうですわねぇ、あれはワタクシが初しよ等とう部ぶにいた時の事ですわ。あの頃のワタクシは高貴な生まれと際立った優ゆう秀しゆうさのせいで周まわりの生徒から妬ねたまれ、その……良くない状況にありましたの」

　壁にのの字を書きながらアイリーンは語る。

「でもアキトだけは優秀なワタクシを素直に褒ほめてくれましたの、お前凄すごいなって」

「……アキトさんは、昔からそういう人なのですね」

「昔から？　そういえば先程も、何故それを知っているとか、どういう意味ですの？」

　聞き返されて、セリアはたっぷり一秒間目を閉じてから語る。

「私は、生まれつき色素が薄いアルビノという体質です。目は血の色が透すけて瞳ひとみの部分が赤く見えますし、髪も母の銀髪とは違い白はく銀ぎん色となっています」

　それは彼女にとって辛つらすぎる記憶だったが、先にアイリーンの話を聞いたおかげですんなりと口から流れた。

「ルシファーを召喚する前から、この髪と目のせいで差別され、父と母は私がルシファーを召しよう喚かんすると失しつ踪そうしました」

　淡々と語るセリア。アイリーンの顔からエリート特有の余裕が身を潜める。

「ルシファーを召喚すると閉じ込められ、隔かく離り施し設せつでも悪魔の子、隔離なんてしないで殺せばいいのにと言われ続けましたが、アキトさんはパンデモニウムやパンテオンと戦った時に言いました」

『全世界がお前の全すべてを否定するなら!!　俺がお前の全てを肯定する！』

「この髪と目もキレイだと、好きだ、と」

　セリアの目元が僅わずかに緩んだのを見て、アイリーンは胸が温かくなる。

　やはり秋あき人とはそういう人なのだ。

　出る杭くいを打たず、妬ねたまず、足を引っ張らず、凄すごい事を凄いと、良い事を良いと言える。

　世間のつまらない噂うわさや俗説、くだらない集団心理に流されず自分の思った通りに行動する。セリアの言った通り、秋人は昔から変わらない。バカでスケベだけど、彼は──

　そこで、紅茶を淹いれながらアイリーンは気付いた。セリアが自分と同じような体験をした、という事は、まさか、と。

　秋人に褒ほめられた美び髪はつと麗れい瞳どう。悔しいが自分と同等と言ってよいキレイな顔立ち。泣きたい程悔しいが自分など及びもつかない程秋人好みの爆乳を見て、アイリーンは愕がく然ぜんとした。ブリジットならまだなんとかなると思ったが、セリアに勝つのは骨が折れそうだ。












　そしてその様子を、チュリスはこっそりと覗のぞき見みていた。


　　　◆



　チュリスが『ボクが出るまでも無かったよ』と言って戻って来てからしばらくすると、キッチンからアイリーンが笑顔で姿を現す。

「お待たせ致しましたわアキト」

　小さめのホールケーキを乗せたトレーを手にしたアイリーン。そのすぐ後ろに、紅茶を四人分乗せた、別のトレーを持ったセリアが続く。

　その時、俺は二人の間に温かい空気を感じた。なんて言うか、他人特有の緊張感とか、そういうのが無くて、自然な距離感で歩いている。

　──どうやら仲良くなったらしいな。セリアをキッチンへ行かせて正解だ。

　──ぬおおお。何な故ぜそこまで解わかるのに。そんな些さ細さいな変化にも敏感に気付くのにお主という奴やつはぁああああああ！

　百ゆ合りが俺の中で地団太を踏んだ。人の精神世界を踏みつけるなよ。

　アイリーンは上品な笑顔で俺をみつめながら、声をはずませる。

「今朝、実家のパティシエが届けてくれたケーキですわ。お口に合えばよろしいのですが」

　リビングのソファに座る俺の前のテーブルに、一般的な生クリームのイチゴケーキが置かれた。その見た目は普通のようで普通では無い。乗っているイチゴのサイズと形、光沢で昔の記憶がデジャブする。

　──確かこれって、イチゴの女王様とか言われている一粒千円のやつだよな？

　──この匂におい……中に富ふ士じクラウンメロンを挟んでおるな。生クリームは北海道産の生搾り牛乳製か。

　──これ一つで幾らするんだよ？

　キングオブ庶民である俺は、ひたすらケーキの値段が気になってしまう。

　そのケーキの存そん在ざい感に圧倒されながら、思わず唾つばを呑のみこんだ。

　続けてアイリーンは、セリアが配膳する紅茶の茶葉の説明をしているようだけど、頭に入ってこない。

「あら？　ワタクシとしたことが、ナイフを忘れてしまいましたわ。待っていて下さいアキト。今すぐキッチンから持って──」

　アイリーンが言い切る前に、テーブルの横に立つセリアが、突然空間に召しよう喚かん陣を展開。中から這はい出だしたグリップを握り込むと、凶悪なサイズの大おお鉈なたを引きずり出した。俺らの肩がびくりと跳ねあがる。

「これで斬きりましょう」

　ジャキーン。と俺とアイリーンの間を断ち切るように差し出される高周波鉈型ＡエイＦエフ。猛もう獣じゆうの首も一いち撃げきで落としそうな、その大ぶりな刃やいばに俺は冷や汗と動どう悸きが止まらない。

　俺は声を裏返して震えた。

「あの、セリアさん？　それはなんでございますですか？」

「これからの戦いに備えて戦力を強化しようと思いまして。休み時間に申請したＡエイＦエフを、六時間目の前に受け取りました」

　セリアは無む表ひよう情じよう無感動な顔で俺にそう説明した。

　学園国家の各学園には、装備局と呼ばれる場所がある。そこに必要なＡＦを申請して通れば、早ければその日の内に受け取れる。

　セリアの、程良くやわらかそうな白いふとももには、ナイフホルダーが顕在だ。おそらくこの鉈なたは第二のＡＦか、両手ナイフで戦うつもりなのだろう。

「せっかくですので、ケーキで切れ味を試しましょう」

　無感動な声で鉈を上下にぷらぷらさせるセリア。

　なぜだろう。俺の日本刀型ＡＦの方が絶対に殺傷力は高いはずなのに、いつも通り無表情のセリアが凄すごく怖い。

　無言でケーキを四等分するセリアに、俺は妙にドキドキしてしまう。いや、これはきっとセリアの爆乳にドキドキしているんだ。うん、そうに違いない。

　もちろんナイフにはクリームがついてしまうが、セリアが高周波のスイッチをＯＮにすると、微細な振動でクリームが下に流れ落ちる。肉厚な刃やいばが、室内照明の光を反はん射しやした。

　キラリと光る刃を見下ろして、チュリスとアイリーンも頬ほおが引きつっている。

「では」

　と言ってセリアは大おお鉈なたを位相空間へ戻して、俺の隣に座った。途と端たんにアイリーンの引きつる頬が固まる。

「セセ、セリアさん。わざわざアキトの隣に座らなくてもこちらが空いておりますわよ！」

　ソファは、リビングのテーブル四辺を囲むように置かれている。でも、セリアは三人掛けソファに座る俺の右隣にお尻しりを下ろした。俺とセリアの肩が、ちょっと触れ合う。

　密着しているわけじゃないのに、すぐ隣に可愛かわいい女の子が座っているだけで気分が良くなってくる。男って単純だよな。

「いえ、私一人で一つのソファを占有するなど、そんな贅ぜい沢たくなことはできません。私はここで十分です」

　淡々と答えるセリア。でも何な故ぜだろう。今のセリアは瞳ひとみの奥から、策士のような光を感じる。だが俺も、金髪銀髪サンドイッチになる光明を見て、策士の心が動いた。

「なんだ、アイリーンもこっちに来たいのか？」

　俺は『おいでおいで』と、アメリカ風に掌てのひらを上に向けて手招きをする。

「べ、別にそのような事はありませんわ」

　アイリーンは頬を染めてそっぽを向きながら、チラッと視線だけこちらに向けている。

「おいおい、せっかくセリアと友達になったのに、つれないことを言うなよ。物理的距離は心の距離。このテーブルを隔てたアイリーンとセリアの距離はお前らの心の距離だぞ」

「え？」

　アイリーンの顔が、バッと俺らの方を見る。

　俺は優しい声音を作り、教え諭すようにボッチお嬢様アイリーンへ語りかける。

「まぁでも、いきなり隣でケーキを食べるのはハードルが高いだろうからそうだな、まずは俺を間に挟んでケーキを食べるっていうのはどうだ？　女子友同士で隣り合ってスイーツタイム。やっぱ女の子はそうじゃないと。その第一歩としてさ、な？」

　アイリーンは顔を真っ赤にして、両手を頬ほおに当てる。

「じょ……じょ♪　し♪　と♪　も♪」

　言葉の響きだけで身をよじらせて、アイリーンは腰をちょっと浮かせる。そして、そのままこちらへ来ようするが踏みとどまる。ここでとどめの一発。

「セリアもアイリーンと一緒のソファで食べたいよな？」

「『女子友同士で隣り合ってスイーツタイム』とても素敵な響きですね。やってみたいと私は感じています」

「ほら、セリアもこう言っているだろ？」

　俺は席を立って、アイリーンの横に腰を下ろすと、彼女の金髪で飾られた耳元で囁ささやく。

「セリアはずっと施し設せつで友達がいなかったんだ。ここはエリートとして寂しい庶民の期待には答えなくちゃ」

　アイリーンはハッとして、勢いよく立ち上がる。

「そうですわよね！　何せワタクシ、エリートですので！」

　アイリーンは花火のような笑顔で両手を広げ、全身から幸せオーラを放出する。

「セリアさん。今まで随ずい分ぶんと御苦労をされた事でしょう。辛つらかった事でしょう。ですがもう安心ですわよ！　これからはこのアイリーン・アルフォードがセリアさんの大親友として守って差し上げますわ！」

　一〇〇万ドルのスマイルで目に星をちりばめるアイリーン。

　昔から、アイリーンのこういう姿はほほえましくて、いつ見ても和んでしまう。

「そうですわ。実はワタクシの自作ケーキもありますの。是非食べて下さい♪」

　言って、アイリーンは鼻歌を歌いながらキッチンへと消える。

　すると、今度はチュリスがハッとする。

「アッキー。何かボク達たち、大切な事を忘れていませんか？」

「うん。なんか俺もそんな気が……」

　思い出す前に、答えは返って来た。

「お待たせしました皆さん。こちらがワタクシのケーキです♪」

　戻って来たアイリーンがテーブルに新しいケーキを置いて、俺らは言葉を失った。

　真っ青なケーキにはあらゆる原色と蛍光色の飾りが突き刺さり、極めつけは一見クリームに見える白いモノが全すべて砂糖の塊である点だ。

　アメリカ人のアイリーンは、切り分けた自分の分のケーキをおいしそうに食べる。

　俺、セリア、チュリスの顔は青ざめる。自分達たちの知るケーキの倍以上の甘さとカロリーを持つ肥満物質を見下ろし、互いに顔を見合わせた。

　俺は目で謝る『ごめん、アイリーンの料理センスを忘れていた』

　セリアは目で語る『かまいません。アキトさんは忘れていたのですから』

　チュリスは目で語る『アッキー、あの世でまた会おうね』

　俺がなんとかして断る方法を考えていると。

「そ、それとアキト。そろそろ昔のようにワタシの事は愛称でアイリと呼んでくれます？」

　はにかんだ笑顔でお願いするアイリ。もう断れる空気ではなかった。

　──あ、秋あき人と、わしは感覚共有遮断するから存分に食え。

　──裏切りものぉおおおおおおおおおおおおおお！

　脳内嫁は、簡単に俺を裏切った。


　　　◆



　夕方前。俺達はアイリーンに別れを告げて、特等寮を出る。

「じゃあアッキー、ボクは女子寮だから」

　俺とセリアが家族寮へと戻る途と中ちゆう、チュリスはそう言って、違う道へと向き直る。

　チュリスはアイリーンに簡単に負けて、ブリジットが第三召喚形態サードサモンに目覚めた模も擬ぎ戦せんから、どうにもテンションが低く感じる。普段は明るいチュリスだけど、やっぱり俺らとの差に悩んでいるのかもしれない。俺はチュリスの背中を呼びとめた。

「なぁチュリス」

　振り返るチュリスに、俺は戦友へ向けるような笑顔で親指を立ててみせる。

「セリアを守るために、一緒に強くなろうぜ。色々な属性の弾だん丸がんを撃つ力は、俺らにはない。汎用性が高いチュリスがいてくれたら、きっと戦術の幅も広がると思うんだ」

　チュリスの目が大きく開いて、俺の視線をしっかりと受け止めてくれた。

　確かに、今のチュリスでは戦力不足かもしれない。

　でも、チュリスの『自分もセリアを守りたい』という気持ちを否定したくないし、チュリスみたいに人を差別しない子には、セリアと仲良くして欲しい。

「実はさ、俺の強さって全部タケルの基礎性能頼みで、俺自身は召しよう喚かん術じゆつヘタクソなんだよ。兄貴が使えたスキルとか技、全然使えてないし、日ひ上がみにもボロ負けしたし。神殺しなのに神霊使いの日上に負けるとかありえねぇだろ？　タケルを召しよう喚かんできたのは、俺に才さい能のうがあるからじゃなくて、前の持ち主が兄貴っていうのが関係しているんじゃないかな。はは」

　俺は自じ嘲ちよう気味に笑ってから、今度は力強い声で宣言する。

「でも俺はやるぜ。才さい能のうなんて関係ねぇ。努力してタケルの力を使いこなして、兄貴と同じヒーローになるんだ。だからチュリスも一緒に頑張ろうぜ。辛つらい修行も友達となら、仲間と一緒なら乗り越えられる。それがヒーローの強みだ」

　俺の夢に、チュリスはにっこりとほほ笑み、頷うなずいてくれる。

「はい、ありがとうですよ、アッキー♪　それにセリアちゃん」

　チュリスは、セリアの手を握りながら語りかけた。

「清らかな聖せいなる天使使いであるボクが保障するよ。セリアちゃんは悪の魔王使いなんかじゃない。とっても可愛かわいい女の子なんだから。天使使いのボクと仲の良いところを世間に見せつけて、みんなの誤解を解きましょうね」

　セリアの無感動な瞳ひとみに、薄い期待が映る。

「ありがとうございます、チュリスさん。ですが、どうして私を守ってくれるのですか？」

「そんなの、友達だからに決まっていますよ」

　チュリスはセリアを抱きしめた。抱きしめるチュリスと、抱きしめられるセリア。二人の横顔は、まったくの対極だった。

　チュリスの顔は天使のように優しく笑って、セリアの顔は母親に会えた迷い子のように涙を滲にじませ、安あん堵どに目をつむる。

　その光景を見て、俺は良かったと明るい気持ちになる。

　ブリジットも、チュリスも、アイリーンも、みんなセリアを受け入れてくれている。

　セリアの、普通の暮らしがしたい、という願いは叶かなえられそうだ。

　晴れやかな気持ちの俺に、百ゆ合りの真剣な声がかかる。

　──秋あき人と。チュリスの戦力では、むしろお主が守る対象が増えてしまうと思うのじゃが？

　──でもチュリスの気持ちを無駄にはできないだろ？　実際チュリスの汎用性は魅み力りよく的だしさ。安心しろって、何かあっても、タケルと魔王殺しの力があればなんとかなるって。

　実際、俺はドゥルジを倒し、日ひ上がみを退けさせている。それに序じよ列れつ七〇位のアイリーンも一緒だ。余程の強敵に会っても、セリアとチュリスを守るか逃がすくらいはできるだろう。

　ただし、それを百合に頼り切るつもりはない。俺はもう、自分自身の力で第三召喚形態サードサモンと英えい雄ゆう殺しの型『東とう西ざい無む双そう』を使える。けど『草くさ薙なぎの大たい波は』とか、まだ百合のサポートがないと使えない技があるのも事実だ。もっと早く、俺自身が強くならないと。

　そして第三召喚形態のさらに上、兄貴と同じ、最終召喚形態ラストサモンに到達するんだ。

　──百合、今夜の修行も頼むぞ。

　──うむ、わしに任せよ。

　俺の中で百合が、小さな手で可愛らしい胸を叩たたいた。


　　　◆



　秋あき人と達たちと別れた後、チュリスは女子寮に戻るふりをして、近所の射撃場に来ていた。

　ショルダーホルスターからＡエイＦエフの拳けん銃じゆうを抜くと、五〇メートル先で動くマトを撃ち抜く。

　炎の弾だん丸がん、冷気の弾丸、雷の弾丸、風の弾丸。最初から属性の塊として撃つ事もあれば、最初は普通の弾丸で、マトに被弾してから属性攻撃魔法を発動させる事もある。

　射撃は百発百中だが、チュリスの表ひよう情じようは冷めきっていた。

　やがて撃つのをやめ、マトの残ざん骸がいへと足を運んだ。

　床に転がるのは焦げたマトや凍いてついたマト、普通に穴のあいたマトだ。

　その中から、中央からはずれた場所に銃じゆう痕こんのあるマトを拾い上げ、チュリスは無感動な視線を落とす。

　先程、セリアと秋人に見せた笑顔は演技じゃない。

　大好きな秋人に慰められるのは嬉うれしいし、セリアみたいな子を見ると助けてあげたくもなる。でも、幸せな気持ちは一時的なもの。

　秋人達と別れれば、すぐに現実を直視せざるを得ない。

　確かにチュリスの攻撃は汎用性が高い。セリアを狙ねらったパンデモニウムや、反魔王派の敵に弱点の属性があれば、自分でも役に立つ、とチュリスは考えたかった。

　でも根本的な威い力りよくが低すぎて、決定打になるとは信じられない。

　結局のところ、チュリスは弱いのだ。秋人やアイリーンに比べれば、遥はるかに劣る。

　初しよ等とう部ぶ時代、一人ぼっちだったのを秋人に助けてもらった時は、本当に嬉しかった。

　自分も秋人のようにセリアを助けたい。でも実力が伴わない。

　その想おもいがチュリスに焦燥を生み、焦燥が心を焦がす。

　チュリスは下した唇くちびるを噛かみながら、アイリーンの顔を思い出した。

　ブリジットは第三召喚形態サードサモンに目覚めたと言っても、秋人に比べればまだまだ弱い。

　でもアイリーンは、パンデモニウムやパンテオン並の強さを持つ秋人と、互角に戦った。

　クトゥルフ神話最強の風神、旧支配者、グレートオールドワンの一人ハスター。

　日本神話最強の英えい霊れいであり、世界唯ゆい一いつの神殺しで魔王殺し、武神ヤマトタケル。

　中等部二年とは思えない、圧倒的な力。

　その力の源が持ち霊であり、それほどの召しよう喚かん霊れいと契けい約やくした才さい能のうがある事は明白だ。

　秋人は自分に才能は無いと言ったが、第三召喚形態を使える以上、ただの謙遜だろう。

　召しよう喚かん術じゆつの才能がある人は持ち霊まで強力で、二重に強くなる。

　召喚術の才能がない人は持ち霊まで貧弱で、二重に弱くなる。

　自分がアイリーンだったらいいのに、チュリスはそんなふうに考えた。

　そうすれば最強の神の力を以もって秋人の隣に立つことができるのに。

「っ」

　奥歯に力を込めて、そんな願望を噛かみ殺ころした。

　自分の持ち霊は中級天使。その事実は、どうあっても変えられないのだ。

「何を悲しんでいるんだい。子羊よ」

　男の声に振り返ると、黒スーツを着た、中東風の男性がこちらへ向かって歩いてくる。

「哀れな子羊よ、力は欲しくないか？」

「え？」

　マナフの両目が、人の世界に在らざる妖あやしい光を湛たたえた。

「君が望むなら、私がどうすれば強くなれるか占ってあげよう」

　チュリスは手に汗を握り、動どう悸きが激しくなるのを感じながら息を飲んだ。

「貴方あなたは……ブースト屋さんですか？」

　男は薄い笑みを浮かべる。

　それを肯定と取ったチュリスは欲よく望ぼうと戦う。何か取り返しのつかない事になるのではないか。そんな不安が自制心となり彼女を引きとめるも、彼女の劣等感はさらに深かった。

　秋あき人とが遠ざかるビジョンが頭に浮かんで、チュリスは口を開く。

「なら……ならボクをっ」

　強こわ張ばった唇くちびるを無む理り矢や理り動かした。

「ブーストして！」

　黒スーツの男の笑みから、悪意が漏れた。








第四章　偽りの希望




　次の日の朝。チュリスは自室のベッドで目を覚まして、今までの人生を思い返す。

　初しよ等とう部ぶ時代、召しよう喚かん術じゆつ科かで、自分と秋人はいつも劣等生だった。

　アイリーンとブリジットは自分とは違い、いつも召しよう喚かん術じゆつの科目が優ゆう秀しゆうで、だけど秋人と一緒なら耐えられた。中等部に上がると、優秀に思われたブリジットも、なかなか第三召喚形態サードサモンが使えなくて、チュリスは不謹慎にも安あん堵どしていた。

　でも、もうアイリーンだけじゃない。秋人は今や世界が注目する有名人で、ブリジットも第三召喚形態が使えるようになった。

　セリアも魔王ルシファーの使い手だ。ただの天使使いである自分とは雲泥の差がある。

　三年前の持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しき。あの時の絶望は忘れない。

　何万回思っただろう……

　どうして自分の持ち霊はただの天使なんだろう、と。

　スキルは、近い未来を漠然と感じる事と、戦闘技能を全体的に少し上げるだけ。

　ＡエイＦエフはただの二丁拳けん銃じゆうで、明らかにアイリーンの下位互換でしかない。

　けれど、チュリスは暗い気持ちを晴らすようにベッドから飛び起きる。

　チュリスは裸で寝るので、その身にまとうものは何も無い、だが。

「サードサモン・力天使！」

　まばゆい光が溢あふれて、チュリスの裸体が純白の衣装に飾られた。

　軽く上げた手を、視線の先で軽く握って、実感をその手につかむ。

「よし！」

　グッと固めた拳こぶしには、確かな自信がこもっていた。


　　　◆



「じゃあみなさーん、今日は班対抗模も擬ぎ戦せんをしますよー」

　いつもの模擬戦授業時間、俺らはグラウンドに班ごとに集まっていた。

　メンバーはもちろん俺、セリア、ブリジット、チュリス、アイリーンの五人だ。

　担任のクロエ先生が授業内容を説明していると、クラスから不満の声が上がる。

「先生、それだとアキトの班が強過ぎますよ」

「五人中半分以上がサードサモンを使えて序じよ列れつ入りと契けい約やくオファー持ちなんですよ」

「バランス悪過ぎ。班決めの時になんでそういうの注意しなかったんですか？」

　好きに組んでいいから友達同士で組めたのに、みんなは目の前の不利益を非ひ難なんし始める。

「え、それはそのぉ。だって仲のいい人同士のほうがチームワークが……ごめんなさい」

　謝っちゃったよこの人。先生なのに謝っちゃったよ。

　しょぼんとしたクロエ先生は可愛かわいいから別にいいけどさ。

　そのクロエ先生の顔が、途と端たんに明るくなる。

「あ、じゃあアキト君の班は指名された代表者一人で戦って下さい♪」

　今度は極端だな。

　とある女子グループが、瞳ひとみを光らせた。

「はいはーい。じゃあクーちゃん、うちの班がやりまーす」

「指名するのはー」

「チュリス♪」

　女子五人の指が、一斉にチュリスを指した。

　俺はすかさず反論。

「って、おいおいお前らそりゃねぇだろ」

　ブリジットとアイリーンも御立腹だ。

「この流れでサードサモンを使えないチュリスを選ぶんじゃないわよ」

「貴女あなたがたの相手は、ワタクシが務めさせてもらいますわ」

　セリアが気付いたように、やや慌てて援護に入る。

「チュリスさんと同じく、セカンドサモンまでしか使えない私ではダメでしょうか？」

「ボクは戦っても構わないですよ♪」

「「「「え？」」」」

　俺らが驚いている間に、チュリスは召しよう喚かん陣を二つ展開。

　現れた拳けん銃じゆうのグリップを掴つかんで引き抜いた。チュリスは自信たっぷりにウィンクを一つ。

「だからー、ボクは五人がかりでもぜぇんぜん、ＯＫですよ♪」

　相手の女子五人が、不機嫌そうな顔をする。

「言ったわねぇ～。みんな行くわよ！」

　五人が一斉に自身のＡエイＦエフを召喚する。

「まま、待って下さい、そんな勝手に。他にアキト君の班と戦いたい人はいますか？」

　おたおたするクロエ先生とは違い、他の生徒達たちは距離を取って逃げて行く。

　俺らも一応、後ろに下がるが不安だ。

「アキトさん。チュリスさんの戦せん闘とう力りよくはどれぐらいでしょうか？」

　セリアの問いに、俺は口を濁しながら答える。

「う～ん、正しよう直じき微妙。実際序じよ列れつ外だし。昨日アイリに瞬殺されただろ？　もちろんアイリはうちのエースだから、誰が戦っても瞬殺だけど」

　アイリーンの実力を差し引いても、チュリスはそれほど強くない。

「チュリスも努力はしている……攻こう撃げき魔ま術じゆつで好きな属性の弾だん丸がんを放てるから、どんな属性の相手でも対応できる。汎用性と燃費の良さは俺らの中じゃトップ。でもキメ技に欠けるし、燃費がいい反面全体的に性能が低いんだ」

　チュリスが得とく意いなのは、火とか水とか、明確な属性を持った弱い敵の群れだ。

　これなら、水には雷とか、弱点属性の弾丸を当てまくる事で難なく倒せる。でもそれなりに強い相手だと、技の威い力りよく自体が低くて決定打に欠ける。

　女子達が叫んだ。

　刃やいばから火を噴く大おお鎌がまを構え「セカンドサモン・ジャックオランタン！」

　ウォーターカッターを構え「セカンドサモン・ウンディーネ！」

　インパクト・ハンマーを構え「セカンドサモン・ノーム！」

　高周波蛇腹剣を構え「セカンドサモン・ドリアード！」

　冷却レーザー銃を構え「セカンドサモン・レーシー！」

　火、水、土、木、氷属性をそろえた精霊チーム。全属性を使いこなすチュリスが比ひ較かく的てき得意な相手ではあるが、勝つのは難しいだろう。

　そして最後に、チュリスが陽気に告げる。

「サードサモン♪　力天使♪」

　俺を含め、周しゆう囲いの生徒達が同時に声を上げた。

『は？』

　チュリスの全身が光り輝かがやく。

　両手の拳けん銃じゆうが連射機能のついた拳銃、マシンピストルに変形。

　頭上に天使の輪が浮かび、背中にはブレードのような飛行ユニットが構築。制服はシスター服のようだが、布地が大胆にカットされていて、胸元やお腹なかが露出している。

　誰がどう見ても、完全完かん璧ぺきな第三召喚形態サードサモンに他ならない。

　相手の女子達たちは呆あつ気けに取られて、すぐにリーダー格の女子が鎌かまを手に気を取り直す。

「み、みんないくわよ！　こっちは五人も──」

　リーダーの言葉は、轟ごう音おんにかき消された。

　氷の精霊レーシーと、木の精霊ドリアード使いの女子は爆炎に包つつまれ。

　水の精霊ウンディーネ使いの女子は電撃に呑のみこまれ。

　土の精霊ノーム使いの女子はツルに絡みつかれて霊力を吸い取られ。

　火属性である、ジャックオランタン使いのリーダーは、首から下を氷に閉ざされている。

　召しよう喚かん術じゆつを使うと肉体耐久度が上がるし、霊力装甲アーマーもある。けれど、召しよう喚かん霊れいが苦手な属性への耐性は上がりにくい。

　怪け我がこそしていないが、苦手属性である爆炎と電撃を喰くらった女子は、衝しよう撃げきで半ば意識を失いかけ、その場に倒れ込んだ。

　──秋あき人と。今のが見えたか？

　──ああ。左の拳銃で電撃の弾だん丸がんと氷の弾丸を一発ずつ。右の拳銃で炎の弾丸を二発撃ってから、木属性の弾丸を撃ったな。

　攻撃魔法で出した物は術者の意思か、一定時間経たつと消える。チュリスが氷やツルを雲うん散さん霧む消しようさせると、ノーム女子とジャックオランタン女子も力無く尻しり餅もちをついてしまう。

「アッキー♪」

　拳銃を持った右手を俺に振りながら、チュリスは可愛かわいらしい笑顔をはじけさせてくれた。

「ボクの活かつ躍やく、見てくれましたか？」

　右目のウィンクが、最高に魅み力りよく的だった。


　　　◆



「チュリス、お前急にどうしたんだよ」

「あんたいつのまにサードサモンなんて使えるようになっていたのよ」

　放ほう課か後ご、俺らは一緒に教室を出るが、話題は当とう然ぜんチュリスのことだ。

「それが昨晩セリアちゃんの裸を妄もう想そうしていたら、興こう奮ふんし過ぎて覚かく醒せいしてしまいました」

　俺は驚きよう愕がくする。

「第三召喚形態に覚醒するほどのトランス状態にさせるとは。流石さすがセリア、恐ろしい子だ」

　アイリーンはドン引きする。

「まぁ貴女あなたなら納なつ得とくですわね」

　ブリジットは両目を吊つり上あげる。

「ちょっとちょっと二人とも！　あたしの時はブーストしたんじゃないかって散々疑っていたくせに何よチュリスの時だけ！」

　俺は何を当とう然ぜんとばかりに。

「だってチュリスなら有り得るだろ？」

　アイリーンはきょとんとしながら。

「チュリスでは仕方ありませんわ」

　セリアは無む表ひよう情じよう無感動に。

「大丈夫ですブリジットさん、私は信じていますよ」

「セリア！」

　ひしっ、とセリアを抱き締めるブリジット。

「うぅ、あたしの味方はあんただけよ」

　ブリジットが感動していると、チュリスが真顔でブリジットの肩をつかむ。

「ブリジット、そこはボクの領域ですよ？」

「別に百ゆ合りってないわよ！」

　俺はすかさずチュリスを支援する。

「でもブリジット、この前ゲームセンターで、息を荒らげて一心不乱にセリアのおっぱいをもみこねくりまわしていたじゃないか！」

「え!?　ボクのいないところで、そんなうらやましい事を!?」

「否定よ！　あれは違うの！」

「まぁブリジットさん。貴女あなたそういう趣しゆ味みでしたの」

　手で口を隠して、オーバーに驚くアイリーン。ブリジットは拳こぶしを震わせて唸うなった。

「あんたらねぇ～！」

　そして、無表情無感動にセリアが爆弾を落とす。

「アキトさん。チュリスさんは私の裸を妄もう想そうしてサードサモンが覚かく醒せいしたそうですが、私の裸を直ちよく接せつ見たアキトさんは覚醒しなかったのですか？」

　俺はゼロ秒で、無む口くち無む表ひよう情じよう無感動になった。

　ブリジットとアイリーンが俺の両肩をそれぞれわしづかむ。

「ちょっとアキトあんた」

「事情を聞かせて頂けます？」

　絶ぜつ対たい零れい度どの笑顔で、俺の背骨が氷柱つららに変わった。

　あ、終わった。

　──御愁傷さまじゃの。

　チュリス、フォローを。

「ふー、アッキーの言う通りセリアちゃんの銀髪は最高ですねぇ」

「あ、ありがとうございます」

　チュリスは笑顔でセリアの銀髪をなでて、ご満悦の様子だ。セリアは心配そうな眼まな差ざしで、視線が俺とチュリスの間を何度も行ったりきたり。

　俺の事を助けたいけど、チュリスをむげにもできない。そんな風に感じた。

　ちきしょう！　チュリスの野郎あとでおっぱい揉もんでやるぅ！

　今日も魂たましいの嘆きが止まらない俺だった。


　　　◆



　学校から帰る途と中ちゆう、俺らは一軒の喫茶店に立ち寄った。

　白や暖色系の色を基調とした、明るく清潔感のある店内だった。俺らは店内の角にある丸テーブルの席に座る事にする。俺の両隣にブリジットとアイリーンが座って、俺の正面右にチュリスが、左にセリアが座っている。

「それにしても努力が実ってよかったなチュリス。中等部で第三召喚形態サードサモンなんて凄すごいぞ」

「魔法の弾だん丸がんを見た時から、良い凡民だと思っていましたが、おめでとうございます」

　俺とアイリーンに褒ほめられたチュリスが照れると、続けてアイリーンは泣きまねをする。

「うぅ、それに比べてブリジットはブーストなんていうズルをして……残念ですわ」

「だからあたしは違うっつってんでしょ！」

　ブリジットは両目を吊つり上あげて身を乗り出してくる。店員が水を持ってきたので、俺はみんなに配りながらブリジットをなだめる。

「そう怒るなよブリジット。だいいちブーストなんて本当にあるわけないんだし。おおかた、今まででかいツラしていた序じよ列れつ入りが腹いせに流したデマだろ？」

「そうよデマよ。サードサモンはあたしの実力なんだからね！」

　偉そうに上を向いてから、ブリジットはにんまりと笑った。

「でさぁ、調子に乗るわけじゃないけど、あたしらならセリアを守り切れるんじゃない？」

　ブリジットが、最初に出された水をストローでかき回しながらそう言った。

「おいおいブリジット、第三召喚形態なんて大人の召しよう喚かん術じゆつ師しはみんな使えるだろ？」

「でもただのサードサモンじゃないでしょ？」

　ブリジットは水を一口飲んでから、コップをテーブルに置く。

「前回の戦いで分かったけど、アキトの魔王殺しと戦せん闘とう力りよくは本物よ。ヤマトタケルの身体能力と、八や劔つるぎ神がみスキルの剣けん技ぎは別格だわ。真っ向勝負で勝てる奴やつなんて四よん大だい使し徒とを例外にすればいないでしょうし、敵が神や魔王なら、相手の力も草クサ薙ナギノ剣ツルギで無効にできるわ」

「あんまり強過ぎる力は無効にできないけどな」

「それでも十分凄いわよ。それに中等部生って言ってもアイリは風神ハスターを持つ序列七〇位。あたしはセカンドサモンまでしか使えないのに序列二〇〇四位をマークする腕があるわ。自じ慢まんじゃないけど、サードサモンを使えるようになった今なら三桁ナンバーの実力があると自負しているわ」

　言って、誇らしげに平らな胸を張るブリジット。

　確かに、ブリジットが第三召喚形態サードサモンに覚かく醒せいした時、俺とアイリーンはブリジットに追いまわされたけど、あれは相当なスピードと霊力だった。

　グラウンド中を暴れ回って、クラスのみんなも唖あ然ぜんとしていた。

　序じよ列れつ三桁ナンバーの具体的な強さは知らないが、かなりの戦力にはなるだろう。

「セリア自身も魔王ルシファー使いだし。チュリスだって、今日の戦いを見ればサードサモンと一緒に才さい能のうが一気に開かい花かしたと見るべきじゃないかしら？　特にあの属性の弾だん丸がんは強力よ。チュリス、あれって力天使の能力？」

　水を向けられて、チュリスは得とく意いげにキメ顔を作った。

「うん肯定♪　今までボクは召しよう喚かん術じゆつじゃなくて独学で勉強した攻こう撃げき魔ま術じゆつで弾丸に属性を込めて撃っていたんだ。サードサモンの力天使は自然を操る力を持っていますからね♪　自然界のあらゆる属性攻撃ができる力天使スキル付きなんですよ。でもただの力天使使いと違って、ボクは元から各属性への理解度が高いですから。ボク自身の術者としての技能と、持ち霊のスキルがカッチリ噛かみ合あって三段飛ばしに強者の階段を上っちゃいましたぁ♪　ボクも三桁ナンバーの実力があると自負してますよ♪」

　チュリスはビシッと敬礼をして笑う。そんな会話の様子を、当人であるセリアは表ひよう情じようを変えずに聞いていたが、やや口をもごつかせてからぽつりと呟つぶやく。

「みなさん……私のために、ありがとうございます……」

　場の空気が和むのが解わかる。四人の少女達たちの笑みを見て、俺は席を立った。

「ふっ、じゃあ俺はお手洗いに行って来るから、しばらくは女子の会話を楽しんでくれ」

　言って、俺はその場から立ち去った。今のセリアなら、俺がいなくても平気だろう。


　　　◆



「あたし達がセリアに優しい理由だけどさ、やっぱり自分と同じ子には共感があるのかな」

　秋あき人とがいなくなると、ブリジット達は表情をやわらかくして、セリアに問わず語りに喋しやべり始めた。それは、セリアに優しくするのには下心がないという証明でもあった。

「アキトは凄すごいバカな奴やつだけどさ…………」

　昔をなつかしむように目を細めてから、ブリジットは幸せそうに笑う。

「何があっても、絶対に弱い子の味方なんだよ」

　アイリーンは、思い出を抱き締めるようにして、自身の胸に手を当てた。

「ええ、その通りですわ」

　チュリスも可愛かわいらしくほほ笑んで頷うなずく。

「ボクも、いつも孤立していたボクと初めて友達になってくれたのがアッキーでした」

　三人の姿に、セリアは胸が高鳴るのを感じた。

　人間とは長いものに巻かれる生き物である筈はずだった。

　強者にこびへつらい、弱者にムチ打つのが、セリアの知る人間という生き物だった。

　でもいた。弱者の為ために強者に立ち向かう人がここに。

　秋あき人とは自分のヒーローになると言ってくれた。でも、そう言ってくれた秋人は、自分だけじゃない、弱い子みんなを守ってくれる本物のヒーローだった。幼い頃から、現実の世界にヒーローなんていないと思っていたセリアにとって、それが無性に嬉うれしかった。

「アキトさんは、ヒーローになる夢を諦あきらめたと言っていました。ですが、すでにヒーローだったのですね」

　かつて秋人に救われた三人の少女とセリアは、笑みをかわし合った。


　　　◆



　──なぁ百ゆ合り、次の休みにみんなでどこかへ遊びに行くってのはどうだ？

　──それは良いの。

　トイレの洗面所で手を洗いながら、俺は百合に相談をしていた。

　──ブリジットも交えて街へ行った時は喜んでおったな。次はどこへ行く気じゃ？

　──そうだなぁ。あ、遊園地はどうだ？

　──なるほど、絶叫マシンでセリアを怖がらせ、抱きついてもらうというわけじゃな。

　──却下だ。セリアを怖い目にはあわせたくない。

　──紳士じゃのう。

　──よせやい。

　俺の意識がとある会話に向いたのは、ハンカチで手を拭ふきながらトイレを出た時だった。

「ねぇねぇ、なんで急にサードサモン使えるようになったのよ。教えてよー」

　女子二人の会話だった。

　ペア用の小さなテーブルを挟んで、相手の女子がもったいぶった話し方をする。

「えー、どうしよっかなー。まぁあえて言うなら、隠れた才さい能のうが開かい花かしたってやつ？」

　立ち聞きも悪いので、俺は自分の席に向かう。でもひっかかるな。もしも本当に頑張って第三召喚形態サードサモンになったなら、そう言えばいい。それとも、カッコつけたいのか？

　天才キャラを演出するために、努力を隠しているとか？

　一いつ瞬しゆん、ブースト屋の話が頭をよぎったけどそれはないだろう。他人を永続的に強化するスキルや魔法なんて、そんな便利なものがあるとは思えない。

　どうでもいい、安い都市伝説だ。俺はそれ以上考えずに、さっさと席に戻った。

　ブリジット達たちは妙に盛り上がっていて、楽しそうな雰囲気だ。俺も混ぜてもらお。

「おーみんな、楽しそうだな。なんの話だ？」

　セリアは無む表ひよう情じようを、他の三人は笑顔を俺に向けた。

「あーアキト。今週の土曜日にみんなで遊園地に行くことになったわ」

「デスティニーランドだよアッキー、午前九時に駅の南口に集合ですよ♪」

「遅れたら許しませんわよ」

　え、それは俺が提案しようと思っていたのに。

　別にいいんだけど、なんだか先を越された感じがして、口の中で唇くちびるを噛かんでしまう。

　すると、セリアが無む表ひよう情じようのまま、俺の袖そで口ぐちをつまんでくる。

「アキトさん。チュリスさんの話だと、デスティニーランドには猫のキャッティーと犬のドッキーというマスコットがいるらしいのですが、会えるでしょうか？」

　俺は気付いた。真紅の瞳ひとみの奥に輝かがやく、セリアの童心に。

「だいじょうぶだよセリア。キャッティーにもドッキーにも会えるさ」

　俺はセリアの頭をなでながら、すさんだ心がいやされるのを感じた。


　　　◆



　その日の夜。俺はいつものように百ゆ合りと一緒に入浴をしていた。

　いつもなら可愛かわいい百合を愛めで可愛がりながら、他た愛あいの無い雑談をしつつ、時には少女形態になってくれと頼むところだ。でも俺は、喫茶店で聞いた女子達たちの会話が気になる。

「なぁ百合、ブースト屋なんて本当にいると思うか？」

「にわかには信じられんな」

　俺は両手にボディソープをつけ、百合のつるぺたボディを手で優しくなで洗う。百合も洗われながら、嬉うれしそうに俺の腕に甘えてくる。百合のやわらかい、ぷるぷるとした赤ちゃん同然の肌触りが心地よい。

「味方を一時的に強化する魔法やスキルならあるじゃろうが、一ヶか月げつも二ヶ月も強化し続ける魔法やスキルがあるとは思えん。毒や呪のろいなら、長期間継続するものはあるがの」

　シャワーで泡を流してやると、百合は俺の胸に抱きついてくる。

　俺は百合を抱きかかえて、一緒に湯船に沈んだ。

　百合は俺と向かい合う形で膝ひざに座り、俺の胸に体を預ける。そのまま両手で俺の両腕を引き寄せた。これは、ちゃんと自分の背中を抱いて欲しいという、おねだりの証あかしだ。

　寂しがり屋で人肌恋しい百合を、俺は温かく抱いてあげた。

「本当に……百合は甘えん坊だなぁ」

　俺は慈しむように百合を…………この世の悪全すべてを抱きしめた。


　　　◆



　土曜日の午前。俺、セリア、ブリジット、チュリス、アイリーンの五人は遊園地、デスティニーランドにいた。入場を済ませて、巨大な地図の前でみんなに尋たずねる。

「よし、みんな何に乗りたい？」

　ブリジットが俺の手を取る。

「アキト、一緒にゴーカートに乗りましょ」












　アイリーンも俺の手を取る。

「いいえアキト。ここはワタクシとコーヒーカップに乗りましょう」

「じゃあボクはセリアちゃんと観覧車に行って来ますね♪」

「お前は個室に入って何をする気だ！」

　セリアに抱きつくチュリスにツッコんだ。そのセリアは、瞳ひとみを童心で輝かがやかせる。

「アキトさん……キャッティーとドッキーにはどこで会えるのでしょうか？」

「着ぐるみは園内をぐるぐる回っているらしいから、そのうち会えるよ。それとだ……」

　俺はブリジットとアイリーンの手を振りほどいた。

「せっかくみんなで来たんだ。最初はみんなで遊べるものにしようぜ」

「じゃあ一番人気のお化け屋敷、ゴーストシップにしましょうアッキー！　恐怖感の中で芽生える友情！　セリアちゃんと絆きずなを深めるなら最良のアトラクションですよ！」

　チュリスが握り拳こぶしを作って熱弁した。

「おいチュリス、あれって確か一度に三人しか入れないだろ？　それよりグループで入れるゴーストキャッスルの方にしようぜ」

　急にチュリスが慌てだす。

「何を言ってるのアッキー！　三人と二人に分かれないと、どさくさに紛まぎれてセリアちゃんに、ごほんげふん、なんでもありません！」

「隠し切れてねぇから！」

　その時、ブリジットとアイリーンがハッとする。

「そうねアキト。セリアのことはチュリスに任せてあたしと入りましょう！」

「いいえアキト。召しよう喚かん術じゆつの相性を見てもまずワタクシとの絆きずなを深めるほうが先決ですわ」

「う～ん、じゃあアイリで」

「なんでよアキト！」

　ブリジットは両目を吊つり上あげて怒った。

　アイリーンは口に手の甲を当てて勝ち誇った表ひよう情じようをしている。

「いや、チュリスがどさくさに紛まぎれてセリアに襲い掛かりそうだから警護役に。そういうのはブリジットの方が適任かなって」

　お嬢様のアイリーンと違い、ブリジットなら実力行使でチュリスを止めてくれるだろう。

「そんなぁ……」

　ブリジットは肩を落としてから気を取り直す。

「ふん、まぁ仕方ないわね、アイリじゃ役に立たないし。アイリと違ってしっかりものの、このあたしがセリアを守ってあげるわ」

「フッ、何を言われても響きませんわね、これが勝者の余裕というものかしら」

　ブリジットとアイリーンの眼光が同時にぶつかった。

　う～ん、仲がいいような悪いような……


　　　◆



　ゴーストシップは、近代の沈没した豪華客船をモチーフにしたアトラクションで、建物自体が大きな船の形をしている。

　アイリーンと一緒に、暗く荒れ果てた船内を歩く。

　朽ち果て錆さびついた壁やドア、転がる白骨が妙にリアルだった。

　──そういえばタケルって英えい霊れいだから人間の霊だよな？　召しよう喚かん術じゆつ師しがおばけ屋敷って、なんかおかしくね？

　俺は、まさしく俺に取とり憑ついている霊体少女の百ゆ合りに語りかける。

　──英霊とお化けは違うじゃろ？

　──まぁタケルはおどろおどろしくないけど。てか何で俺らって幽霊は見えないんだ？

　召喚術師は高い霊力を持つが、オカルトスポットで幽霊が見える、なんて話は聞かない。

　──浮遊霊は存そん在ざいが希薄すぎて感知できん。浮遊霊を見るのは霊視という別の能力じゃ。霊感が強い者とは生まれつき霊視が常時発動している特異体質者の事であって、お主ら魔法使い全般とは別の存在じゃ。まぁわしは全部見えるがの。

　──そうなのか？

　──わし自身が霊体じゃからの。じゃから昨晩お主が寝ている時に、油ギッシュなマッチョ親父おやじの霊が息を荒らげてお主に熱い視線を送っていたのも知っておる。

　──何その拷ごう問もん!?　俺にそんな需要あったの!?

　──嘘うそじゃから安心せい。

　──もっとマシな嘘つけよ！　寿命が縮んだじゃないか！

「やっと、二人きりになれましたわねアキト……」

　心の中で百ゆ合りとの会話に夢中になっていた俺は、現実に引き戻される。

「ん、なんだアイリ？」

　アイリーンは立ち止まり、妙に神妙な顔で俺を見つめている。

　あれ？　何この表ひよう情じよう？　俺なんかした？

「……この前、パンデモニウムやパンテオンと戦ったと言いましたわね？」

「ドゥルジや日ひ上がみと戦ったことか？」

　アイリーンは小さく頷うなずいた。

「ええ……アキトがそんな大変なことになっている時、側にいられず申し訳ありません」

「いやいや。アイリは家の仕事があったし、あんなの誰にも予想できないだろ？」

「ですが……アキト、お願いがあります」

　アイリーンは立ち止まると、真面目まじめな顔で俺と向かい合った。

「今後はワタクシを、公私ともに貴方あなたのパートナーとして見て頂けませんか？」

「え？」

　突然の申し出に俺は戸惑う。というか、それは具体的にどういう事だ？

「これはブリジットさんとの意地の張り合いなどではありません。事実として、アキトと釣り合うのはワタクシだけです。自じ慢まんでは無く、実際ワタクシの風神ハスターは、最強種と謳うたわれる神霊の中でもかなり上級の存そん在ざいですわ。アキトのヤマトタケルと比べても、見劣りしないと自負しております」

「それは、まぁ」

「序じよ列れつは七〇位、第三〇四学園中等部のエース。それにこじつけではなく、射撃特化型のワタクシが、近接特化型のアキトを援護すれば相性は抜群。アキトのタッグパートナーとしても申し分ありません」

　アイリーンは俺に一歩歩み寄り、目と鼻の先まで顔を近づけて来た。

「ブリジットさんはあのようにおっしゃいましたが、アルフォード家の名は使い方によってはセリアさんを守る力にもなるはずです。セリアさんを守る為ためにも、そして召しよう喚かん術じゆつ師しとしてのアキトの今後の為にも、ワタクシ達たちは幼おさな馴な染じみや友達以上の……」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから、

「人生のパート──」

「アモォオオオオオレェエエエエエ!!　セリアちゃんはボクが守ってみせぇる！」

　アイリーンの言葉を遮るような絶叫が聞こえて来る。

　俺達たちが来た道の奥から、セリアをお姫様抱っこしたチュリスが走って来た。

「おうチュリス」

　チュリスが立ち止まる。

「おやおやアッキー、まだこんなところにいたんですか？」

　俺達が立ち止まっていたのと、チュリスが走っていた事で距離が詰まってしまったらしい。チュリスの後ろから、ブリジットも走って来る。

「あれ？　アキト達に追い付いちゃったんだ？」

「みたいだな。じゃあ五人で行こうぜ。なぁアイリ、ってどうした？　顔に生気が無いぞ？」

　アイリーンは、うらめしそうにチュリスを睨にらみながら溜ため息いきを吐きだした。

「もういいですわ」


　　　◆



「腹減ったなぁ。何食おうかなと」

　色々とアトラクションを回り、お昼になると俺らはレストランへ入った。

　すると周しゆう囲いから、囁ささやき声が目立った。

「ねぇねぇ、あの子もしかして」

「タケル使いと、ルシファー使い？」

「なんで一緒にいるんだろ？」

　──ふむ、テレビで何度も顔が流れただけあって、気付く者は気付くようじゃの。

　学園国家は色々な人種がいる。見慣れていないと他の人種は見分けにくいし『有名人に都合よく会うはずがない、他人の空似だろう』という心理から、行く先々で騒がれる事は無いが、時々はこういう事もある。

　俺らが案内されたのは、三人がけの席がテーブルを挟んで向かい合った、六人用の席だ。

「セリアちゃんはボクの隣へ来て下さい♪」

　チュリスは先に奥へ座ると、真ん中の席を手で軽く叩たたいた。

「はい」

　セリアがその誘いに乗って座ると、チュリスはセリアを抱き寄せる。

「えへへー、セリアちゃん♪」

　セリアは少しだけ頬ほおを染めて、横目をチュリスの笑顔にむけた。

「チュリスはセリアの事大好きだな」

「当とう然ぜんだよ♪」

　語気を強めるチュリスに対抗するように、アイリーンも語気を強める。

「それなら、ワタクシもお友達であるセリアさんの事は大好きですわっ」

　アイリーンもセリアの隣に座ると、すぐにセリアの腕を抱き寄せた。

　モテモテ過ぎる状態に、セリアは明らかに戸惑った顔だ。俺に助けを求めるように視線を送って来る。

　いつも無む口くち無む表ひよう情じよう無感動なセリアが戸惑う姿は妙に可愛かわいくって、俺は思わず口元が笑ってしまう。

「セリアはチュリスやアイリと仲良しだな。じゃあブリジット、俺らはこっちに座ろうぜ」

「うん♪」

　ブリジットがはずんだ声を出して座ると、アイリーンがちょっと眉まゆ根ねを寄せる。

　でも続けて俺がアイリーンの対面に座ると、すぐにアイリーンも笑顔になってセリアを抱き寄せ直した。

　まったく、寂しがり屋のお嬢様には困ったものだぜ。

　俺はアイリーンに構いたくなって、注文内容の話題を振った。

「アイリ、何頼む？」

　俺がテーブルの横のボタンを押して、空間投とう影えい画が面めんを展開。メニューの一覧をアイリーンに見せる。

「そうですわね、ではこちらのオムレツにしますわ」

「ボクはもちろんパスタです♪」

「あたしはこっちのサイコロステーキにするわ」

「じゃあ俺は……あ、セリアは何にするんだ？」

「……私ですか？　私は……」

　セリアはパスタのページや肉料理のページ、卵料理のページを飛ばして、とあるページに目を止めた。

「…………では、私はこれを食べたいです」

　俺、ブリジット、チュリス、アイリーンの視線が、一点に注がれた。そこにはハッキリと、こう書かれている。『お子様ランチ』と。

　親に捨てられ、子供らしい経けい験けんができなかったからだろうか、セリアは瞳ひとみの奥に、熱い憧れを燃やしていた。セリアは抜群のプロポーションで、銀髪紅こう瞳どうがミステリアスでクールな魅み力りよくを感じさせる。そんな彼女がお子様ランチなんて頼むとギャップも相まって、俺ら四人は、同時に口元をニヤけさせた。

　──可愛い。

　──可愛いのぉ。

　百ゆ合りも含めて、みんなの気持ちが一つになった瞬間だった。


　　　◆



　注文を済ませると、俺は料理が来る前に姉さんにメールを打とうとトイレに向かった。広いトイレの洗面台の前で、俺は姉さんに報告メールを打つ。

「今、みんなで食事中。お子様ランチを頼んだセリアが、可愛かわいい。っと」

　姉さんに送信してトイレから出ると、すぐに返信が届いた。

「えーっと『じゃあうちもお昼は美み冬ふゆとお子様ランチを食べて来る』か、そういえば美冬に何かお土産みやげを買わないとな」

　俺は何を買おうか頭を悩ませる。変な物を買って、美冬に嫌われたくは無い。

　せっかくみんなで来ているんだ。みんなに相談して女子の意見を聞こう。

　──おい秋あき人と。あれを見よ。

　トイレからテーブルに戻る途と中ちゆう。ドリンクバーの前で、赤髪の目立つブリジットが妙に難しい顔をして立っていた。

「おいどうしたんだよブリジット？」

「あ、アキト、待ってて。もうすぐ神の配合が完成しそうなの。えーっと現在コーラ六〇ミリリットル、グレープ三〇ミリリットル、アップル四五ミリリットル、カルピスはどうしようかしら……」

　何年たっても変わることの無い幼おさな馴な染じみの姿に、俺は苦笑した。

「ったく、子供の頃からブレないな…………」

「フッ、あたしは鋼の意志を持つ女なのよ。それより子供の頃って言ったらさ、何であんたアイリーンの事アイリって呼んでいるのよ？　中等部に上がったらやめたじゃない」

「いや、中学生になって愛称で呼ぶのは子供っぽいと思ったんだけど、アイリが呼べって言うから。それにブリジットもこの前からアイリって呼んでいるだろ？」

「あんたに合わせたのよ。なのに、あたしの事は全然愛称で呼んでくれないし」

　可愛いふくれっつらを見せてくれるブリジットに、俺は困った顔になってしまう。

「それは初しよ等とう部ぶの頃から言っているだろ。ブリジットの愛称は好きじゃないんだよ」

　西洋圏の名前は、ドロシーはドリー、エリザベスはベティ、マーガレットはマギーなど、名前ごとに愛称が決まっている。そして、ブリジットという名前の愛称は……

「それは知っているけど、なんか不公平じゃない」

「そう言われてもなぁ。ビディよりブリジットのほうが可愛くて好きなんだよ。どうせなら可愛い名前で呼びたいじゃん」

　ブリジットはふくれっつらの頬ほおから空気を抜いて、顔を髪と同じ色にした。

　まだわずかに頬を染めた表ひよう情じようで、ドリンクバーの作業を再開する。

　自分を落ち着かせるように、深く呼吸をするブリジット。二人きりだからだろう。彼女の横顔を眺めながら、俺はふと、その言葉が出た。

「……セリアの事、ありがとうなブリジット」

　顔の赤みを引かせながら、ブリジットはいつもと同じ調子で返してくれた。

「ん、何がよ？　ここでシュガースティックを半分、いや三分の二かな」

「ほら、変態淑女のチュリスと寂しん坊のアイリは自分の意志でセリアを守るって決めたけど、ブリジットって、ただあの場に居合わせて巻き込まれただけだろ？　だから──」

「あのねー」

　ブリジットは俺の話を最後まで聞かず、左手にコップを持つと一口飲んだ。それから俺に歩み寄ると、右手で俺の額にデコピンをかましてきた。

「バーカ。あたしがあんたに流されるわけないでしょ？　これはあたしの意志よ」

　ブリジットは犬歯を見せて笑い、握り拳こぶしをかざす。

「あたしの身内に喧けん嘩か売った奴やつは泣いて許しを乞こうまでボコってやるわ！　それがあたしの流儀よ！」

　その快活な笑顔を見て、俺は心が軽くなった。

　まったく、お前はいい奴過ぎるんだよ。

「はい、これ飲んで変な気づかいは忘れなさい。あたしは、あんたの幼おさな馴な染じみなんだから」

　俺に神の配合ジュースを手渡して、ブリジットは軽い足取りで立ち去った。

「やれやれ、頼もしいねぇ」

　俺は、神の配合ジュースを呑のみこんだ。

「…………これ、しっぱいじゃん」


　　　◆



　昼食を済ませた俺らはジェットコースターに乗ろうと、列に並んだ。

　二〇分待ちの列に並んでもう五分、あと一五分か。

　俺の前の方では、ブリジットとアイリーンがジェットコースターの怖い怖くないで言い争い、チュリスはセリアの銀髪をなでながら、隣に座ろうとハシャいでいる。

　物もの凄すごく平和な光景だ。

　ふと、俺は前に並ぶセリアの顔を覗のぞき込こんでみた。

　セリアは初めて会った時のように無む口くち無む表ひよう情じよう無感動な顔だけど、冷たい感じがしない。

　ただ、無表情なだけだ。

　読心術が使えるわけじゃないけれど、今のセリアは他人を拒絶するような、負の感情は感じられない。

　次のコースターが来て、列が動く。

　セリアの後について歩きながら思った。

　今日は遊園地に来て良かったな、と。

　列の動きが止まりコースターは発車。俺も歩みを止めると、背中に強い衝しよう撃げきが走った。

「え？」

　振り返ると……後ろに並ぶ女子が、ナイフで俺の背中を刺していた。

　俺は状況が呑みこめず、すぐには動けなかった。








第五章　魔王の享楽




　──くそたわけがっっ。大丈夫か秋あき人と!?

　──っ、ああ！

　同い年ぐらいの少女が、右手に持ったナイフを俺の背中に刺し込んでいた。

　俺が無事なのは、服の下に、百ゆ合りが日ひ緋ひ色いろの金かねの鎧よろいを構築してくれたからだ。

　──わしの秋人に何をする気じゃ！

　百合が俺の霊力を操そう作さ。第一召喚形態フアーストサモンを使わせつつ、高周波刀ヴアイブロ・ブレード型ＡエイＦエフを召しよう喚かんさせる。

　俺は体ごと振り返りながら、左腰に展開した召喚陣から刀のグリップをつかみ取る。

　背後のセリア達たちを守るようにして少女に刀を突きつけると、みんなも異常に気づいたらしい。周しゆう囲いを見ると、列に並んでいた全すべての学生達が一斉にＡＦを召喚し始める。

「ちょっとなんなのよこれ!?」

「貴方あなた達、一体なんですの!?」

「え？　え？　これってアトラクションか何かですか？」

「いいえ、どうやら違うようです。ファーストサモン」

　セリアに続いて、他のみんなも同時に第一召喚形態を使い警けい戒かいする。

　列から一〇メートル以上も飛びのいて、俺らは並んでいた客達から距離を取る。

　客は全員、人形のような表ひよう情じようをしていて、目から本人の意思が感じられない。

　──百合、こいつらって。

　──うむ、何者かに、洗脳されておるな。

　ここは遊園地。客は周囲にいくらでもいる。列の外にいた他の客も全員ＡＦを召喚。

　俺らに向かって、ゆっくりと歩いてくる。

「学園国家は人口の八割が召しよう喚かん術じゆつ師し。なるほどな、洗脳すれば戦力があり過ぎる場所だ」

　俺らは自然と背中合わせに円を作り、突破口を探った。

「包囲せよ、ドＭ共」

　突とつ如じよどこからか聞こえて来た男の一声で、全ての客が統率された動きで円を作り、俺らを取り囲む。見上げると、無数の客が上空をも包囲していた。

　宙に浮く奴やつがいた、宙に立つ奴がいた、背中から翼が生えている奴がいた。

　本当に、流石さすがは学園国家だ。

『セカンドサモン』

　無数の群衆が、一斉に武ぶ装そう強化と追つい加か武ぶ装そう構築をした。幸い、群衆は俺らを包囲するだけで、直ちよく接せつ襲っては来ない。でも次の瞬間、俺はその気け配はいに気づいた。

　──ッッッ百合。これは……

　──なんじゃ……この気持ち悪い気け配はいは……？

　どこに隠れていたのか。その気配と、さっきの声が聞こえてくる。

「君が、ヤマトタケル使いの少年、サギサワ・アキトか」

　群衆が、一いつ瞬しゆんで左右に分かれて道を作る。

　人で形成された道の奥から、黒い二人組が現れた。

　一人は黒い着き物ものを着た、長い黒髪が特徴的な少女だった。無む表ひよう情じようだが、セリアとは違い、冷たい瞳ひとみで俺らを見据えている。

　彼女を侍はべらせ、道の中央を歩くのは、黒スーツを着た長身の男性だ。優雅な足取りで、鷹おう揚ように歩み寄り、長い黒髪で飾られた、中東風の美しい顔立ちに薄い笑みを浮かべている。

「自己紹介をしよう。私の名はアカ・マナフ。人類唯ゆい一いつにして最高のドＳだ。ドＭの人類よ、私に従うがいい」

　その表情に、俺は全身の血管に液体窒素を流しこまれたような感覚に襲われる。

　異質──ドゥルジの時とは比較にならない。

　あの時と違って、今の俺はもう、国際テロ組そ織しきパンデモニウムと戦う覚悟を決めている。

　でもその男は、足の先から頭のてっぺんまでが、全すべて異質の塊だった。

　まるで人外のナニカがそこにいるような。いや、人外の百ゆ合りの方が遥はるかに人間的だった。

　男の言葉にも、声にも、吐く息にも、全てに俺の肉体が拒絶反応を起こす。












「……お前がアカ・マナフ。先週、人工衛星を落とした奴やつだな？」

「その通りだ。そして、ルシファーを貰もらい受けにきた」

　マナフの視線が、セリアに絡みつく。

　セリアは一いつ瞬しゆん凍りついてから、俺の後ろに隠れた。

　ブリジットやアイリーン、特にチュリスも、冷や汗を流しながら一歩後ずさった。

　俺はセリアを、マナフから守るようにして刀を構える。

「第三召喚形態サードサモン！　ヤマトタケル！」

　タケルの力が全身に溢あふれる。生まれ変わったような力の充じゆう溢いつと同時に、全身が燃えるような真紅の鎧よろいに包つつまれ、後ろ腰に三本の剣が鞘さやごと顕けん現げんする。

　──百ゆ合り、アカ・マナフってどんな魔王だ？

　パンデモニウムのメンバーは、本来の名前を捨てて、持ち霊の名前を自分の名前として使っている。視点を変えれば、名前を聞けば持ち霊も分かるという事だ。

　──ゾロアスター教七大魔王の一人で悪の思し考こうを司つかさどる悪神じゃ。この客を操っておるのは、アカ・マナフのスキルと見て相違なかろう。

　──他人に悪の思考を植えつけられるっていうわけか。

　俺は左手で破邪の剣・杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを、右手で神殺しの剣・草クサ薙ナギノ剣ツルギを引き抜いた。

　──気を付けろ。アカ・マナフはゾロアスター教の大魔王アンラ・マンユの片腕と言っても良い高位魔王じゃ。

　──キリスト教のベルゼバブみたいなもんか。それにしても……

　マナフがまとう、戦意でも殺さつ意いでもない、『悪意』を持った霊力の波動が辺りを浸水させ、深海にいるような息苦しさを感じる。

　日ひ上がみとはまた違った圧力に、俺は息を呑のんだ。

　マナフは悪意に満ちた瞳ひとみを逸そらし、着き物もの姿の少女を見下ろした。

「それと、この子は日本妖よう怪かいの総大将、ぬらりひょんの使い手だ。君と同じ、日本人さ」

「そいつが、この前ドゥルジを連れ帰った奴か？」

　前回、俺に敗れたドゥルジは一瞬で姿を消し去った。日上の話だと、自由にものを見えなくさせる力を持った、ぬらりひょんというメンバーがいるらしい。

「知っているなら話が早い。この子は、人間や機械の認識能力を狂わせる力を持っているのでね。本来はパンテオンが駆けつけぬよう、遊園地全体に人払いの結界を張らせる為ために連れて来たのだが、私自身の気け配はいも消させてもらったよ」

　それで、さっきまでこんな不気味な気配に気づかなかったのか。

　マナフの目から、ドス黒い法悦が溢れだす。

「なにせ、君への嗜し虐ぎやく心を抑えられなくてね」

　極上の悪意が、俺の心臓を締め付けた。

「さぁ、正義を語るヒーローの少年よ。愛する街の人々に殺され、最高の貌かおを見せてくれ！」

　マナフが指を鳴らした瞬間、群衆から一〇〇人を超える男子達たちが襲い掛かって来た。

「罪も無い学園国家の学友たちを相手にどう戦う？」

「イカ臭い手でセリアに近づくんじゃねぇぞボケがぁ！」

　容赦なく全員切り伏せた。マナフの目が冷める。

　杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギで斬きられた奴やつは霊力を失い気絶。草クサ薙ナギノ剣ツルギの峰打ちを受けた男子は吹っ飛んで、周しゆう囲いの男子達にぶつかり彼らを巻き込みながら、まとめてノックアウトした。操られているから痛みはないだろう。けど、全員意識が昏こん倒とうするほどの衝しよう撃げきで動けなくなっていた。

　ブリジットとアイリーンが、目を丸くする。

「強っ!?　あたしの出番ないじゃない！」

「ワ……ワタクシと戦った時よりも……いえまさか……」

　俺は毎晩、夢の中で百ゆ合りと殺し合いをしている。百合曰いわく『百聞は一見にしかず。百試合は一死線にしかず』学校の凡庸な授業一〇〇日分の経けい験けん値を、一晩で得られるらしい。

　俺はアイリーンと戦った時から、もう四晩を過ごした。学校は一年の三分の一が休日である事を考慮すれば、俺はもう授業二年分の成長をしている。

　俺が襲ってきた男子達を一いつ瞬しゆんで倒すと、マナフは訝いぶかしむ。

「君は昔の夢を取り戻し、再びヒーローを目指し始めた。と報告で聞いているのだが？」

「残念だったな！　俺はセリアだけのヒーローだ。セリア以外の奴がどうなろうと知ったこっちゃないんだよ！　そういうのは警察や軍隊の仕事。そして俺以外の男子がセリアに触るな！　セリアは俺のものだぁああああ！　セリアを独占したいぞおおおお！　ん？」

　腕をひっぱられて振り返る。後ろでセリアが、赤インク一滴分くらい頬ほおを染めていた。

「アキトさん……嬉うれしいですが…………恥ずかしいので、もう」

　セリアの顔の赤みが増した。その瞬間、俺の心臓は高鳴り呼吸が楽になる。

　マナフの悪意の海なんてなかった。俺に見えるのはリア充へのゴールデンロードのみ。

「よっしゃああああああ！　遊園地の客全員かかってきやがれ！」

『サードサモン』

「なっ!?」

　周囲の群衆が、全員同時に第三召喚形態サードサモンを使用した。

　持ち霊の力を強く受け過ぎて、次々衣服や体に持ち霊の特徴が表れる。

　幻想的なドレスや鎧よろいをまとう生徒。水や炎をまとう生徒。獣のツノや耳が生える生徒。

　第三召喚形態は、高こう等とう部ぶ生や大人の召しよう喚かん術じゆつ師しはだいたい使えるから珍しくない。

　だが問題は、中等部生も大勢いるはずの群衆全員が第三召喚形態を使用している事だった。マナフは自信に満ちた声で命令を下す。

「やれ、我がＭ共よ」

　群衆が襲い掛かって来る。俺は八や劔つるぎ神がみスキルで一気にカタをつけようとするが。

「サードサモン・ハスター！」

　俺が八劔神スキルを発動させるよりも早く、アイリーンの体が黄色いドレスに包つつまれた。さらにその上に重銃じゆう火器武ぶ装そうが展開されて、全武装のセイフティが解除される。

「散りなさい」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　アイリーンの衝しよう撃げき砲が、榴りゆう弾だんが、ミサイルが、前面左右頭上全すべての敵を一瞬で爆発と衝撃波の嵐あらしで呑のみこみ駆く逐ちくした。熱波と空気の振動が俺の肌を叩たたき終わると辺りは死し屍し累るい々るい。いや、全員召しよう喚かん術じゆつと霊力装甲アーマーの影響で死んではいないけど、気絶中だ。

「ワタクシに数の利は効かなくってよ。さぁ、千人でも万人でもかかってきなさい！」

　女王の風格で武装を構えるアイリーン。

　今更だけど、アイリーンって序じよ列れつ七〇位なんだよな……すげぇ……

「って、後ろの敵はあたし任せじゃない。何を偉そうに」

　振り返ると、いつのまにか第三召喚形態サードサモンになったブリジットがバイクにまたがっていた。

　背景は、車輪痕あとだらけの地面に転がる生徒達たちで埋まっている。

「この一瞬で何人はねたんだよ……」

　俺は安あん堵どしながら呆あきれると、視線をマナフに戻した。

「それよりマナフ。聞かせろよ、どうしてこいつらはみんな第三召喚形態が使えるんだ？」

　マナフの顔が、嗜し虐ぎやくの笑みに歪ゆがんだ。

「私がブーストしてやったのだよ。チュリスと一緒にな」

　俺は一瞬頭が真っ白になってから、大きく息を呑みこんだ。

　こいつは何を言っているんだ？

　俺はチュリスに否定して欲しくて、彼女を振り返る。それは他の三人も同じだった。

　なのに、俺らの視線を受けるチュリスは、凍りついた表ひよう情じようで後ずさる。

「あ……あの、みんなこれは……ぐっ」

　チュリスは苦しそうに頭を抱えると、急にその場でひざをついた。

「チュリス！　おいマナフ、どういう事だ！　チュリスに何をした!?」

「知りたくば、まずは生き残るがいい」

　突然、周しゆう囲いから数十人の生徒が現れて、倒れた客からも数十人の生徒が立ち上がる。

「私がブーストした者達の中でも、特に出来の良い連中だ。序列九〇〇〇番代から六〇〇〇番代が一〇三人。序列五〇〇〇番代から一〇〇〇番代が四九人いる。では、奇襲され驚く顔の次は予定通り、自信を打ち砕かれた顔を観賞させてもらおうか」

　マナフは軽く上げた右手を下げ、生徒達に号令をかける。生徒達が一斉に襲って来るのを前に、俺は草クサ薙ナギノ剣ツルギと杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを硬かたく握りしめた。

「セリア、チュリスを頼んだ！」

「はい。セカンドサモン・ルシファー」

　セリアは、堕天使を思わせる服装に変わると、倒れるチュリスを膝ひざに抱いた。召しよう喚かんした六機のソードビットは、周しゆう囲いを警けい戒かいするようにして侍はべらせている。

　アイリーンは振り返ると、背後に全武ぶ装そうを撃ちながら、高飛車な口調で話す。

「たかだか序じよ列れつ四ケタごときが、何百人束になろうと、ワタクシの敵ではありませんわ！」

　ブリジットはバイクで空へ駆けあがり、機銃じゆうで牽けん制せいしながら空の敵をはね飛ばす。

「あたしの友達に手ぇ出して、ただで済むと思ってんじゃないでしょうねぇ！」

「八や劔つるぎ神がみスキル発動！」

　俺はマナフへの道を遮る生徒達たちのＡエイＦエフを草クサ薙ナギノ剣ツルギで切断しながら、本体を杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギで斬きり払った。杠谷樹剣の能力は、本来与えるはずだったダメージ分の霊力を削る事。刃やいばが首や胴どう体たいをすり抜けて、誰もが霊力切れでその場に倒れる。

　俺は、セリアがチュリスを守っているのを確認してから声を張り上げる。

「お前がブースト屋っていうのは本当か！」

　ブースト屋の話は半信半疑だった。でも、パンデモニウムが関かかわっているとなれば、途と端たんに現実味を帯びてくる。

　俺は戦いながらみんなの様子にも気を配る。

　相手は全員序列入り。けどこっちは少数精鋭。俺らは狙ねらわれているであろうセリアと、苦しむチュリスを意識しながら、次々生徒達を倒していく。

　状況は俺らの優勢。特にＡＦの特性上、アイリーンの活かつ躍やくは目覚ましいものだった。

　マナフも、自身のあごをなでて喉を唸うならせた。

「ほう、これがタケルとハスターの力か……いいだろう、ここからは私の好きな演説だ」

　俺らの戦いを観かん戦せんしながら、マナフは少し得とく意いげに語り始める。

「今の質問だが、私が今、都市伝説となっているブースト屋だ。アカ・マナフを使役する私の能力は他人の精神を操る事。使い方によっては、相手の魂たましいのリミッターも外せる」

「魂の、リミッター？」

　俺は、もう半分以下まで数の減った生徒達と戦いながら、マナフの話を聞いた。

「霊力とは魂が生み出すエネルギー。そして霊力を使用して発動する魔法は精神が大きく関わる技ぎ術じゆつだ。精神を操れる私の力なら、サードサモンに目覚めさせることも、一度に消費できる霊力量を増やすことも可能だ。もっとも、ドーピングのように副作用があるがな」

　俺は、全身の血を加熱させながら眉み間けんにしわを寄せた。

「副作用だと？　てめぇチュリスにそんな危険な事をしたのか!?」

「たかが死ぬだけではないか。笑えよヒーロー」

「死ッ……」

　俺がまた一人の生徒を戦闘不能に追い込みながら絶句すると、マナフは演説を再開した。

「私は魂たましいのリミッターをはずし、魂が生産する霊力量を増やした。そして例えるなら、霊力のタンクにつける蛇口の数を増やして、一度に使える霊力量も増やした。私の占いを受けた者は自分が強くなったと勘かん違ちがいしているようだがな。望むがままに霊力を生産し続け酷こく使しした魂は、やがて霊力を作り出せなくなる。そうなると次は魂そのものの力、魂こん力りよくを使い召しよう喚かん術じゆつを発動する。魂力は命の源。使えば使うほどに寿命は縮まり、いずれは死ぬ」

　俺の血液が、一いつ瞬しゆんで沸点を超えた。

「てめぇふざけてんじゃねぇぞ！」

　まとめて三人の生徒を薙なぎ倒たおすと、俺は残りの敵をアイリーン達たちに任せる。

　草クサ薙ナギノ剣ツルギを構えて、俺はマナフと対たい峙じする。俺の友達に、チュリスに軽々しく死の呪のろいをかけるこいつが、それを笑えと言うこいつが許せない。

　溢あふれる憎しみで拳こぶしを震わせるが、マナフは舞台俳優のように声高らかに叫ぶ。

「ふざけてなどいないぞＭブタ！　私の占いに頼った者共は皆、恵まれない者だった！　どれ程の研けん鑚さんを積み頂上へ恋い焦がれようと、天才達の背中すら見えなかった凡俗共だ！　そんな連中が楽して力を手に入れるのだ、命ぐらい安いものだろう！　このまま惨めな一生で終えるか!?　それとも華々しく太く短く生きるか!?　どちらが幸せだ!?」

　マナフは大きく手を広げてから、俺を指差す。

「それとも貴様は、人は生きているだけでも幸せだと思う人種か!?　否いな！　否！　否！　答えは否だ！　人は光ある生しよう涯がいを歩んでこそ幸せになれる！　差別と虐待、迫害と弾だん圧あつに塗れた一生を半世紀に渡り歩む地獄に何の価値があろうか！」

　スポットライトでも当たっているように、マナフは天を仰ぎ見た。

『差別・虐待・迫害・弾圧』それは、パンデモニウムのメンバーが受けて来た扱いだ。

　ドゥルジ自身も、それは認めていた。マナフの演説に、俺は感情的になるのを抑える。時間を節約する為ために、八や劔つるぎ神がみスキルも一度解除した。

「じゃああれかマナフ。お前は恵まれない連中を救う為に……みんなやチュリスを……」

「いや、私が楽しむ為だ」

「な…………」

　すぐには、言葉が出無かった。

「じゃあ今まで言っていたのはなんだったんだよ!?　てめぇおちょくってんのか!?」

　マナフはクールに笑う。

「おちょくってなどいないさ。私は貴様が『寿命を縮める呪い』に文句をつけたからその思想は間違っていると言っただけだ。私が何な故ぜその呪いをかけたかの理由は言っていない」

「ぐっ」

　言われてみればその通りだ。正論だけど、はらわたが煮えくりかえりそうだ。

「じゃあお前はなんでそんな事をしたんだよ!?　こんな事をして何が楽しいんだ!?」

「強者が弱者にうち負かされ絶望する様を見たかったのだ」

　幸せそうな顔でマナフは語った。

「自分は神に選ばれた特別な人間で、底辺の人間とは違うと信じて疑わないキラキラエリート様が、ある日突然見下していた奴やつに惨敗する。その時エリートはどんな顔をするのだろう。そう思ったのだ。そして事実、どんな美酒よりも甘美な味わいであった」

　マナフはうっとりとした表ひよう情じようで、自身のあごをなでた。

「まぁ、セリアをさらう時に使う手駒は強いほうがいいだろう、という狙ねらいが無いわけでは無かったがな。それはついでだ」

　最後の方は、まるで興味を失ったような物言いだった。

「ついでって、セリアを保ほ護ごするのはお前らの大事な目的だろ？」

「私はセリアの保護に興味などない」

「待てよ、じゃあなんで今、俺らに襲い掛かってきているんだよ!?」

「衛星を落としパンテオンの目を引きつけている間にドゥルジがセリアを保護する。という計画に協力したのは、衛星が落ちる時のパンテオンの慌てる姿が見たかったからだ。そして今回、私が自らの主導で計画を進めたのは、貴様の絶望する顔が見たかったからだ」

　マナフは口元を歪ゆがめ、両りよう掌てのひらを見せる。

「セリアと貴様が強い絆きずなで結ばれ、タケル使いが正義のヒーローを目指していると聞いた時に思ったのだよ。ではその夢を踏みにじり絆を断ち切ればどれ程の美酒が味わえるのかとな。ちょうどブースト屋で強化した手駒がたくさんいた。強くなったとはいえ、私の影響によるものだ。私の呪のろいへの耐性は無いに等しい。操るのは簡単だ。だから、私がセリアを保護しにきた。安心するがいい。パンデモニウムの家に連れて帰ったらセリアに用は無い。家族に渡してやるさ」

　また俺の中で、神経が焼き切れそうなほど熱い怒りが湧わきあがる。

　よくも学園のみんなを、とかいう安いヒーロー精神じゃない。楽しむ為ために、遊びで人の人生を狂わせるこいつの在り方そのものが、俺の神経を熱くさせる。

「なんでだよ!?　なんでそんなことができるんだ！」

「貴様とて、楽しいことは好きではないのか？」

「だからってこんな事！」

「さえずるなＭブタ。これは見解の相違だ」

「言い訳をするな！」

「言い訳ではない。貴様は歴史を知らないのか？　人類史において、どれほどの権けん力りよく者しやたちが我欲の為に大量虐殺を行って来たと思う？　あそこの土地が欲しかったから。目ざわりだから。奴ど隷れいが欲しいから。国民の不満を外に向けたいから。自分の名を歴史に刻みたいから。そして本当に楽しみで人を殺し、拷ごう問もんや処刑を肴さかなに食事をする権けん力りよく者しやもいたな」

「だから、どうして自分の為ためにそいつら暴君みたいなことをするんだ!?」

「器だ」

　マナフは冷静で、そして重い声だった。

「なるほど、そこらの庶民であるならば、数十セントの菓子を食べ美味と喜び、数十ドルでダウンロードしたエロ動画で手しゆ淫いんにふけり快かい楽らくを得て、数ドルから数十ドルで映画を観賞しテレビゲームをして愉ゆ快かいな気持ちになるのだろう。だが王や神は違う。規格外の傑物は違う……世界最高戦力と言われるパンテオンが慌てる様が見たいから、家族の計画に協力して衛星を落とそう。自身を選ばれた人間と信じて疑わないエリートが、底辺にうちのめされる姿が見たいから、劣等生共を死の呪のろいで強化しよう。それこそが、人類唯ゆい一いつにして最高のドＳたる我が珠玉の趣向。エンターテイメントなのだよ」

　俺は一いつ瞬しゆん、ドゥルジの顔を思い出してから、剣を握りしめる。

　パンデモニウムが、世界中で差別された魔王使い達たちの集まりで、その目的が平等な世界を作る事、というのは世間に広く知られているし、俺も知っている。

　メンバーの一人であるドゥルジからも直ちよく接せつ聞いた。みんな差別に苦しんで、辛つらくて、そんな時にサタンに助けてもらったって。

　俺の言葉は、徐々に熱を帯びる。

「まさかこんなクソ野郎がいるとはな……パンデモニウムは、お前らはセリアみたいに世界から差別されて、辛くて苦しくて、でも誰も助けてくれなくて……そんな奴やつらの集まりだと思っていたのに、なのにお前は……」

　剣を握った両手が震える。だが、マナフは人をバカにしたような口調で言う。

「悲ひ劇げきの子羊揃ぞろいと思ったかね？　悪いが私は真正だ。そう、虐待の日々が教えてくれた」

　俺の手が固まる。虐待の、日々？

「私は差別され、弾だん圧あつされる日々の中で思ったのだ。何な故ぜ彼らは私をこうも虐待するのかと。何が楽しくてそんなに笑っているのかと。そしてある日、殺されそうになって思わず手を出してしまった。当たり所が悪く、相手がのたうちまわる姿を見て思ったのだよ」

　マナフは酔いしれた。

「なぁんて甘美なる味わいなんだぁ……」

　マナフは激しく息を乱す。

「甘美！　甘美！　甘美！　皆が差別する理由が解わかった。何故人類が根拠のない理由づけで底辺を作りだすのかが解った。やって当とう然ぜんではないか。何せ、あんなにも甘美なのだから。道徳？　法律？　倫理？　そのようなものはあの快楽の前では塵じん芥かいに等しい！」

「ッッ、狂って、やがる……」

　狂気の色に染まったマナフの瞳ひとみが、俺を捕える。

「サードサモン！　アカ・マナフ！」

　マナフの黒スーツが、アラビアンナイトを思わせる衣装に変わり、腕と腰が漆黒の禍まが々まがしい装甲に覆おおわれる。右手に先端が丸い大ぶりな西洋剣が握られる。人の首を斬きり落とす処刑用の剣、エクセキューショナーズソードだ。ＡエイＦエフである以上、当とう然ぜん、高周波剣だろう。

　そして追つい加か武ぶ装そう。マナフの周しゆう囲いに次々と召しよう喚かん陣が浮かび、鎖で繋つながれたギロチンの刃やいばや、開閉式のカギ爪といった、拷ごう問もん処刑器具が次々姿を現した。

　なんつう追加武装だよ。

「我が美技に酔いしれるがいい」

　マナフの左手に鞭むちが構築される。それは先端がハタキのように紐ひもが何本も垂れさがったＳＭ用鞭のようであり、だが先端一つ一つに鋭利なカギ爪がついている。

　──九尾のネコ鞭。イギリスの拷問処刑具じゃな。一度振るごとに遠心力の加わった九つのカギ爪が相手の肉を削そぎ取とる、えげつない武器じゃよ。

　──右手に処刑剣、左手に拷問鞭かよ。とんでもねぇ野郎だな。

　俺の中で、百ゆ合りが皮肉るように笑う。

　──やれやれ、奴やつには拷問具はバイブ一択と教えてやろう。プラズマバイブレーションソード草クサ薙ナギノ剣ツルギの出力を上げるぞ秋あき人と。

　俺は百合に同意して、草薙剣に怒りの感情を込める。

「悪いなマナフ。お前の美技とやらに酔う時間はないぜ。何せ俺らは、強いからな！」

　背後で生徒の倒れる音がして、ブリジットとアイリーンの体温が俺の左右に並んだ。

「お前がブーストした自じ慢まんの駒も、本物の力の前には脆もろかったな」

　俺がマナフに剣先を向ける。それに合わせて、ブリジットとアイリーンも銃じゆう口こうでマナフを睨にらみつける。アイリーンは、勝ち誇った声で威嚇する。

「パンテオンも手を焼くパンデモニウムなら、どれ程の相手かと思いましたが、この程度ですの？　……すぐにチュリスを解かい放ほうしなさい！」

「あんた自慢の手駒はご覧の通りよ。あんたなんて、あたしらの敵じゃないわ！」

「セリアは渡さねぇ。そして、チュリスにかけた呪のろいもすぐに解いてもらうぞ！」

　敢然と言い切る俺らに、マナフは口元を緩めた。

　何だ？　この反応は？

　マナフは嬉うれしそうに語る。

「なら勝つがいい。そうしてこそ輝かがやく絶望もある」

「どういう事だ？」

　ハッタリと思いたかったが、マナフの言葉だとどうしても気になってしまう。

「私の洗脳解除方法の一つに、私の心が敗北を認める、というのがある。アキト、貴様が私を斬きり、気絶でもすれば確実に全すべてのブースターが解放されるだろう」

　なら話は早い。さっさとマナフを──

「そして束つかの間まの力を失った生徒達たちは絶望する」

　ドライアイスのように冷たくて、容赦のない声が俺の腕を凍りつかせた。

「貴様に敗北した後、私はあらたな絶望を観賞させてもらうよ。そして貴様は恨まれるのだ。力を奪った憎き正義のヒーローとしてな」

　世界中の悪意を煮詰めたような笑みに縛られて、俺は振り切る。

「関係ねぇ！　俺の目的はセリアを守ることだ！　それにブースターはほっとけば全員死んじまうんだろ！　なら死ぬよりはいい！　死ぬよりも、力を失った方がいいだろが！」

　ブリジットとアイリーンも頷うなずいて、一触即発の空気でマナフと対たい峙じした。その時。

「ッダメェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ!!!!」

「アキトさん、チュリスさんが！」

　背後から、チュリスが俺に跳びついてきた。

　チュリスに抱きつかれて、俺は体の動きを封じられる。

「おい、急にどうしたんだよ。早くマナフを倒さないと」

　チュリスは死しに物もの狂ぐるいで俺にしがみついて、離れようとしない。

「お願いだからあの人を倒さないで！　お願いだから！　あの人を倒したら！」

　チュリスは、涙にまみれた顔を上げて、力の限り声を張り上げた。

「またボクは無力になっちゃうよ！」

　マナフは、愉悦に声を昂たかぶらせる。

「私を倒せば、チュリスは再び惨めな負け犬へと成り下がる。だが、私を倒さねばチュリスの寿命は減り続けるだろう。さぁ悩めヒーロー！　仲間の命と心のどちらを取るか！　いや、考えるまでもないな。貴様はセリアのヒーロー。さぁ、さぁさぁさぁ！　セリアを守る為ために私を倒してチュリスを絶望させろ！」

「くっ、チュリス！」

　俺は、しがみついてくるチュリスを抱きしめ返す。

「目を覚ませ！　このままだとお前死ぬんだぞ！」

　ブリジットとアイリーンも口々に言う。

「そうよチュリス！　あんた強さと引き換えに死ぬ気!?」

「それに、テロリストに頼ったニセモノの力に何の価値がありますの？」

「チュリスさん」

　セリアが駆け寄ってきて冷静に、けれど情を感じさせる声で諭す。

「失われた命はもう戻りません。チュリスさんが死ねば、私達はもうチュリスさんとは会えなくなってしまいます。そんなの悲し過ぎます」

「ボクはそれでいい！　みんなにはボクの気持ちなんてわからないよ！」

　涙を散らし、チュリスは俺らに訴える。

「ボクが今までどれだけ……みんな強い召しよう喚かん霊れいと契けい約やくしてどんどん強くなって、序じよ列れつ入りして、なのにボクだけ平凡な持ち霊でどれだけ努力してもアイリーンの背中も見えなかった。どうしても追い付きたくて、攻こう撃げき魔ま術じゆつの勉強もした。自分だけの武器を探して、でも何も無くて、ずっと不安で、努力する事が怖くなって、なのに普通科で召しよう喚かん術じゆつと関かかわりもしなかったアッキーがタケルを召しよう喚かんして急になんなの!?　パンデモニウムに勝ったとかパンテオンと引き分けたって!?　なんで何もしていないアッキーがそんなに強くなるの!?　なんでアイリーンだけ神霊召喚するの!?　なんでブリジットだけあんな簡単にサードサモン使えるようになるの!?　なんで！　なんで！　なんでボクだけ！」

　チュリスは俺の胸板に額を押し当てて、泣き崩くずれた。

「……なんでボクだけ……無力なの………………」

　俺は何も言えなかった。チュリスが訴える内容にではなく、俺は、ここまで感情を剥むき出しにした願いそのものに圧倒されてしまう。

　ここまで他人に感情をぶつける程の渇望。チュリスは今まで、それ程苦しんでいたんだ。

　喉元まで言葉がせり上がる。言いたい。俺もお前と同じで才さい能のうなんか無いって。

　持ち霊はタケルの方が俺を選んだだけ。第三召喚形態サードサモンは百ゆ合りのおかげだ。でも百合の事をチュリスに伝えるわけにはいかない。俺は言いたい想おもいを噛かみ殺ころした。

「すばらしく絶望的な顔だな」

　いつのまにか、マナフの瞳ひとみの奥で妖あやしい光が成長していた。

「優ゆう秀しゆうなＭ奴ど隷れいに褒ほう美びをやろう！」

　マナフの目が、紫電を帯びてチュリスを凝視した。

　次の瞬間、チュリスは俺の腕を振り払うと同時に跳躍。

　マナフ側について、俺らに拳けん銃じゆうを向けた。

「まずいっ、チュリスまで洗脳されちまった！」

「洗脳なんかされていない！」

　チュリスは両目から涙をこぼしながら、熱い声でそう叫んだ。

「貴様は愚かだな。心を奪っては反応が楽しめないではないか。ただ、感情を解かい放ほうしただけだ。彼女の言動は全すべて、彼女自身が望んでやっている事に過ぎない。仮にアキト、貴様に同じ事をすれば、貴様は狂ったように私を攻撃するだろう」

「嘘うそだ！」

「嘘じゃない！」

　チュリスの感情に、想いに俺は黙らされてしまう。

「ボクはこの力を失いたくない！　アッキー達たちみたいに恵まれた人には分からないよ！」

「ええ解わかりませんわ！」

　アイリーンは柳りゆう眉びを逆立て、女帝のような風格でチュリスを叱しかりつける。

「世の中は平等ではありません。ですが、だからこそ恵まれぬ者は努力し、恵まれた者には無い強さを持つのです。それでも勝てなければあらゆる奇策を用い足あ掻がく。チュリス、攻こう撃げき魔ま術じゆつの練習を経た貴女あなたを、ワタクシは凄すごいと思いました。召しよう喚かん術じゆつしか、風魔術しか使えないワタクシと違い、あらゆる属性を使いこなせるようになったのだと感心しました」

　アイリーンは手で空を横に薙ないだ。

「ですが今の貴女はなんですの!?　努力を放棄し、テロリストの悪あしき力に頼る。そんなものはワタクシの愛する凡民ではありません！　ただの愚民ですわ！」

　ガトリング砲が、榴りゆう弾だん砲が、衝しよう撃げき砲が、アイリーンの持つ全武ぶ装そうがチュリスを狙ねらう。

「愚民の貴女に、ワタクシが格の違いを見せてあげますわ！」

　声を震わせながら、チュリスはアイリーンを睨にらみつける。

「アイリーン……昔から強くて恵まれているのに、ボクが強くなったらそれを奪うの？」

「奪うのではありません。与えるのです。貴女に凡民の品格を！」

　チュリスの双そう眸ぼうが怒りの炎を灯ともした。

「おいアイリ、何を考えているんだ？」

　俺が止めると、途と端たんにアイリーンは可愛かわいらしい笑みを浮かべて、俺に視線を送る。

「アキト。チュリスの事はワタクシに任せて下さい。心配はいりませんわ。感情を解かい放ほう？　そんなの女子の喧けん嘩か、いえ、コミュニケーションではいつもの事ですわ」

　アイリーンは昔をなつかしむように語る。

「お互いに感情をぶつけあって、泣いて喚わめいて、髪を引っ張り顔をひっぱたき合い最後に仲直り。もっとも、ブリジットとばかりで、チュリスとやるのはこれが初めてですが……」

　アイリーンの友を思う表ひよう情じように、俺は胸のわだかまりをほぐされたように感じた。

「だからアキトお願いです。今はチュリスの事は忘れて、セリアさんを守る事にだけ集中してください。あの余裕、アカ・マナフも、何かしらの勝算があるのでしょうから」

「解わかった、任せたぜアイリ」

「はいっ。さぁチュリス、ワタクシについてきなさい！」

　アイリーンが空高く飛ひ翔しよう。チュリスの主翼が大きく広がり、周しゆう囲いに衝撃波が走った。

「調子に乗らないでよ！　もう、ボクのほうが強い！」

　二人が上空へと消える。俺はアイリーンに言われた通り、目の前のマナフに集中した。

「おじ様」

　マナフのすぐ隣に立つ、黒い着き物ものの少女。ぬらりひょんが無む機き質しつな声で尋たずねる。

「私が姿を消して、セリアを誘拐したほうが確実なのでは？」

　俺に緊張が走る。それはまずい。ぬらりひょんの能力は、ドゥルジと戦った時に見た。

　ぬらりひょんは他人の姿も消せる。セリアの姿と声を消されたら探しようが無い。

「ありがとう、ぬらりひょん」

　マナフは紳士的な声音で、隣に立つぬらりひょんを見下ろした。

「だが、それでは効果的に秋あき人との絶望を見られないんだ。君は下がっていたまえ」

　ぬらりひょんは無言のままに頷うなずくと、形の良い唇くちびるを開いた。

「第三召喚形態サードサモン……ぬらりひょん……」

　小柄なぬらりひょんから、マナフに匹敵する霊力の波動が溢あふれる。

　髪が生き物のように蠢うごめきながら倍も伸びて、足首にはしゃれこうべの装飾が構築される。

　右手に漆黒と真紅に彩られた、禍まが々まがしい刀を握り、彼女の周しゆう囲いに燃え盛るオービットが複数召しよう喚かんされた。オービットが回転し、ぬらりひょんの姿は薄くなっていく。

「おじ様、退却の際は、私に命令を……」

　ぬらりひょんの姿が、完全にかき消えた。

　俺にとっては好都合だ。でも、だからこそアイリーンの言う、勝算があるのだろうという言葉が重みを増す。でもそんな事は関係無い。

　マナフの話では、マナフ自身を倒せばブーストの呪のろいは解ける。そして、これは俺の予想だが、マナフを倒した後、命令に忠実そうなぬらりひょんが独断でセリアを連れ去る可能性は低い。つまり、マナフを倒せばチュリスとセリア、二人を助けられる。

「行くぞアカ・マナフ！　八や劔つるぎ神がみスキル発動！」

「絶望を見せてくれたまえ」

　周囲の鎖付き拷ごう問もん処刑具が、セリアへ向けて一斉に射出された。

「なっ!?」

　俺はセリアの前に躍り出て、霊力障壁シールドを張った。

　合計八つの拷問処刑具の激げき突とつに、霊力障壁は砕け散る。

　防ぎきれない分は、右手の草クサ薙ナギノ剣ツルギと、左手の杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを以もって弾はじいた。剣の道を極めた俺の目には、全すべての攻撃をどう捌さばけばいいか手に取るように解わかるし、実行できる。

「てめぇっ」

「何を怒る？　これは決闘ではない。私のＳＭプレイだ。だから貴様の嫌がる事をしよう」

　鎖付き拷問処刑具は次々セリアに向けて射出される。

　俺はその全てを余裕をもって弾くが、マナフの下に戻った拷問処刑具は再び射出され、終わりが無い。

「ブリジットはセリアをバイクに乗せていつでも逃げられるようにしてくれ！　セリアはプラズマでバイクを保ほ護ごだ！」

「分かったわ！」

「はい！」

　ブリジットのバイク型ＡエイＦエフコシュタパワーの装甲が変形。後部座席が出来上がると、セリアはそこにまたがり、プラズマの腕でバイクの周しゆう囲いを警けい戒かいする。

　マナフのギロチンが、弧を描くようにして放たれた。

　セリアのプラズマが同じくギロチンの形を形成。俺の頭上を飛び越えるギロチンに対抗するようにして、真っ向からぶつかり合った。

「そんなっ！」

　俺は自身に飛ばされるギロチンの嵐あらしを弾はじきながら、頭上の様子に驚いた。

　マナフのギロチンはセリアのプラズマを引き裂いて、直ちよく接せつセリアに襲い掛かる。

「捕まってセリア！」

　ブリジットがアクセルを回して緊急回避。だが、俺から離れたところを狙ねらわれた。

　何十という鎖付きギロチンが、ブリジットのバイクへと一斉に放たれる。

　セリアはプラズマを集めドーム状にして、完全防御態たい勢せいに入った。しかしギロチンが直撃してその防御を破り、セリアの右肩を打つ。

「「っ」」

　セリアが小さな悲ひ鳴めいをあげてよろめく。

　ブリジットもバイクを操縦し損ねてバランスを崩くずした。

　その隙すきをついて、鉤かぎ爪づめ付きの鎖が二人の体とバイクに巻き付き、地面に引き倒す。

　俺はすぐさま割って入り、全すべての鎖を一息で斬きり刻んだ。

「大丈夫か二人とも!?」

「は、はい」

「ええ、なんとか」

　ブリジットとは違い、セリアはやや苦しそうな顔をしている。二人とも無む傷きずだが、衝しよう撃げきと恐怖がセリアを苦しめている。

「最初の威勢が懐かしいな……虎の子が、大人のライオンに勝てると思ったか？」

　マナフは両腕を組んで語る。

「私とセリアは互いに、ゾロアスター教とキリスト教における大魔王アンラ・マンユとサタンの片腕、高位魔王アカ・マナフとルシファーを持つ。だが私は十数年に渡り召しよう喚かん術じゆつを嗜たしなみサードサモンを使っている。セリアはまともな訓練を始めたのは最近で、セカンドサモンまでしか使えん。もう一度言おう、虎の子が大人のライオンに勝てると思ったか？」

　長身のマナフはややアゴを上げて、さらに俺らを見下す。

「確か貴様は日本人だったなアキト。日本のコミックはうちの子供らが好きで読んでいてね。私も薦められたのを読んだが、笑ってしまったよ」

　言いながら、マナフは本当に笑った。

「どうして最近バトル世界に入った主人公達たち子供が、バトル世界歴数十年数百年の大人の戦士に勝てるのだ？　戦士育成学園の新入生が何な故ぜ大人のプロ戦士に勝つ？　その道のエリート生徒相手に、今日始めた主人公が何な故ぜいきなり勝つ？　理由は単純、庶民が楽しむフィクションだからだ。空想には夢がないとな」

　マナフの目が細められて、邪じや悪あくに笑う。

「だが悪いなアキト。どんなに頑張ったところで貴様は中等部生の子供で先月契けい約やくしたばかりの素人だ。仮に貴様が序じよ列れつ上位者であっても、高校野球のエースがメジャーリーガーに勝てると思うかね？」

「思うさ！」

　俺は、はっきりと言ってやる。

「召しよう喚かん術じゆつは持ち霊によって大きく力が左右されるから、中等部生が大人の召しよう喚かん術じゆつ師しを倒す事もある。たとえ同格の持ち霊同士でも、能力の相性で弱者が強者に一発逆転するジャイアントキリングが起こり易やすい世界だ！　魔王殺しの俺が、お前に勝てない道理は無い！」

　マナフは失笑を漏らす。

「何か勘かん違ちがいをしているようだな。魔王殺しというのは魔王の呪のろいや特殊能力に強い耐性がある事。魔王の力を草クサ薙ナギノ剣ツルギで受け止めると、威い力りよくを減退させられる事を言うのだ。ドゥルジの腐食の力のように、モノによっては無効化もできるがそれは極一部。決して魔王を無条件で倒せる能力を持っているわけではない。ただ、補正が入るだけだ」

「っ」

　情けなくも俺が反論の言葉を出せないでいると、マナフは提案をする。

「さて、次は純じゆん粋すいに苦しむ顔が見たいな……そうだ貴様、ブリジットとか言ったな？」

　名ざしをされて、ブリジットが身構える。

「な、何よ……」

「貴様はセリアを連れて、どこかそのへんで観かん戦せんしているがいい。その代わり、私は貴様らには手を出さん」

「はぁっ!?　あんた何言ってんのよ!?　三対一で戦うに決まっているでしょ！」

「解わからんメスブタだな。貴様らはアキトが苦しむ姿を観賞して悲しそうな顔を私に見せろと言っているのだ。これは戦いではない、私のＳＭプレイだ。Ｍが口を開くな意見をするな。黙って私を楽しませろ」

　ブリジットが歯を食いしばって怒ど鳴なった。

「あんたフザケてんじゃないわよ！」

「ならばぬらりひょんも参戦させよう」

　俺は反はん射しや的に口を挟んだ。

「待てマナフ、それは……」

「どうしたアキト？　そちらが三人がかりなら、こちらが二人がかりでも文句はあるまい。我々二人とセリアの姿を認識できないようにして連れ帰らせて貰もらう。ＳＭプレイが出来ないならばここにいる意味もないからな。忘れるなよＭ共。支配権があるのは、この私だ」

　俺は言い返せなくて、ただ睨にらみつけることしかできなかった。

　──落ち着け秋あき人と。これは駆け引きじゃ。奴やつの口車に乗ってやれ。そうすれば、まともに戦える。戦えるなら、お主の魔王殺しが生きる。

　百ゆ合りの言う通りだ。俺は必死に怒りを抑えた。

「おい、そうすれば、二人には絶対手を出さないんだな？」

「当とう然ぜんだ。ちょこまかと動かれるよりも、苦しむ貴様の姿を悲しんでもらいたいからな」

「分かった。ブリジット、セリアを連れて離れてくれ」

　真剣な目で頼み込むと、ブリジットは辛つらそうに目を伏せた。

「また……足手まといなの？」

「一緒に戦いたいっていうブリジットの気持ちは嬉うれしい。これから俺はどんどんお前に頼っていきたい。でも、それは今じゃない。今は、セリアを守る事に専念して欲しい。頼むブリジット。アイリがチュリスと戦っている今、お前にしか頼めないんだ」

　ブリジットの、エメラルドグリーン色の瞳ひとみが潤んだ。けれどブリジットは目を閉じると、すぐに凛りんとした表ひよう情じようを見せてくれる。

「分かったわ！　作戦内容はセリアの保ほ護ごを優先！　セリアの保護はあたしが担当。敵の撃げき退たいはアキトが担当。いいわね？」

「ＯＫだ！」

　俺とブリジットは、刀とガンブレードの刃やいばを軽く合わせて合意を確認する。

「行くわよセリア」

　ブリジットが後部座席のセリアへ振り返る。セリアは悲しそうな顔で、僅わずかにうつむく。

「ブリジットさん……私達たちは……アキトさんの隣には立てないのですね……」

「…………バカ言ってんじゃないわよ」

　ブリジットは、背中越しにセリアへ呟つぶやいた。

「アキトは……隣に立ったら肩を抱いてくれるんだから」

「え？」

　ブリジットはセリアを連れて、俺から離れて行った。

「じゃあ行くぜマナフ。一対一なら、お前に負ける気がしねぇ。杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギと、草クサ薙ナギノ剣ツルギで、てめぇをぶった斬ぎる！」

　俺はタケルが持つ神速の瞬発力で激走。万分の一秒で音おん速そくの壁を貫き、加速した。

「オーバーフロー・アカ・マナフ」

「なっ!?」

　マナフの目の前に展開された召しよう喚かん陣から、鎧よろい姿の魔王が襲いかかった。

「解放召喚オーバーフロー！　ヤマトタケル！」

　俺も持ち霊本体を召しよう喚かんして応戦。解放召喚オーバーフローの威い力りよくは、召しよう喚かん術じゆつ師しの力量で変わる。

　でも、タケルは魔王との相性がいい。

　俺の予想通り、魔王の魔剣とタケルの草クサ薙ナギノ剣ツルギが互いに斬ざん撃げきを浴びせ、対つい消しよう滅めつ。

　かなり霊力を使ってしまったが、これで難は逃れた。だが、マナフは再び口を開く。

「オーバーフロー・アカ・マナフ」

　マナフの巨凶に、俺は絶句した。


　　　◆



「無様だなアキト。それが世界唯ゆい一いつにして最強の魔王殺しの力か？」

　血まみれの俺は、マナフに一方的に攻められていた。

　マナフはエクセキューショナーズソードで草薙剣と杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを弾はじき、九つのカギ爪が付いた鞭むちで俺を叩たたき伏せる。もう何度それを繰り返したか。マナフの解放召喚を防ぐのに多くの霊力を使ったけれど威力を殺し切れず、俺は満まん身しん創そう痍い。疲ひ労ろう困こん憊ぱい。息も絶え絶えだ。

　八や劔つるぎ神がみスキルを使う力も、残ってはいない。

　けれど、これも百ゆ合りが鋼はがね神がみスキルで俺の鎧よろいを日ひ緋ひ色いろの金かねにしてくれたおかげだ。

　でなければ、きっと即死だっただろう。

「コミックヒーローは、長い前戯の後に最高の一発を入れるが、教えてあげよう。相手の手の内が解わかっているなら、必殺技は最初に使うものなのだよ。そうすればこのように！」

　最初に解放召喚を叩たたき込こんだマナフは気分を良くしながら、俺の顔を蹴けりあげた。

「消耗しきった相手を一方的に攻められるというものだ！」

　俺は剣を杖つえに立ち上がりながら、マナフを睨にらみつける。血を唾つばのように吐いてから、両手の剣を構える。するとマナフは、攻撃の手を休めた。

「近接戦闘で何な故ぜ私に勝てないか疑問かね？　そうだな、素人の貴様に解り易やすく教えてやろう。それはな、貴様が未み熟じゆくだからだ」

　酷薄な笑みを浮かべて、マナフは講釈をする。

「召しよう喚かん術じゆつの効果はスキルや属性の獲得の他に肉体強化がある。だが何がどの程度強化されるかは持ち霊と術師の実力で決まる。仮に、並の持ち霊で筋力を一〇〇倍に強化しようと思えば一〇年の鍛錬が必要でも、タケルならば契けい約やくしたその日から一〇〇倍になる。それでも全力の一割にも満たないだろうが、タケルが持つ最強の身体能力とはそういう事だ」

　自身の胸に手を当てて、マナフは優雅に口を開く。

「では私はどうだろうか？　私の持ち霊は魔王アカ・マナフ。魔王の肉体はそこらの英えい霊れいより遥はるかに強力だ。そして私は一〇年以上も召喚術を嗜たしなんでいる。解るかＭブタよ。八劔神スキルを使い果たし、身体能力だけが武器の貴様よりも、今の私は遥かに強いのだ！」

　エクセキューショナーズソードが、鎧の穴から右胸に突き込まれて、俺は悶もん絶ぜつする。先端が丸い為ため貫かん通つう力りよくは低いが、今の俺には打撃攻撃でも十分な苦痛となる。

　遠くで、セリアとブリジットの悲ひ鳴めいが聞こえる。

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめて仰あお向むけに倒れる俺を見下ろし、マナフはご満悦の笑みを浮かべている。

「しかし頑丈な体だ。如い何かに素人といえど、やはりタケルはタケルか。神を超える超速。神罰を弾はじく肉体。神を凌りよう駕がする超筋力。全召しよう喚かん霊れい中最強のボディという話は本当らしいな」

　マナフは、名案を思いついたように手を叩たたいた。

「そうだ、貴様にチャンスをやろう」

「チャンス？」

「ああ。報告だと、貴様は日ひ上がみから兄の死因を聞いたらしいな」

「……はんっ……なんだその話か。前のルシファー使いに殺されたんだろ？　悪いけどな、俺はそんな事、全然気にしてなんかいないぜ」

　マナフをいい気分にさせたくなくて、俺は空元気で言ってやる。

　それに、タケルから詳しい事情を聞いている。

　兄貴と、前のルシファー使いのリーズさんは愛し合っていたらしい。でも、リーズさんはどうしても人を信用することができなくって、深い悲しみと絶望の中でルシファーの力が暴ぼう走そう。リーズさんを止めようとして、兄貴は死んだ。

　兄貴が死んだのは悲しい。でも、大好きな女の子を助けたくて死んだのは、俺の憧れた兄貴らしいと納なつ得とくできる。

　マナフとの戦いは圧倒的に不利だけど、俺は勝ち誇った顔でマナフを見上げてやった。

「あれを仕組んだのは私だ」

　……………………………………………………………………………………え？

　声が出無かった。

　俺は一いつ瞬しゆん頭が真っ白になって、すぐに否定した。

　嘘うそだ。どうせドＳのこいつのことだ。俺を弄もてあそんでいるに違いない。

　俺はなんとか上半身を起こす。

「嘘を言うなよ。知っているんだぜ。兄貴は、暴走したルシファー使いの女の子を、リーズさんを助けようとして死んだんだ」

「では何な故ぜ暴走した？」

「それは……だから深い悲しみに呑のまれて……」

　──まさかこ奴やつ……

　俺も、百ゆ合りと同じ結論に行きつく。

　悪の思し考こうを司つかさどる魔王アカ・マナフ。能力は、人の精神を操ることだ。

「あの女はパンテオン隊員であるサギサワ・ハルキと結託し、我々全員を売ろうとした裏切り者だ。故に、私のオモチャにさせてもらった！」

　マナフは極上の笑顔で、邪じや悪あくな声を上げて昂たかぶった。

「あの最強の魔王殺しが！　サタンとすら互角に戦う男がなすすべも無く死ぬ様は実に滑こつ稽けいだったよ！　ルシファーのプラズマに焼かれて！　ソードビットに刺し貫かれて！　血の海に溺れながらも言うのだよ！　愛している！　大丈夫だ！　俺が守るから！　あれほど愉ゆ快かいな光景は人生初だったよ!!」

　──ッッッ、なんという鬼畜外道じゃ！

　歪ゆがんだ精神に有頂天になりながら、マナフは哄こう笑しようする。

　その笑い方があまりにも真に迫っていて、演技ではないことは明白だった。

　ブリジットとセリアが、遠くで何かを言っている。けど、その声は俺の耳に届かない。

　こいつが兄貴を殺した。

　姉さんと美み冬ふゆの泣き顔を思い出す。

　こいつが兄貴を死に追いやった。

　それも、愛し合う女の子に殺させた。

　俺の中で、百ゆ合りと俺の心がシンクロする。

　滾たぎる血液が、体の痛みを消してくれる。

　腹の底から湧わき上がる感情が、立ち上がる力を与えてくれる。

　許さねぇ。

　俺らから兄貴を奪ったこいつを、姉さんと美冬を泣かせたこいつを、俺は許せない。

　こいつさえいなければ、今でも兄貴は生きていて、リーズさんとも一緒に暮らして、セリアもルシファーを召しよう喚かんせず、隔かく離りされずに済んだかもしれない。俺は……

「お前を殺したい!!」

「黙れ」

　無感動な蹴けりで、俺は顔面をぶっ飛ばされた。頭の奥でしびれるような鈍どん痛つうが響く。

　マナフは両手を広げて、人を小馬ば鹿かにした顔を作った。

「おやおやおかしいな。ここは君が真の力に目覚めて突然強くなり、奇跡のパワーで私を圧倒するはずなのに……ククク、何な故ぜ君は寝ているんだ？」

「くっ……そ…………」

　俺は、武器だけは離すまいと両手に力を込める。

　マナフは俺を警けい戒かいすることなく歩み寄り、何度もカカトを俺の胸に落としてくる。

「どうした？　どうした？　どうしたね魔王殺し!?　残念だろうなぁ、口惜しいだろうなぁ……目の前にいるのは友に呪のろいをかけ、愛するヒロインをさらおうと狙ねらい、あまつさえ兄の仇かたきときている……なのに君は、なぁにもできない」

　最後にマナフは、俺の顔面を踏みつけると、冷静な口調になる。

「さてと、一生のうちでタケル使いを二度も殺せる幸運、有意義に使わねばな……感かん謝しやするがいい。本当ならば、セリアを暴ぼう走そうさせて君と殺し合わせる予定だったのだ。だが私は家族想おもいでね、愛する娘達たちの為ために、セリアは無む傷きずで引き渡したいのだ。もっとも」

　マナフの悪意は、もう俺の認識から外れていた。

「心の無事は保障していないがね。むしろ、君を失った悲しみを娘達に埋めてもらえば、セリアも従順になるだろう」

　──こいつッッ！

　──いるものじゃな、魔王以上に悪魔的な人間という奴やつは！

　俺は動かない体を、精神力で無む理り矢や理り起こそうとして、とある声に止められた。

「待って下さい！」

　セリアの声だった。

　俺は鉛のように重たい体で、なんとか首だけは動かせた。

　セリアはブリジットのバイクから降りていた。そしてマナフ相手に毅き然ぜんとした顔で叫ぶ。

「どうして……どうして貴方あなたはそんなにも歪ゆがんでいるんですか!?」

　涙を溢あふれさせて、セリアは声を枯らすようにして叫んだ。

「自分が楽しむ為なら人の事なんてどうでもよくって！　楽しむ為に人を傷つけて！　恥ずかしくないんですか！」

「ッ、セリア……」

「フッ、まるで小学校の学級会だな。いじめはいけません。みんなで仲良く手を取り合って協力しましょう。君は今年で何歳さいだ？　この世の悪性と不条理など、スラム街なら一〇歳に満たない子供でも知っている。君の言葉はまるで、恵まれすぎて現実を知らない大きな子供のソレだ。君は今まであらゆる存そん在ざいから虐待と迫害を受け、この世の地獄を味わってきたはずだが？」

「そうです！　だからこそ思ったんです！　どうしてみんなこんな事をするんだろうって！　そして思うようになりました……きっと世の中は酷ひどい人しかいないんだと、でも、世の中にはアキトさんがいました！」

「……セリア」

　胸の奥にほのかな熱を帯びて、俺はセリアの泣き顔を見つめる。

　いつも無む口くち無む表ひよう情じようで無感動なセリアは、マナフへ必死に訴える。

「アキトさんは、私の髪も、目も、胸も、全部好きだと言ってくれました……魔王使いの私を守ると言ってくれました……この世は悪性でも不条理でもありません。だってこの世にはアキトさんがいました！　アキトさんも世界の一部だから！　アキトさんを含んだこの世は悪じゃありません！　だから私は自分のことも好きになろうと思ったし、アキトさんと一緒にこの世で生きていこうと思ったんです！　なのに貴方はアキトさんの生き方に何も感じないんですか!?」

「つまらない生き方だと感じている」

　セリアの真紅の瞳ひとみに、怒りが宿った。

「ッ、ブリジットさんはここにいて下さい」

「待ちなさいよセリア。あたし達たちが戦ったらアキトが戦った意味が無いじゃない！」

「ブリジットさんの言う通りです。私は、すごくわがままで、傲ごう慢まんな女だと思います。けれど、私はヒガミさんと戦った時に誓ったんです。もう耳を背けないと、アキトさんが戦うなら、私も戦うと！」

　セリアから感じる霊力の波動が強くなる。

　全身に満ちる霊力の強さに、マナフも少なからず驚いているらしい。

「悪くはないが、一〇〇の力を持つ相手に一〇が一五や二〇になったところでどうなる？」

「私は、アキトさんと一緒に戦います！」

「駄目だセリア！」

　俺は叫んだが、霊力加速クイツクで向かって来るセリアは止まらない。

「最高だよ！　これで、君を痛めつける口実ができた！」

　マナフはエクセキューショナーズソードを振り上げる。

　セリアは電離分子高周波剣プラズマ・ヴアイブロ・ブレードを両手に構えて、真まっ直すぐ突っ込んで来た。

　でも次の瞬間、セリアの服が光りに包つつまれる。内側に星々の輝かがやきを散りばめた、漆黒の翼が生えて、一いつ瞬しゆんで禍まが々まがしくも神々しい衣装へと転身する。

　ソードビットは刀身部分がプラズマへと変わり、形状が自由になる。

　両手には、黒と紫を基調とした高周波ブレードを握り、マナフへと振り上げる。

「サードサモンだとッ!?」

　この戦いで、マナフの顔が始めて動揺を見せた。

　マナフとセリアの剣が接触。

　マナフはバックステップで背後へ退いた。

　距離が開くと、セリアは間髪いれずソードビットを射出。追つい撃げきを試みる。

　マナフは鎖付きギロチンを召しよう喚かん。ソードビットをギロチンで弾はじきながら、表ひよう情じようを正す。

「奇跡を起こした事はおめでとうと言っておこう。しかしだからどうした？　高位魔王使い同士でサードサモン同士。未いまだ君と私には、経けい験けんという埋めようのない隔絶がある！」

「プラズマ集束！　発射！」

　セリアが放ったプラズマビームを、マナフはこともなげにかわして、代わりに鎖付きギロチンを放った。

「今度は、負けませんっ」

　セリアの全身から溢あふれだしたプラズマの触手が、先端をギロチンの形状へと変形。それぞれが、空中でギロチンの攻撃を相殺する。

　さらにソードビットを操り、セリアはマナフと戦った。

　でもマナフは余裕の表ひよう情じようを崩くずさない。

　俺は理解した。あれは遊んでいる顔だ。

　あいつは、セリアをどう痛ぶるかを考えている最中なんだ。

　痛ぶる方法さえ決まれば、すぐにでも全力でセリアに襲い掛かるだろう。

　──緊急事態じゃ秋あき人と!!　ここはわしが出る！　ブリジットとセリアにわしの正体はバレるがセリアの身の安全には代えられん！　マナフにも知られてしまうが、この場で殺せば問題は無い！

　俺の中で、百ゆ合りが幼女から少女へと姿へと変えていく。

　けれど、俺はそれを許さなかった。

　──駄目だ百合。近くにはぬらりひょんがいるはずだ。ぬらりひょんが何かしらの手段でお前の存そん在ざいを世間に公表したら、お前はここにいられなくなる。

　──じゃが！

　俺は、自分に言い聞かせた。

　──霊力は魂たましいから生み出されるもの。その霊力を精神が、人の想おもいが操そう作さする。霊力の流し方、使い方、変化させ方。第二召喚形態セカンドサモンから第三召喚形態サードサモンに上げる時、スキルを使う時、東とう西ざい無む双そうを使う時、草くさ薙なぎの大たい波はを使う時、百合は霊力をどうしていた？

　──秋人。お主は何を……

　──……ピンチになったら百合に頼ればいい。そんなのヒーローじゃねぇよ。ただの電話ボックスじゃねぇか。

　魂を奮い起こして、俺は残り僅わずかな霊力を全身に巡らせる。

　──俺はさ百合、ただセリアを守りたいんじゃない。セリアの気持ちに応こたえたいんだ。セリアに嬉うれしいを返したいんだ。

　俺には、魂の在りかなんて解わからない。でも百合が何度も俺の魂に干渉してきた感覚を頼りに、俺はソレをやろうとする。

　──待て秋人。お主一体何をするつもりじゃ……

　──なぁ百合、覚えているか？　俺が日ひ上がみに殺されそうな時さ、セリア言ったよな？　涙をぼろぼろ流しながら、もうケガしないでって。その後、俺を守る為ために、あいつ、隔かく離り施し設せつに戻ろうとしたんだぜ。

　今思い出しても、あまりに幸せな時間だった。

　幼い頃からいじめられ続けて、ルシファーを召しよう喚かんしたら親に捨てられて、隔離されて、施設でもずっといじめられて……誰も信じられなくて心を失いかけていた女の子が俺の為に泣いてくれたんだ……泣きながら、俺の為に隔離施設に戻ろうとしたんだ。

　俺の体は、涙腺からとめどなく涙を溢あふれさせた。

　──一生虐待され続けるのを解っていて！　ようやく抜け出せたのに！　俺を守る為にまた戻ろうとしたんだぞ！　あんな子が、俺を守る為ために一生を捨てようとしたんだぞ！

　──それは……

　──だから、俺が戦わないと駄目なんだ！　俺は、セリアのヒーローだから！

　俺の中で、熱いヒーロー魂だましいが燃え上がった。




　刹那、草クサ薙ナギノ剣ツルギが、マナフの胸板を逆袈け裟さ斬ぎりにした。




「バカなッ!?」

「その顔、今日で二度目だな……人類唯ゆい一いつのドＳ野郎!!」

　今俺がしたのは、跳ね起き、マナフと距離を詰め、斬り上げる、の三つだ。

　セリアとブリジットの目には、全すべて一いつ瞬しゆんの事にしか映らなかっただろう。

　でも、今の俺にはそれが可能だった。

「アキトさん！」

「アキト！」

　胸元に赤い血の花を咲かせるマナフへ、俺は流れるように連続斬りを浴びせ続ける。

「バカな、既に八や劔つるぎ神がみスキルは使用限界が……」

　剣と鞭むちで俺の剣撃を防ぎながら、マナフは驚きよう愕がくする。

「お前が自分で言ったんだぞ。ブースターは魂から生み出す霊力を使い切ったら、魂そのものの力、魂こん力りよくを使うって。なら、俺もできないかと思ったんだけどすげぇな魂力って。霊力がサラダオイルなら、魂力はガソリンて感じだ」

　魂力を使った途と端たん『第三召喚形態サードサモン』と『八劔神スキル』の性能が前とは段違いになる。

　さっきまで満まん身しん創そう痍いだった体が、嘘うそのように動く。

「魂力を、自分の意志で使うだと？　そんな高等技ぎ術じゆつを貴様が使えるわけがない！」

「高等？　こんなの簡単だろ」

　俺は自分の胸を親指でさして、不敵に笑った。

「守りたい人の事を想おもって奮える場所、それが魂の在りかで、そのままそいつの力を使えばいい。ヒーローの俺には超簡単だぜ！　奇跡ってのはな、起こすもんなんだよ！」

「だとしても解わかっているのか!?　魂力の消費は寿命を縮めるのだぞ！」

「俺は最初から命賭けて戦ってんだよ!!　ヒーローに不可能はねぇ!!　行くぞマナフ!!」

「ほざけっ！」

　それからは、マナフの攻撃はただの一いち撃げきも当たらない。全て草薙剣と杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギで受け流し、同時にマナフの腕や肩、胴どう体たいを斬りつける。

　防いでから斬る。攻防一体の技を、マナフは突破できない。

「破ッ！」

　一太刀で、九本の鞭むち全すべてを切断。先端についたカギ爪が地面に落ちる前に、俺はマナフの左アバラ骨を縦に四本断ち斬きった。

　兄貴が死んでから失ったヒーロー魂だましいが、俺の全てを心地よい全能感で包つつみ込む。

　セリアが俺にくれた、俺に思い出させてくれた万能力が、俺に最高のブーストをかける。

「バカ……な……」

　マナフは血を吐き、よろける。

　マナフは距離を取り、空間から三〇以上もの鎖付き拷ごう問もん処刑具を飛ばしてきた。

　どうでもいい。俺は一いつ顧こだにせず、歩みを万分の一秒も妨げられる事無くマナフへ迫る。

　避けられるものは避けたし、避けられないものは全て剣で受け流した。

　どれひとつとして、八や劔つるぎ神がみの進行を妨げるには力不足な玩具おもちやだった。

　八劔神スキルは、並の剣士英えい霊れい使いが持つ剣術スキルとはわけが違う。

　剣がどれ程のものか、素人の俺でも解わかる。それこそ達人は鉄でできた刀で斬ざん鉄てつ、鉄の鎧よろいを切断するし、超高速で飛ひ来らいする豪弓の矢を弾はじき落とす。一部の達人に至っては、人間を骨ごと斬っても空気を斬るように摩擦抵てい抗こうが無く、刀身がするりと通り抜けるらしい。

　でも今の俺は、さらにその上、剣神の中の剣神、剣神の頂点『八劔神』ことヤマトタケルの力を得ている。言葉にはできないが、スキルを発動させた瞬間から、俺には世界がまるで違うものに見えている。

　──行け秋あき人と。これが達人のさらに高み、剣けん聖せいの領域じゃ！

「はぁあああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、上段に構えた草クサ薙ナギノ剣ツルギを一息に振り下ろす。多くの血を失ったマナフは避けられず、エクセキューショナーズソードで受け止めるのが精一杯だった。

　そしてエクセキューショナーズソードは真っ二つになる。

　今の俺は、世界の全てを原子レベルで把握しているような気分だった。

　達人が何でも斬れるのは、刀とう線せん刃は筋すじを糺ただすと言って、その物質のもっとも斬れ易やすい斬り方、角度や部位を見み極きわめ、それに沿って刃やいばを入れているからだ。

　今の俺は細胞や繊維どころか、原子レベルで刀線刃筋を糺すことができた。

「ッッ。この私が、Ｍブタ如ごときにッ！」

　マナフは霊力加速クイツクで、背後へ瞬間的に飛び引いた。

「ぬらりひょん！」

「させるかよ！」

　俺は杠谷樹ヒヒラギノ剣ツルギを鞘さやに収めると、両手で草薙剣を振り上げる。

　今ならできる。そう確信して、俺は魔王殺しの剣に霊力を送り込んだ。

　──行くぞ、百ゆ合り!!　あの野郎を、この場で倒す!!

　──行け秋人！　今のお主なら使えるじゃろう。あの最凶の悪党を、災害を駆く逐ちくせよ!!

　だがその前に、危機を察したマナフが動いた。

「オーバーフロー！　アカ・マナフ！」

　マナフの正面に巨大な召しよう喚かん陣が浮かび上がり、中から本物の、魔王アカ・マナフが姿を現した。赤と黒を基調とした、禍まが々まがしい鎧よろいに身を包つつんだ長身の魔王が、魔剣を手に俺らへ向かって飛んでくる。

　まずい。大人の、熟練の召しよう喚かん術じゆつ師しが召喚した魔王だ。ドゥルジの時とは違い、本物の魔王の力をかなり引きだしているだろう。さっきはこっちも解放召喚オーバーフローで相殺したが、感じる力の強さが違い過ぎる。さっきのは、きっと手加減していたんだろう。

　いくら魔王殺しの草クサ薙ナギノ剣ツルギがあっても、俺一人の力でどうこうできるか分からない。

　頼もしい加勢が現れたのは、その時だった。

　セリアが俺の右隣に立って何も言わず、視線だけで俺に呼吸を合わせてくれる。

　俺は目で頷うなずいて、同時に魔王へ必殺の一いち撃げきを叩たたき込こむ。

「草薙の──」

「ギルティ──」

　上段に構えた魔王殺しの剣が、神々しい光を放つ。

　セリアの前でソードビットが円環状に回り、全身のプラズマがその中央へと集まる。

　魔王殺しの力と魔王の力。

　相反する力が同じ目的の為ために一つとなって、現世に召喚された。

「大たい波は!!」

「オリジン!!」

　光が咆ほう哮こうを上げる。

　俺の電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードと、セリアのソードビットから、極熱のプラズマが津波のようにほとばしる。極大エネルギーの塊を、超広こう範はん囲いに渡り解かい放ほう。

　仮にぬらりひょんの力で姿を消しても関係ない。ここら一帯全すべてを消し飛ばせば必ず当たる。客達たちはマナフの駒になったおかげで俺らに倒されて、俺らの遥はるか後方で気絶しているから、巻き込まれる人もいない。

「ッ、魔王よ、その力を示せ！」

「■■■■■■■■■■■■■■!!」

　魔王が人ならざる奇声を発する。

　魔王アカ・マナフは、魔剣で俺らの攻撃を真正面から受け止める。

　ゾロアスター教の魔王本人の力が、英えい霊れいヤマトタケルと魔王ルシファーの力を行使する俺らの召しよう喚かん術じゆつと真っ向からぶつかり合う。

　結果、互いの力は拮きつ抗こう。俺とセリアの力は、魔王を押しきれずにいた。

　魔王殺しである草薙剣の力でこれなら、出力自体は完全に向こうが上だろう。

　極大エネルギー同士の激げき突とつで、肌が焼けそうだ。

「ぐっ、負けるかよ！　セリア！」

「はい！　勝ちましょう、私達たち二人で！　いいえ、私達みんなでです！」

「その通りよセリア！　オーバーフロー！　デュラハン！」

　俺らのプラズマと魔王アカ・マナフが激突する、ちょうど真上。空を駆けるバイクにまたがるライダーガール、ブリジット・ブランデルは召しよう喚かん陣を展開。

　同じくライダーガールを召喚。ただしこちらは馬に乗った鎧よろいの女騎士だ。

　死の高位精霊、デュラハンが首なし馬コシュタパワーに鞭むちを入れて、空から地上へと一直線に駆け下りた。

「何!?」

　マナフが目を剥むく中。デュラハンは、俺らの破壊光線と互角のしのぎ合いをする魔王アカ・マナフの顔面、兜かぶとのスリットへと、無慈悲に死神剣デスサイズを突き入れた。

　高空から地上への降下速度、体重、霊力を込めて、剣の切っ先を眼球に叩たたきこむ。

　刹那、魔王の体勢が崩くずれた。魔王と召しよう喚かん術じゆつ師しマナフは、一いつ瞬しゆんでプラズマの奔流に呑のみこまれる。極熱のプラズマが遊園地のアスファルトを一瞬で蒸発させ、人工島独立学園国家の甲板が、深く抉えぐれた状態で更地と化した。

　気化したアスファルトと金属の異臭が鼻をつく。












　更地の中で、満まん身しん創そう痍いのマナフが両ひざをついたまま、立ちつくしていた。

　そのすぐ近くには、憔しよう悴すいしきった顔のぬらりひょんが、刀を杖つえにして膝ひざを震わせている。

　方法は知らないが、今の攻撃を防ぐのに霊力をほとんど使ってしまったらしい。

　ブリジットとセリアが、同時に俺の名前を呼ぶ。

「アキト！」

「アキトさん！」

　──よし、秋あき人と！

　──ああ、俺らの勝ちだ！

「私の勝ちだ」

　血に濡ぬれた顔で、マナフが不敵に笑う。

　マナフの野郎、何を言っているんだ？

　俺がそう聞く前に、体が本ほん能のう的に上空を見上げる。

「この、力は……」

　上空で、たった今俺達たちの繰り広げた激闘に、勝るとも劣らない力同士の衝突を感じた。

　青い空に黒い人影が映る。空中を走るブリジットがその人影を受け止め、降下してくる。

「大変よアキト！　アイリーンが！」

「アイリーン！」

「アイリーンさん！」

　ブリジットが抱きかかえて来たアイリーンは、酷ひどい有様だった。

　全身の武ぶ装そうが熱で溶けたように破壊され、黄色いドレスは装飾が全すべて焼け落ちている。

「ア、アキト……」

　虚うつろな瞳ひとみで俺を見上げるアイリーンが、最後の力を振り絞って俺に手を伸ばした。

「チュリスを、ワタクシ達の友達を……たすけてあげてください」

　青い瞳に涙が浮かんだ時、空からチュリスが舞い降りた。

「アッキー！　アイリーンは!?」

　チュリスは第三召喚形態サードサモンの姿で、顔には狼ろう狽ばいの色が浮かんでいた。

「チュリス……上で何があったんだ!?」

　俺が問いただすと、チュリスは後ろによろめきながら頭を抱える。

「違う……違うよアッキー……ボクはこんなつもりじゃ……アイリーンが、アイリーンがボクから力を奪おうとするから……アイリーンがハスターを召しよう喚かんしたから、だからボクもオーバーフローしたのに、なのに、なんで……ボクの、ボクの持ち霊は力天使のはずなのに、なのになんであんなものが……あれ？　あれ？」

　チュリスは瞳どう孔こうの開いた目から涙を溢あふれさせて、全身を震わせる。

　その姿は、崩壊寸前のビルにも近い危うさがあった。

「落ち着けチュリス。こっちに来てくれ、大丈夫、俺が助けるから」

　俺はチュリスを冷静にさせようと話しかけるが、チュリスの錯乱は止まらない。

「ボクは……ボクは……」

　マナフはゆっくりと立ち上がり、再びあの邪じや悪あくにして極上の笑みを浮かべる。

「てめぇ何をしやがった!?」

　マナフの目が、紫電を帯びてチュリスを凝視した。

　次の瞬間、チュリスの背中から、新たに二枚の飛行ユニットが生える。

「え？　ボクの翼が……」

　飛行ユニットはさらに生えて、三対の飛行ユニットが背中に顕けん現げんする。途と端たん、チュリスが痛ましい悲ひ鳴めいを上げた。背中を逸そらし、俺らから離れて地面を転げ回る。

「チュリス！」

「いやぁ！　いやぁ！　いやぁ！　あ、あ、あああああああああああああああああ！」

　断末魔の様な声を上げてから、チュリスの瞳ひとみから光が消え、体が痙けい攣れんを始める。

　──まずいぞ秋あき人と！　来る！

　──来るって何が。

　──この気け配はいは、奴やつじゃ……この娘、よりにもよってこんな。

　俺の中で、あの百ゆ合りが歯を食いしばった。

　チュリスの全身が光りに包つつまれて、熱線のようにして周しゆう囲いに拡散する。

　気絶させた遊園地の客達たちからだいぶ離れた場所で戦っていたので、巻き込まれる人はいない。だが、アスファルトが溶けて周囲のベンチや投とう影えい画が面めん発生機が熱でひしゃげた。

　──おいなんだよこれ!?　チュリスの持ち霊は召しよう喚かん形態によって階級は変わるけど、第三召喚形態サードサモンでも力天使程度じゃ……

　──そもそもそれがおかしいのじゃ！　持ち霊が変わることは無い！　つまり召喚形態で階級が変わるという事は、持ち霊の隠れた力が解かい放ほうされたという事。つまりチュリスの持ち霊は権天使、能天使、力天使の三階級全すべての権能を持つ天使なのじゃ！

　──んな天使いるのかよ!?

　──いるんじゃよ！　一人だけな。

　熱線が巨人の形を織り成した。ソレは漆黒に光る六枚の翼を生やし、夜色の輪を頭上に浮かべている。身長はおよそ一〇メートル。その胸元には、人形のような顔で涙を流す、裸のチュリスが埋め込まれていた。

　──天使の九階級中、並の神よりも強大な力を持つ最上位熾し天てん使し。その一人でありながら、七位権天使と六位能天使、五位力天使の権能を持つ復ふく讐しゆうと懲罰の天使。

　百合の声音が変わり、その緊張感ある声が相手の強大さを物語る。

　──直属の一四万四千の死の天使と一万二千の破壊天使を率いる指揮官にして天界軍最高司令官。神への反逆者を純然たる武力で滅する天界最強の戦人。その名は……

　光の巨人が、その神々し過ぎるを全ぜん貌ぼうを現す。人間離れした美女が、狂気に満ちた眼光で俺を見下ろした。

　──天界元帥ホーリー・ジエネラル……破壊天使ケムエルじゃ。

　ケムエルが咆ほう哮こう。両手から爆発力が放たれる。俺らはとっさにバックステップでかわして、地面に穿うがたれたクレーターの巨大さに愕がく然ぜんとした。

　──天界での権力はミカエル、ガブリエル、ウリエル、ラファエルの四大天使の方が上じゃが、戦せん闘とう力りよくではケムエルが完全に上。全天使中最強の天使じゃ。何せガッチガチの実戦闘派。武力を以もって神に仕え強さを以って天界の職業軍人共の頂点に立つ元帥様じゃ。もっとも今は、堕天しかけているようじゃがな。

　──なんでそんなやべぇのがチュリスについているんだよ！　あいつ凡才どころか超天才じゃねぇか！　今までの涙はなんだったんだよ!?

　──いや、あの娘は凡才じゃよ。じゃから自身の持ち霊がケムエルと気付けなかったし、熾し天てん使しとしての力を使えなかった。

　──でも持ち霊の格は本人の才さい能のうで決まるんじゃ。

　俺の中で、百ゆ合りは首を横に振る。

　──秋あき人と。お主も既に気付いておろう。持ち霊は本人の故こ郷きようと才能で決まるが、他にも持ち霊を引き寄せる要因があると。

　──それって……

「……アッキー」

「チュリス！」

　壊れた人形のように涙を流して、チュリスは呟つぶやいた。

「………………たすけて」

　俺は……全身の血を一いつ瞬しゆんで抜き取られたような感覚に襲われた。

　そうだよ、チュリスの持ち霊がケムエルとか、そんなことはどうでもいい。

「負けないでくださいチュリスさん！」

　セリアが声を大にして、精一杯呼びかける。

「人は持ち霊を選べません。私も選べませんでした！　そのせいでたくさん不幸な目に遭いました！　でも、だからと言ってそんな力に頼ってはいけません！」

「そんなことはどうでもいい！」

　びっくりしたセリアが、何も言わず俺に視線を投げる。

「大きな声を出してごめんなセリア。でも……そんなことはどうでもいいんだ……」

　俺は思い出す。チュリスと初めて出会った時の事を。

「自分の才能を見限って、努力する事をやめたのも……」

　チュリスと馬ば鹿かな事をして遊んだ日々が、走馬灯のように浮かんでくる。

「劣等感に圧おし潰つぶされて、インチキに手を染めた事も……」

　記憶の中で笑う、チュリスの笑顔が俺の心臓を締め付ける。

「そのインチキを手放そうとしない事も……全部どうでもいい……」

　俺は両目から溢あふれて止められない涙を拭ぬぐう事もせず、食いしばる歯をこじ開けた。

「問題なのは……俺がチュリスの苦しみに気付いてあげられなかった事だ！　俺は！」

　血が出る程、拳こぶしを握りしめた。

「あいつの友達失格だ…………」

「……アキトさん」

　俺が自身の愚かさを悔いていると、そいつは告げた。

「早くしないとあの少女が死ぬぞ」

「っ、マナフてめぇっ」

「あれほどの暴ぼう走そう状態だ。霊力が枯渇し、魂こん力りよくを使うのにそう時間はかからないだろう。だがそれだけに強い。巻き込まれてヒロインが死なぬよう、早くセリアを連れて逃げるのだなぁ、ヒーロー君」

　極寒の狂気に満ちた視線を、今すぐぶった斬ぎりたい衝動を抑える。

　俺は腕で涙を拭い、チュリスに向き直る。

「待ってろよチュリス。今助けるからな！」

「セリアよりもチュリスが優先か。セリアのヒーローと言っておきながら、貴様の信念はその程度か？　それともただ目の前に転がっている不幸を救いたい安い正義感か？」

「お前馬鹿じゃねぇのか？」

　俺は肩越しに、マナフを振り返る。

「ああ……俺はセリアのヒーローだ……けどな、同時に自称チュリスの友達なんだよ！」

　そうだ、俺は持ち霊も召しよう喚かん術じゆつも他人のおかげのインスタントヒーローだ。でも。

「俺は誇れるモノなんて何も無い凡人だ。でもなぁ、仲間の為ために体を投げ出す勇気は標準装備なんだよ!!　ヒーローかどうかなんて関係無い！　命の一つも賭けられないで、チュリスの友達を名乗れるか!!」

　俺は巨人ケムエルに向かって空を駆けた。

　天使が相手ならと、俺は草クサ薙ナギノ剣ツルギ一本を両手で構えて突撃する。

　だがケムエルの掌てのひらから嵐あらしのような爆発が起こり、俺は超瞬発力と霊力加速クイツクの合わせ技で後ろ上空へ飛び逃げる。

　──なんなんだよアレ。炎とも熱線とも違うぞ。

　──あれは熱が高過ぎて触れた空気が全すべて破裂しておるのじゃ。

　──破裂？

　──知っての通り、爆発とは空気が音おん速そく以上の速度で膨張することで衝しよう撃げき波はが生まれることを言う。ただの炎も度が過ぎれば衝撃波を伴った爆炎となる。ケムエルは火星と火曜日の天使で炎の風を受けても死なないという伝説を持っておるのじゃ。

　──あいつにとっちゃ周まわりの空気全すべてが火薬で武器か。

　ケムエルは狙ねらいを俺に定め、両方の掌てのひらから、そして六枚の翼の先端から連続して爆炎を撃ちだしてくる。

　その威い力りよくは、一発一発がセリアの集束したプラズマビームを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　持ち霊から力の一端を借りて戦うＡエイＦエフ戦闘ではなく、持ち霊本体を呼び出す解放召喚オーバーフローを常に使われているようなものだが、今のチュリスはそれ以上に感じる。

「だからって、諦あきらめてたまるか！　行くぞケムエル！　チュリスを返しやがれぇえええ！」

　再び空気を踏みしめ疾走。幾重にも襲い掛かる爆炎を神殺しの剣・草クサ薙ナギノ剣ツルギで受け止める。

　神殺しスキルは、当とう然ぜん神に仕える天使にも有効だ。

「ぐっ」

　だがドゥルジの時とは違い、爆炎は触れただけで無力化はされない。爆炎が斬きり裂かれ、俺の目の前で左右に分かれるが、余波だけで顔が焼けそうだ。

　一発一発が必殺の威力を持つソレを、ケムエルは連射してくる。草薙剣で弾はじいても斬ってもきりが無い。圧力が強過ぎて、斬りながらそのまま突き進むことができない。

　それでも強引にケムエルへ肉薄。五メートル手前で、八発の爆炎を同時に浴びせられた。

　俺は悲ひ鳴めいも上げられず、ケムエルが遠ざかるのを見た。地面に叩たたきつけられると、草薙剣を杖つえにして立ち上がり、俺は拳こぶしを固める。

「くそっ、俺か！　俺のせいか！」

　召しよう喚かん霊れい中最強と言われるタケルは、当然ケムエルよりも速いはずだ。もしも俺の召しよう喚かん術じゆつ師しとしてのレベルがもっと高ければ、最強の身体能力を十全に発はつ揮きして、一いつ瞬しゆんでケムエルのふところにもぐりこめたに違いない。

　でも魂こん力りよくを使ってもなお、俺はサタンと互角に戦った兄貴に遠く及ばないのだろう。

　俺が悔しさで歯を食いしばると、ブリジットが俺に寄りそう。

「アキト。あたしがあんたを運ぶわ」

「ブリジット、お前何を言っているんだ。危険すぎる！」

　真剣な眼まな差ざしが、俺に訴える。

「あたしの自じ慢まんはスピードよ！　サードサモンの今なら、マナフとの戦いで消耗したアキトよりも速い自信があるわ！　だからお願い、あたしもアキトと一緒に戦わせて！」

　ブリジットの熱意が、俺の頭を冷静にさせた。ブリジットの言う通りだ。俺らの中で、ケムエルに一番有効な攻撃を撃てるのは俺。でも俺は、マナフとの戦いで体力をかなり消耗している。冷静に考えれば、余力は全て攻撃に使うべきだろう。

「分かった。頼んだぞブリジット」

「任せなさい！」

　ブリジットはアイリーンをセリアに託すと、バイク型ＡエイＦエフコシュタパワーのハンドルを握った。俺は、その後部座席に座る。セリアと、意識の朦もう朧ろうとするアイリーンは言う。

「アキトさん、チュリスさんをお願いします」

「アキト、頼みましたわよ」

「任せろよ。帰ったら、今度こそまたみんなで遊ぼうぜ」

　俺の言葉に、セリアとアイリーンはしっかりと頷うなずく。

「「はい」」

「無駄な事を」

　無む表ひよう情じようのぬらりひょんと違い、マナフは俺らを嘲ちよう笑しようする。

「仮に、もう一度『草くさ薙なぎの大たい波は』を使えたとしても、天界最強の天使がその程度で止まるとでも思うのか？　貴様がヤマトタケルの力を百パーセント引き出せるだけの霊力と技量があり、オーバーフローで万全のヤマトタケルを召しよう喚かんできるならば、話は別だがな」

「お前のソロバン勘定なんか知らねえよ」

　俺は神殺しの剣、草クサ薙ナギノ剣ツルギを手に、ただ真まっ直すぐ前を向いた。破壊天使ケムエルが、近づく者全すべてを焼き殺さんばかりの勢いで吠ほえ、両手に炎の塊を溜ためている。

「行こうぜブリジット。俺をチュリスのところまで運んでくれ！」

「ええ、行くわよアキト！　駆けろ！　コシュタパワー！」

　コシュタパワーの装甲側面から、霊力カートリッジがまとめて排はい莢きようされた。

　尋じん常じようではない霊力の供給に、コシュタパワーのエンジンが金切り声を上げる。弾だん丸がんのように飛び出して、強烈なＧが俺を背後へと引いた。

　ケムエルの爆炎が次々放たれる。

　ブリジットはトップスピードを維い持じしたまま、神がかったライディングテクニックで全て回避。一いつ瞬しゆんで距離を詰めて行く。

　俺は全ての力を草薙剣へ送り込むと、東とう国ごく無む双そうを発動させる。

　電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードである草薙剣がまとうプラズマ。それが大きく成長して、この世の全てを焼き斬きる神剣と化す。

　俺は、チュリスと過ごした日々を思い出しながら、チュリスへの想おもいも草薙剣に込める。

　人は過去を変えることはできないけど、これからの生き方で正しかった事にはできる。大事なのは、これからの未来の為ために生きる今だ。

　今の状況は俺の無力が招いた事だ。だから、俺は今強くなってチュリスを助ける！

「チュリス────!!」

　ケムエルに取り込まれるチュリスが、僅わずかに反応した。

　俺は俺の気持ちをあらいざらい吐き出す。

「ごめんチュリス！　今までお前が苦しんでいるのに気付いてあげられなくてごめん！　俺はお前の友達失格だ！」

　魔法は、人間の霊力をあらゆる効能に変えて世界に干渉する技ぎ術じゆつだ。

　霊力と魔法は人の精神力で操そう作さするもの。

　魔法の一部である召しよう喚かん術じゆつもそれは同じ。

「だからチュリス！」

　だから、俺はチュリスを救う事を願った。願いを草クサ薙ナギノ剣ツルギに込めた。

　心の中は、一つの感情でいっぱいだった。

　──もう一度、チュリスと一緒に笑いたい──

「俺と、もう一度友達になってくれぇえええええええええええええええええええええ!!!!」

　草薙剣が、太陽の色に輝かがやいた。

　その光がチュリスの瞳ひとみに映り込んで、チュリスの唇くちびるが僅わずかに動く。

「アッ…………キー……」

　ケムエルの爆炎を避け切り、ふところへと飛びこんだ。

「行って！　アキト！」

　ブリジットのバイクから跳躍。












　俺は太陽の色に輝かがやく草クサ薙ナギノ剣ツルギを、ケムエルの喉元に向けて振り下ろす。

　けれど、俺の東とう国ごく無む双そうはケムエルの皮膚に阻まれてしまう。

　俺はケムエルを倒すどころか、ケムエルを傷つけることすらできないのか？

　そこまで俺は無力なのかと問いながらも、俺は諦あきらめずに叫ぶ。

「はぁあああああああああああああああああ!!」

　草薙剣がまとう太陽色の光と、ケムエルの霊力が激しくせめぎ合う。その果てに、光がケムエルの霊力を崩くずし始めた。

　やったか!?

　確かな手ごたえに俺がケムエルを見上げた。すると、ケムエルと目が合う。

「え？」

　狂気に満ちていたケムエルの瞳ひとみには、理性が宿っていた。次の瞬間、ケムエルの漆黒の翼と頭上の輪から、黒い色が雲うん散さん霧む消しようする。

　純白の翼を広げ、ケムエルの瞳の奥から、俺は感かん謝しやの念を感じた。

　太陽色に輝く草薙剣が世界を照らした。その光に浄化されるように、ケムエルの体は虚こ空くうへとかき消える。

　後に残ったのは、綺き麗れいな体の、無む傷きずのチュリスだった。

　俺はチュリスの裸体を抱きしめ、その存そん在ざいを確かめるように、彼女のぬくもりを感じた。

「おかえり……チュリス……」

　気を失ったチュリスを抱いたまま、俺は地面に着地する。でも、まだ終わりじゃない。

　駆け寄って来るブリジットと、セリアに肩を貸されるアイリーンへ振り返ると、俺はブリジットにチュリスを託した。そしてブリジットが悲ひ鳴めいを上げると同時に刃やいばを閃ひらめかせる。

「がはっ！」

　俺が左脇わき越しに背後へ突き出した刀身。それはマナフの腹を刺し貫いていた。電離分子高周波刀プラズマ・ヴアイブロ・ブレードである草薙剣がまとう高熱のプラズマが、マナフの内臓を焼き焦がす。

　背後から襲い掛かっていたマナフは、あまりの激痛で悶もん絶ぜつし、意識を失い背後へ倒れた。

「兄貴とリーズさんの仇かたきだ。殺さない代わりに、一生刑務所で不自由に生きろ」

　続けて俺は、無傷だが消耗しきっているぬらりひょんに視線を向ける。

「俺はお前に恨みは無い。家に帰るんだ。そして家族に伝えろ。俺がいる限り、セリアは渡さないってな！」

　ぬらりひょんは何も言わず、ただ俺を見つめたまま、その場から姿を消した。マナフを倒した以上、チュリスにかけられたブースターの呪のろいも消えただろう。俺は安あん堵どの息を漏らして、セリア達たちへ振り返った。

「ありがとう……みんなは、最高の仲間だよ」

　俺が笑うと、セリア達も最高の笑みを見せてくれた。








エピローグ




　マナフを倒した次の日、独立学園国家の警察は大慌てだった。パンデモニウムによる遊園地のテロ行こう為いは当とう然ぜんとして、突とつ如じよとして第三召喚形態サードサモンを使えるようになった生徒達たちが、今度は逆に突然使えなくなり、しかもその犯人がパンデモニウムとなれば仕方ないだろう。

　そして夜。マナフを拘こう束そくし、連れて行ったパンテオンの事情聴取を終えた俺は、チュリスが入院する病室を訪れた。

「調子はどうだ？」

　チュリスが横たわるベッドまで歩きながら、俺は尋たずねた。

「あ、アッキー。うん、精せい密みつ検査の結果は問題なしですよ」

　流石さすがに、少し元気が無い。

　けれど、チュリスはベッドから身を起こして俺と視線を交える。

「アッキー。ボクは、また頑張りますよ」

　ベッドの上で両手を組んで、チュリスは自分の気持ちを口にする。

「持ち霊召しよう喚かんの儀ぎ式しきの時……ケムエルがボクに権天使としか言ってくれなかったのは、ボクが弱いからだと思います。呪のろいでインチキをしても、結局ボクは熾し天てん使しとしての力を発はつ揮きさせてあげられませんでした。だから……」

　チュリスは、最高の笑顔で俺にほほ笑んでくれた。

「ボクはこれから頑張ります」

「おう、一緒に頑張ろうぜ」

　俺らは、互いに歯を見せて笑みをかわし合った。

「そ、それでねアッキー。もう一つだけ言いたい事が……」

「ん、なんだ？」

　チュリスは頬ほおを染めて、俯うつむいてしまう。

「えと、その……ケムエルが暴ぼう走そうした時に聞こえたんだけど、アッキー。ボクに、もう一度友達になってくれって」

「お、おう」

「それはダメだよ。ボクはもうアッキーの友達になんてなれない、だってボクは──」

　友達になれないと言われて、俺は表ひよう情じようを曇らせる。

「アッキーの恋人になりたいんだから」

「…………へ？」

　チュリスが上げた顔は、頬を紅潮させ、瞳ひとみは濡ぬれて、頬が幸せそうに緩んでいた。

「アッキー、大好き♪」

　チュリスがベッドから飛び出して、俺に抱きついて来た。俺は混こん乱らんしながらもチュリスを抱きとめて、チュリスはすかさず俺に唇くちびるを重ねて来る。

「っっ!?」

「んむっ、んっ、あむ、アッキー、アッキー、アッキー♪　あむ、はむっ」

　俺の舌と唇を熱く求めながら、チュリスの舌が俺の口内を探っていく。

　俺は羞しゆう恥ちと快かい楽らくの中、どうしていいか分からず手足をバタつかせた。すると、病室のドアが勢いよく開く。

「ちょちょちょ！　チュリスあんた何勝手な事しているのよ！」

「ディ、ディープキスなんてハレンチですわ！」

「アキトさん……私にはキスなんてしてくれないのに……」

　真っ赤な顔のブリジットとアイリーン、そしてセリアが病室に流れ込んで来た。

「って、お前らみんな立ち聞きかよ！」

「あ、アイリ」

　チュリスは俺から離れると、愛称で呼んだアイリーンのもとへと歩み寄る。

　チュリスは殊勝な表ひよう情じようで、けれどすぐに対等な、友達へ向ける笑顔になった。

「アイリ、あの時はごめんね。そして、ボクの為ためにありがとう。ボクは今、アイリへの感かん謝しやで胸がいっぱいですよ♪　流石さすがは、ボクの自じ慢まんのお友達です♪」

　お友達と言われて、アイリーンが赤い顔のまま、分かり易やすい照れ隠しで視線を逸そらした。

「べ、別にあれぐらい、おと、お友達の為なら当とう然ぜんですわ。それに……」

　アイリーンは、あらためてチュリスと視線を交える。

「昨日は、始めて貴女あなたと思い切り喧けん嘩かができて……嬉うれしかったですわ。だから、これからはもう嘘うそはいけませんわよ。言いたい事があるならちゃんと言ってくれないと困りますわ……ワタクシ達たちは……お友達なのですから」

　喋しやべる程に顔の赤みが増していくアイリーンはなんて言うか、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいかった。

　俺はアイリーンの表情にニヤニヤする。チュリスは感激の声を上げて、アイリーンに抱きついた。

「アイリ、大好きだよ！　チュッ♪」

　チュリスとアイリーンの唇が重なった。

「ッッッ!?」

　アイリーンの両手が虚こ空くうを彷徨さまよう。唇はチュリスにされるがままだった。

　チュリスの唇が離れると、アイリーンはしばし呆ぼう然ぜんとしてから、涙目で声を張り上げた。

「ワ、ワタクシのファーストキスがぁああああああああああ！」

「あ、さっきボク、アッキーとキスしたから間接キスになっちゃったね♪」

「え、アキトと？」

　アイリーンはコロリと表ひよう情じようを変えて、俺の方を見た。

　それから壁に向かい、頭を抱えてぶつぶつと独り言を始めた。

　一体何を悩んでいるだろう？

　その時、俺ら全員の携けい帯たい端たん末まつが、同時にメールの着信音を鳴らした。

　同時に着信音、という現象に、俺はデジャブする。

　まず最初にセリアが呟つぶやく。

「『セリア・セルベール様。貴女あなたの序じよ列れつ一〇〇〇位昇格をお知らせ致します』だそうです」

　それからチュリスが驚きの声を上げる。

「嘘うそ!?　『チュリス・チュペリ様。貴方あなたの序列一〇〇〇〇位昇格をお知らせ致します』!?　ボクが序列入りになっている!?」

　続けて、ブリジットがガッツポーズを取る。

「いよっしゃあああああ！　『ブリジット・ブランデル様。貴女の序列九〇〇位昇格をお知らせ致します』！　一〇〇〇番代どころから一気に三桁ナンバー！　いやぁ、まぁあたしの実力なら当とう然ぜんよね！　それでアキト、あんたは？」

　上機嫌で、顔のニヤけが止まらないブリジットに、俺は機械的に告げた。

「『鷺さぎ澤さわ秋あき人と様。貴方の中等部序列七〇〇位昇格をお知らせ致します』一〇分の一になったセリアもすげぇけど、俺のこれ一四分の一以下になっているぞ。上がり過ぎだろ」












「ぐあぁああ！　アキトに抜かれたぁああああ！」

　ブリジットが悔しさと悲しさが入り混じった、複雑な悲ひ鳴めいを上げてベッドに倒れ込む。

　そして、最後にアイリーンが全身から勝者の余裕を溢あふれさせる。

「オーホッホッホッ♪　『アイリーン・アルフォード様。貴方あなたの序じよ列れつ六五位昇格をお知らせ致します』！　まぁ当とう然ぜんですわよね♪　どうやら、この班最強の座はワタクシのもののようですわね♪」

　アイリーンは一人で勝ち誇っている。俺の中で、百ゆ合りが眉まゆ根ねを寄せた。

　──アイリーンの奴やつ、ただブーストしたチュリスに負けただけでは無かったか？　それにチュリスもブーストされただけでは？

　今回の事で、ブースターの疑いがある生徒は検査の後、結果によっては序列入りを取り消されるらしい。

　──まぁ、この序列は事情聴取の結果を反映したんだろうけど、結局は全員で協力してマナフを倒したって事にしたからなぁ……チュリスはブースターだけど、一緒にマナフを倒したって事になっている上に、再検査の結果、持ち霊がケムエルだからな。

　現在、学園国家のデータにチュリスは、持ち霊がケムエルと記録されているらしい。

　──にしても秋あき人との序列はアイリーンよりも下か。手柄の中心人物はお主じゃが、まぁ九九九九位のお主をいきなり二桁ナンバーにはできないのじゃろうな。

　──それか、単純に二桁ナンバーの強さと思われていないか、だな。

　多分だけど、俺ら五人はまとめて現在の序列を基に昇格させるって方針だったんだろう。それで序列外だったチュリスはとりあえず序列入りだけはさせた。みたいなものかな。

　にしても…………

　俺は、ケムエルと目が合った時の事を思い出す。

　力として召しよう喚かんされた召しよう喚かん霊れいが理性を？　それに、黒い翼が白くなったよな？

　一定の衝しよう撃げきを与えれば暴ぼう走そうが止まって、それで堕天使化も止まった？

　にしては、あまりダメージを与えた実感がない。

　あれはなんだったんだろう……


　　　◆



　その頃、パンデモニウムの隠れ家、と言ってもしっかりとした綺き麗れいな家屋なのだが、そのリビングで、ほぼ全メンバーによる家族会議が行われていた。人種も民族もバラバラな少年少女と、数人の大人達たちが意見を交わしあう。

「だから相手が中等部生だからと言って十代前半組ローテイーンではもう駄目だろう」

「ドゥルジが負けた以上、人数を増やしても変わらないか？」

「いや、セリアが嫌がっているならもうやめた方が」

「ぬらりひょんに誘拐させろ。ぬらりひょんはどこだ？」

「最終召喚形態ラストサモンではなく、第三召喚形態サードサモンでの話だが、アカ・マナフを倒したのは本当か？」

「次は十代後半組ハイテイーンの一〇人がかりというのは？」

「……それじゃあ、アキトを成長させるだけだよ」

　その男性の一声で、みんなが口を止めた。そこにいたのは数少ない大人組の一人だ。柔和で、穏やかな表ひよう情じようを浮かべた男性だった。優しいお兄さん。それが第一印象だろう。

「中学生が駄目だから今度は高校生。徐々に強い相手をぶつけたら相手を成長させるだけ。それはチビちゃん達たちが好きな漫まん画がやゲームを見れば分かるだろ？　大人でも、油断したら同じだね」

「じゃあ、誰が……」

「本当はサタンに直ちよく接せつ出て欲しんだけど、彼は今、米軍を相手にしている。彼なら問題ないだろうけど、あまり負担をかけたくない。だからね」

　その男性は一度言葉を区切ってから、あらためて告げた。

「アキト君は僕が、最初から最終召喚形態で直接殺してくるよ。作戦も、スキルを使った小細工も無い。物理的に、強制的に有無を言わさず殺してくるよ。アキト君が死ねば、セリアちゃんの目も覚めるだろう」

　彼の名はラーフ。ヒンドゥー教の三大神の一人ヴィシュヌも殺し切れない不死性を持ち、太陽を喰らう悪魔ラーフの使い手だ。そして、タケルは太陽神アマテラスの子孫である。








あとがき




　どうも、自転車運の無さなら業界ナンバーワンだ。鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　この本を手に取って頂きありがとうございます。

　この二巻でも、本編ではブリジットがカッコよくバイクを乗り回しております。しかもガンブレード片手に。

　ですが私は自転車に乗るとすぐにチェーンを外してしまいます。

　あれはいつの事だったでしょうか。

　以前、天気の良い日に自転車に乗って遠出しました。

　一時間は走ったでしょうか。

　そろそろ帰ろうと引き返して数秒後、ペダルがスカッと落ちました。

　なんだこれは？

　私の足がパワーアップしてペダルが軽くなったのか？

　そんなわけもありません。

　ただチェーンが外れただけです。

　チェーンのはずれた自転車を一いつ生しよう懸けん命めい押しながら三時間歩いて帰りました。

　本作には色々なタイプのヒーローが登場します。

　勇者ヒーローの秋あき人と。

　ダークヒーローのセリア。

　ライダーヒーローのブリジット。

　そして二巻では、

　天使ヒーローのチュリス。

　魔法少女ヒーローのアイリーンが追加されました。

　でも私の目の前に美しい天使や魔法少女が現れ、自転車を直してくれるなんていう奇跡は起こらないのです。

　え？　歩く武器庫状態のアイリーンのどこが魔法少女かですって？

　何をおっしゃいますか、どっからどう見ても魔砲少女じゃないですか！

　その証拠にアキト犬という下僕系マスコットアニマルもいるではないですか！

　だから全身をガトリング砲や榴りゆう弾だん砲やミサイルランチャーや衝撃砲で完全武ぶ装そうしているけどアイリーンのカテゴリーは魔砲少女なのです！

　嘘うそじゃないよほんとだよ。

　とか馬ば鹿かな事を言っている間にページがなくなりましたね。

　それでは皆様、またいずれお会いしましょう。
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